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例　　言

１．本書は 2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日までに東京大学埋蔵文化財調査室が実施した、埋
蔵文化財発掘調査およびそれに関わる研究、教育、普及などの諸活動をまとめた東京大学構内遺
跡調査研究年報と東京大学構内遺跡に関わる調査・研究成果である東京大学埋蔵文化財調査室研
究紀要を合冊したものである。

２．上記期間に行った発掘調査のうち、埋蔵文化財が確認できたものについて略報を掲載した。

３．遺構の略号は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所で採用している方式を参照し、前に
遺構の性格、後ろに各調査地点ごとに１から通し番号を付与した。前に付した遺構番号の性格の
略称は、個々の報告の凡例を参考にされたい。

４．本書の作成は室員があたり、増田・小林が編集を行った。

５．本書に添付した CD-ROM には、印刷本と同内容の電子版（PDF 形式）を収録している。

６．本書掲載・収録の諸データは、営利を伴わない学術目的の個人論文などの使用を除いて無断転載
を禁止する。

７．発掘調査に伴う図面、出土遺物等は、東京大学埋蔵文化財調査室が、東京大学駒場Ⅰ教養キャン
パス（東京都目黒区駒場 3-8-1）、東京大学駒場Ⅱリサーチキャンパス（東京都目黒区駒場 4-6-1）、
東京大学工学系研究科柿岡教育研究施設（茨城県石岡市柿岡 414）において管理、運用、保管を行っ
ている。
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東京大学構内遺跡の調査

　東京大学は、学生໋科学研究科附ଐԋश林をซͤる

とશ国 21 都ಓ県におよび、326809180ᶷを所有（一部

आೖ）している。͜のうち本郷（東京都文京区）、駒場

（東京都目黒区）、ദ（ઍ༿県ദ市）の 3 構内をڌ点キャ

ンパスとҐஔ付͚ている。本郷構内は本郷、弥生、ઙ

の 3 キャンパスશମで 559176ᶷ、駒場構内はⅠ（教養

学部など）、Ⅱ（リサーチキャンパス）શମで 352180ᶷ、

ദ構内は 412291ᶷを所有している。また、そのଞप

の遺跡としてొ録され、ࡏݱまでに試掘をؚめ調査を実

施した所有地に、研究関࿈施設では理学系研究科附ଐ২

物Ԃ本Ԃ、学生໋科学研究科附ଐ技術基൫ηンター（小

石樹Ԃ）、૯合研究ത物館小石分館が所ࡏするന

787構内（東京都文京区、160ࢁᶷ）、ҩ科学研究所が所

906区、68ߓするനۚ構内（東京都ࡏᶷ）、理学系研究

科附ଐྟւ実ݧ所（ਆ奈県ࡾӜ市、68737ᶷ）、利

ް生関࿈施設では分Πンターφγϣφϧϋス（東京

都文京区、1576ᶷ）、നۚロッジ（東京都ߓ区、2453

ᶷ）、ࡾୋ国ࡍ学生宿舎（東京都ࡾୋ市、29438ᶷ）、ݕ

027૯合運動場（ઍ༿県ઍ༿市、273ݟᶷ）、目ന国

509.35宿舎（Ծ称）（東京都文京区、28ࡍᶷ ）がある。

　本郷構内ではچ石器࣌（ブロック・܈）、ೄ文࣌

（ૣ期ʙ前期集མ・後൩期แ蔵地）、弥生࣌（後

期集མ）、古࣌（前ʙ後期集མ）、ฏ҆࣌（集མ）、

江戸࣌（大໊ෑ・Ո地・ொ地・ࣾࣉ地）、ۙに

わたる大規ෳ合遺跡܈で、「文京区 /P.47 本郷遺跡

としてొ録されている。また、その一部（ઙ地「܈

区内）は、「文京区 /P.28 弥生ொ遺跡܈」としてొ録さ

れ、1975 年に文学部考古学研究室、理学部人ྨ学教室

が合同調査を行った「ϲ岡௩」（/P.28-C 地点）は、

1976 年に国࢙跡にࢦఆされている。

　駒場構内のうち駒場Ⅱキャンパスは、ۙ年の࠶開発に

伴い構内の試掘調査を実施しているが、遺跡は確認され

ていない。駒場Ⅰキャンパスは、چ石器࣌（ブロック・

܈）、ೄ文࣌（ૣ期集མ）、ฏ҆࣌、ۙ世（ଜ）

の遺跡が確認され、キャンパスશମが「目黒区 /P.1　

東京大学駒場構内遺跡」としてొ録されている。

　ദ構内（ݱঢ়所有ൣғ）は開発前にઍ༿県教育委員会

による試掘調査が行われたが、遺跡は確認されていない。

　നࢁ構内は、すでに໌治ॳ಄、Τυϫーυ・4・Ϟー

スによって௩のଘࡏがհされており、「小石২物

Ԃ内௩」としてपされてきた。また、1918 年には

東京のچ跡としてࢦఆされたྺ࢙を࣋つ。ࡏݱでは

構内શҬがೄ文࣌（前ʙ൩期集མ・௩）、江戸࣌

（大໊ෑ・ນޚ用地・Ո地）のෳ合遺跡「文京区

/P.81 小石ޚༀԂ跡」、その一部が「文京区 /P.21 小

石২物Ԃ内௩・ݪொ遺跡」としてొ録されている。

2012 年 9 月 19 日には「小石২物Ԃ（ޚༀԂ跡及び養

生所跡）」として、161588.4ᶷが国の࢙跡໊উにࢦఆさ

れた。

　ҩ科学研究所は、چ石器࣌（ブロック）、江戸࣌（大

໊ෑ）の遺跡が確認され「ߓ区 /P.135 遺跡」として

ొ録されている。
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学生໋科学研究科ด系Թ室
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅰ期
子ྗผ館側Ӎ水管改修ݪ
工学部4号館外ഉ水管改修

学部1号館側ଞฮ改修

理学部2号館ฮ改修

工学部3号館施設整備（Ψス）
ҩ学部Ϟχϡϝント
タンデϜ加器研究棟側側ߔ改修
工学部9号館側ฮ改修

工学部3号館施設整備（Լ水ଞ）

学部水田औ設
学部ਖ਼ฮ改修
ઙຽ間地
工学部3号館施設整備（Ӎ水）
保育Ԃ前าಓ২

य़日૯合研究棟外構

工学部3号館施設整備（Լ水2）
学部東側外構

ಊ改修ߨ

看護職員等宿舎５号棟擁壁
ҩ学部中ԝ૯合館前༠ಋブロック設ஔ
ΞΧデϛックίϞンζ
国ࡍ科学Πϊϕーγϣン૯ׅ棟

国ࡍ科学Πϊϕーγϣン૯ׅ棟

（弥生）ςχスίート間照໌設ஔ
学部ਖ਼ฮ改修

事前
立会
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
立会
試掘

事前

立会
事前
立会
試掘
試掘
事前
試掘
立会
立会
立会
立会
事前
立会
試掘

立会

立会

事前
立会
立会
立会

事前

試掘
試掘
試掘
立会
立会

立会

立会
試掘

事前

試掘
立会
事前
試掘

事前

立会
立会

2010.12.9ʙ2011.1.26
2010.12.2、12.13
2011.12.1ʙ2012.7.20
2010.7.30ʙ8.11
2010.8.31ʙ9.11
2011.2.7、9、15ʙ16、18、
21ʙ22
2011.6.9ʙ15
2011.6.22
2011.9.1
2011.11.29ʙ12.2
2011.10.18
2011.11.29ʙ12.2

2012.3.1ʙ11.30、
2013.8.19ʙ10.3、
2014.2.5ʙ2015.2.19

2010.6.17、21
2012.5.7ʙ6.18
2011.9.20、10.25
2011.12.14ʙ2012.1.13
2011.9.5ʙ9.19
2011.7.26ʙ27
2011.9.10ʙ17、11.20ʙ21
2012.7.10ʙ14
2012.7.14
2012.9.4、10
2012.9.26ʙ27
2012.12.17ʙ2014.9.12
2012.12.17ʙ20
2012.2.20
2013.1.21、2.1、20、3.7、11、
12、14、15、18、19

2012.12.25、26、2013.1.21、
2.1、3
2012.11.5、13
2013.3.25
2013.4.8
2013.4.10
2013.3.18、27、4.1、8ʙ10、
22、23、30、5.1、9、10、13、
14、21ʙ23、6.15、17、18、
24ʙ26、28、7.1ʙ3、5
2013.6.4ɼ5、7、8、10
2013.6.17
2013.7.18
2013.7.22、26、31
2013.8.4
2013.7.29、31、8.1、5、
2014.1.29、2.4
2013.8.24
2013.9.10
2013.9.26、10.21ʙ25、
11.5、11、12.12、13、16、
2014.11.11、13ʙ15、18、
19、27、28、12.5、9、11、13、
15、17
2013.9.2、3
2013.9.27
2013.9.10ʙ2014.3.31
2013.7.23ʙ7.26
2014.1.14ʙ7.23、
2014.8.18ʙ8.21
2013.12.20
2014.1.29、2.3、16ʙ18

30
－
949
－
－

－

－
16
18
6
4
25

4391

－
60
－
14
18
7
9
2
1
5
31

3341
21
10

2750

1000

－
11
16
23

490

101
3
44
41
42

107

－
7

539

13
－

1200
48

1480

4
510



大成
ݪ
ݪ

ݪ


堀内
大成

堀内


成・߳ औ・
小

ݪ

ݪ
ݪ
ݪ
ݪ
ݪ
ݪ
ݪ
大成
ݪ
 ・小
ݪ
ݪ

ݪ

ݪ

成・堀内

ݪ
ݪ

堀内

ݪ
ݪ
ݪ
堀内
堀内

大成

堀内
ݪ

ਗ਼水・ݪ

߳औ
成
堀内


大成・߳ औ

大成
ݪ

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8、9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
ۙ世
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺物のΈ
遺構・遺物なし
ۙ
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
ۙ
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構ŋ遺物なし
ۙ世遺構面確認
遺構ŋ遺物なし

ۙ世遺構面確認

遺構ŋ遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

ۙ世・ۙ 整地
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし、࣌期ෆ໌ߗ化面
遺構・遺物なし

151
152
153
154
155
156
157
158
159
160

2013
2013
2014
2013
2013
2013
2013
2013
2014
2014

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

学生໋科学研究科ด系Թ室
地震研究所側ғো改修
理学部1号館
保育Ԃ前࿙水
ջಙฮ
ത物館"M4ϥϘ電ؾ改修
第2本部棟外構
֗౮整備
ಓ場ϑェンスٷ
文系૯合研究棟

試掘
試掘
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
試掘

2014.1.29
2014.2.13、17、21
2014.5.16、19
2014.1.10、14
2014.1.29、2.5、2.10
2014.2.6
2014.2.22ʙ23
2014.3.11ʙ14
2014.4.7
2014.4.9ʙ11

18
40
21
1

277
2
4
46
5
27

ݪ
ݪ
ਗ਼水・ݪ
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
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本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

161

162

163
164
165
166
167

168

169
170
171
172

173

174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197

198

199
200
201
202
203
204
205

206

207
208
209
210

211

212
213
214
215
125
125
125
125
125
216
217
218
219
220

2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2016
2016
2015
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016

－

－

－
－
－
－
－

－

)&,14
－
－
－

－

－
－
－
－

)/614
－
－
－

)CR(15
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

)R115

－
－
－
－
－
－
－

)R115

)M,16
－
－
－

－

－
－
－
－

)CR"12
)CR"12
)CR"12
)CR"12
)CR"12

－
－
－
－
－

ջಙ館ఉԂ給水ҾきࠐΈ

工学部4号館改修

法文2号館給水管改修
Πϊϕーγϣン棟ݱ場事所
ಓ場ςント基ૅҠ設ٷ
学部Ӵ所࿙水ର応
҆田ߨಊՖஃ࿙水ର応

ΞΧデϛックίϞンζ 2次調査

文系૯合研究棟
ࣣಙಊ改修外構
図書館横Ծ設ݐ物ݐ設に伴うฮ石除ڈ
第二৯ಊ前Χーήート付ۙฮ改修
ҩ学部附ଐපӃ第二中ԝྍ棟前ंಓόリΧー
設ஔ
本郷キャンパスόリΞϑリー関整備
図書館Ծ設キϡーϏクϧ設ஔ
ωットϫークࢹΧϝϥ設ஔ
工学部1号館前広場γμϨβクϥҠ২
学部6号館改修
҆田ߨಊ前広場の整備
生物環境ΨϥスԹ室
学部άϥンυ൶改修
ҩ学部附ଐපӃCRC棟΄か外構
地震研究所側ғো改修
上ӳࡾത࢜とϋチ公（Ծ）࠲
όス通り༠ಋブロック整備
ༀ学本館埋設管
工学部ધഫ運動性試ݧ水૧埋設管
૯合研究棟（理学系）
上ӳࡾത࢜とϋチ公（Ծ）ղઆ൘
学部ਖ਼कӴ所
報学環・ϗーϧ࿙水ิ修
҆田ߨಊࢹΧϝϥ
中ԝ৯ಊ第二ߪങ部ࢄ水ખ修理
理学部1号館৽営に伴うࢧোഉ水管盛ସ
学部東ผ館࿙水ิ修
૯合研究ത物館ཪ֗౮औସ
文系૯合研究棟Ծ設電ؾ

理学部1号館

఼Լάϥンυ側チェーンήートऔ設ޚ
学部1号館側外構
ઙ֗౮整備
҆田ߨಊϚンϗーϧ
国ࡍ科学Πϊϕーγϣン૯ׅ棟外構
学部࿙水
理学系૯合研究棟Ծ設電ؾ

理学部1号館外構

各サΠン設ஔ
工学部3号館外पಓ路ฮ部ิ修
ҩ学部૯合中ԝ館側றं場改修
環境҆શ研究ηンター࿙水

附ଐ図書館（教育学部等）改修

҆田ߨಊ南側ฮ改修
理学部2号館前生֞
Թηンター"004室Ξース
第一研究棟側ะ場整備
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （13区）
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （Ψス管）
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （14区）
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （Ψス管୦）
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （15区）
教育学部機ց設備改修
附ଐ図書館（教育学部等）改修電ؾ設備
学部ਖ਼スςンϨスϙーϧߋ৽
構内各所サΠン設ஔ
育ಙԂ内樹のఫڈ作業

立会

試掘

立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
事前
試掘
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
事前
立会
事前
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会

2014.4.22
2014.6.23、27、7.3、4、10、
8.12
2014.6.4
2014.6.5
2014.7.3
2014.7.15
2014.7.30

2014.8.13ʙ10.31、11.25、
12.10、12
2014.10.14ʙ11.5
2014.11.21、2015.1.13、14
2014.9.4
2014.11.21

2014.12.19

2014.12.22、2015.1.20、21
2014.11.26
2014.12.2
2015.1.6、7
2015.1.7ʙ9、4.27、28
2015.1.6、7、2.18
2015.1.16
2015.1.21、2.3
2015.3.16ʙ9.25
2015.2.6
2015.2.6
2015.2.20、23、24
2015.2.23、24
2015.3.16
2015.4.7、9、10
2015.5.11
2015.5.1
2015.5.2
2015.5.25
2015.6.28
2015.6.25
2015.5.4
2015.6.8
2015.7.15ʙ7.17

2015.8.17ʙ12.9

2015.8.20、21
2015.9.1、15
2015.9.7
2015.11.27
2015.12.14
2016.1.12
2016.1.19
2016.1.19、22、25、28、
2016.2.12、16、17、19
2016.2.1ʙ3
2016.2.19
2016.3.4
2016.2.10
2016.1.6、9、2.15、16、
2.29ʙ3.2
2016.3.1、8
2016.3.14
2016.4.19
2016.6.3
2016.3.28ʙ4.14
2016.4.26
2016.8.26ʙ9.2
2016.5.26
2016.5.19
2016.7.4
2016.8.29
2016.10.19
2016.11.16ʙ19、21
2016.10.22

－

47

8
－
1
－
1

475

180
130
930
78

1

169
8
5
5
38
405
9
3

162
153
3
25
14
5
36
5
1
3
52
0.3
4
1
2
2

530

9
20
2
1
82
0.6
0.6

175

8
36
218
0.5

81

38
2
3
21
9
31
124
0.4
23
7
3

0.2
10
1

ਗ਼水・ݪ

ݪ

堀内

ਗ਼水
ݪ
小

堀内・ਗ਼水

堀内・߳ औ
成
堀内
成

成

成
ਗ਼水
ਗ਼水
߳औ
ݪ
߳औ
ݪ
߳औ

ݪ
ݪ
成
小
ਗ਼水
ݪ
ݪ
ݪ
ਗ਼水
ݪ
ݪ
ݪ
߳औ
小
ฏ石・߳ औ
・小・ݪ
ฏ石
ݪ
ݪ
߳औ
ݪ
大成
߳औ
小

小・ฏ石

大成
ฏ石
ฏ石
堀内

ਗ਼水

߳औ
堀内
ݪ
ฏ石





小
ฏ石
ݪ
ݪ
ݪ

遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、ۙ 世磁器1点
ۙ世遺構・遺物

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
ݱۙ
遺構・遺物なし
ۙ世
ۙ世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、ۙ 世磁器1点
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報11』所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報11』所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構なし・ۙ 世陶器点

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

221 2016 － ҆田ߨಊ側༠ಋブロック 立会 2017.1.12、13 8 ݪ 遺構・遺物なし
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本郷
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本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

222
223
224
225
226
227
228
229
230
125
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243

244

245
246
247
248
249

250

251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265

266

267

268

269
270
271
272
273
274
275

276

277
278
279
280

281

282
283

284

285

2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2016
2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018

2018

2018
2018
2018
2018
2018
2018
2019

2019

2019
2019
2019
2019

2019

2019
2019

2019

2019

－
－
－
－
－
－
－
－
－

)CR"12
)R115

－
－
－

)/:
－
－
－
－
－
－
－
－

),O18

)CR#17
－
－
－
－

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

),D18

－

－

－
－
－
－
－
－
－

－

)8,19
－
－
－

－

－
－

－

－

附ଐ図書館（教育学部等）改修機ց設備
गॢ水ൾݱ設ஔ場所
गॢ水ൾҠ転ઌ
ҩ学部附ଐපӃ内றྠ場
附ଐ図書館μϜェーター৽設
ਖ਼整備
ҩ学部本館樹
学部サッΧー部室
育ಙԂࡤ修理
クリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅱ期 （16区・17区）
理学部1号館南側外構
動物ηンター前土࣭調査
ΞΧデϛックίϞンζӍ水ഉ水管
ΞΧデϛックίϞンζิ給水管盛ସ͑
看護職員等宿舎５号棟擁壁
ٿ場ブϧϖン改修
理学部1号館Ψス管・水管
第一研究棟中ఉഉ水りସ͑
఼Լάϥンυ側ฮ改修ޚ
工学部6号館立ちރれ樹െ採
列品館側ฮ改修
ೖӃ棟#棟東側ಓ路改修
中ԝ৯ಊそのଞ改修（&7৽設）

基幹・環境整備（言問い通り横断管路）

クリχΧϧリサーチηンター#棟
育ಙԂ石組ิ修
中ԝ৯ಊ改修機ց設備
学部άϥンυٿϑェンス৽設
ҩ学部૯合中ԝ館１֊改修・ط設管ଓ
上会館ཾ岡ผ館東側及び広報ηンター東側ࢁ
実生െ採・ൈࠜ作業
ҩ学部૯合中ԝ館中ఉ照໌改修
整備東大出版会側২چ
外དྷྍ棟側管
育ಙԂఫڈ২ସ͑
外དྷྍ棟南側 い͜の り̈́基ૅ
ҩ学部附ଐපӃόスఀり管
学生第二৯ಊ横広場整備
学生第二৯ಊ前外構
ҩ学部附ଐපӃ南研究棟外構
学部７号館側ಓ路࿙水
工学部11号館南側ϋンυϗーϧิ修
プϨϋブ研究̖棟Ҋ内表ࣔ൘設ஔ
育ಙԂ
ϲٰϑΝΧϧςΟϋス中ఉ整備
ઌྟচ研究ηンター側٤Ԏ所ি立設ஔ࠷

基幹・環境整備（電ؾ管路）

東ޚҪ戸跡サΠン൘設ஔ

育ಙԂ路等ิ修

学部ϑΝΧϧςΟϋス外構ブロック塀ิڧ
ٿ場ٿωット増設
東༸文化研究所側外構スロープखఫڈ
ٿ場ϑェンスิ修
第二৯ಊ前২ଳ改修
本郷通りғো改修
ٿ場ਖ਼面ೖޱ前ϚンϗーϧਹԼ͛

言問通り横断管路

ҩ学部附ଐපӃ基幹整備共同ߔ
学生໋科学図書館ଞブロック塀改修
第２本部棟系౷ഉ水管改修
Ծ設プϨϋブऔઆ

工学部列品館耐震

҆田ߨಊサΠン設ஔ
給水管改修
ҩ学部5号館改修（その1）
同（その2）
ҩ学部2号館本館耐震改修

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
事前
事前
立会
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

試掘

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会

立会

立会

2017.1.11
2017.2.7、8、16
2017.2.17、20、25
2017.2.13
2017.1.24
2017.3.9、13、15、16
2017.2.23
2017.3.1、4.17、8.29
2017.3.22ʙ24、28、30
2017.4.1ʙ7.28
2017.5.10、29
2017.4.25
2017.4.12・13
2017.5.25
2017.8.4ʙ20
2017.7.14.15.22.23
2017.8.23.29
2016.5.19、20
2017.9.16
2017.9.19
2017.9.20
2017.9.14
2017.12.4
2018.3.30ʙ4.2、5、12、16、
5.10、16、17、12.17
2018.1.15ʙ4.4
2017.12.6
2018.1.18、19
2018.1.16
2018.2.15

2018.3.20

2018.3.22
2018.3.23
2018.3.23ʙ24
2018.3.27
2018.4.6
2018.5.2
2018.5.10
2018.6.22
2018.7.23
2018.10.9
2018.10.22
2018.10.25
2018.10.01、16、17
2018.11.5
2018.121
2018.12.17ʙ21、
2019.1.28ʙ2.5
2019.1.24
2019.1.21、22、23、25、28、
29、30、31、2.1
2019 .1.31、2.1
2019.2.20、21、27
2019.2.28
2019.3.6
2019.3.8
2019.3.20
2019.4.24

2019.7.8ʙ8.2

2019.8.5ʙ
2019.8.2
2019.8.3
2019.08.23、24、26

2019.10.08

2019.10.18
2019.12.9
2019.12.5
2020.3.2、16
2019.12.10

7
86
32
10
16
209
0.2
109
	35

3621

7
1
7
11
53
376
15
13
5
8
13
500
12

203

93
0.6
7
5
4

8

1
3
6
50
0.6
10
15
506
53
2

0.2
0.5
7
96
3

57

0.5

－

9
6
1
2

105
8
3

112

－
1
2
16

31

1
352
12
24
2

ݪ
ݪ
ݪ

堀内
ݪ
堀内
堀内・大成
ݪ

ݪ
ݪ
堀内
大成
ݪ
ݪ
ݪ

ਗ਼水
堀内
ݪ

ݪ

大成


ݪ
ݪ
堀内
大成

߳औ

߳औ
堀内
小
大成
小
小
大成
大成

堀内
小
小
ݪ
߳औ
߳औ

大成

成

ݪ

ݪ
߳औ
小
ݪ
小
堀内
߳औ

ݪ


ݪ
堀内
߳औ

大成

堀内
߳・ݪ औ

堀内



遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
江戸
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ۙ世・ۙ 
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ۙ世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

ۙ世
ۙ（ཪࠐから磁器、ϨンΨ）
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし

遺構ŋ遺物なし

遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構・遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
ۙ盛土、遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
19世紀ॳの大形土をは͡ め4ܭ基の遺構ݕ出ŋ
大形土からは遺物収ೲശ11分の遺物出土
遺構ŋ遺物なし
ఈ確認ŋ遺物なし。一ஈ目 護ߌ؛列Ԃ路側10.5̼、
二ஈ目 護ߌ؛列側21̼
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
遺構ŋ遺物なし
方形पุߔपߔ・土器（ઙ地区）、駒ࠐ邸ݐ物
पลฮ（弥生地区）、堀田邸基 （ૅ弥生地区）

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
1Fচ面から140ʙ150DN（(-－60ʙ70DN）́ どで
江戸࣌整地ݕ出・5C2、10ࡉย出土
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし（ϨンΨ基ૅ確認）

遺構・遺物なし

ߏ ൪߸  ུশ ௐࠪ ʦ໊ུچশŋ໊শʧ ௐࠪ
छผ ௐࠪؒظ ໘ੵ
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本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

286

287
288

289

291
292
294
295
296

2019

2019
2019

2019

2010
2010
2019
2019
2019

－

－
):,20

－

－
－
－
－
－

学部1号館耐震改修工事に伴うԾ設ݐ物

ҩ学部3号館南側ߴѹέーブϧෑ設
ٿ場側擁壁改修

理学部֯ࡾ広場改修

学部3・5号館間
弥生前掘
附ଐ図書館改修ᶚ期
ࣣಙಊ東側樹樹ճ෮作業
ઙ地区چ宿舎付ۙं止め設ஔ

試掘

立会
試掘

立会

立会
立会
立会
立会
立会

2019.12.18、19、2020.2.25

2020.1.22、29
2020.1.13ʙ

2020.2.3、2.12ʙ13、3.2ʙ3、
3.16、4.1、4.11、4.16、5.22、
6.10、6.26、7.14、8.20

2010.6.10
2010.6.11
2020.3.26、7.20
2019.3.26
2020.3.30

361

40
－

1341

16
30
62
5

0.4

大成

大成
堀内・߳ औ

小・堀内

ݪ
ݪ
成
大成
成

"ʙD区あり。"区調査ඞ要なし、#区立会、
C・D区試掘遺構なし（震ࡂに伴うփにパックされた
ϨンΨ基ૅ確認）

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

ߏ ൪߸  ུশ ௐࠪ ʦ໊ུچশŋ໊শʧ ௐࠪ
छผ ௐࠪؒظ ໘ੵ
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駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33

34
35
36
37
38
39

40

41
42
43
44
45

46

47
48
49
50
51
52

1991
1993
1993
1994

1994

1995
1995
1995
1996
1997
1999
2000
2001
2001
2005
2003
2005
2006
2006
2007
2009
2009
2011
2012
2012
2012
2012
2014
2014
2014
2015
2015

2015

2016
2016
2017
2017
2017
2018

2018

2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018
2018
2019
2019
2019
2019

－
F(&
－
－

－

－
－
－

理
－
－
,-
－
－

,CP
,(,
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
－
－

,,518
－
－

－

,,518
,5418
,5,18

－
－

－

－
－
－
－
－
－

教養学部保݈ηンター
教養学部報教育棟
理科学研究科棟
理科学研究科棟擁壁
理科学研究科棟関࿈東電Ϛンϗーϧ増設・
管路৽設
教養学部౷文化活動施設
教養学部学生用ཋ室・γャϫー施設
理科学研究科棟Ψス・水ಓ管埋設
理科学研究科Ⅱ期棟
教養学部キャンパス・プϥβ
教養学部૯合研究棟
駒場図書館
教養学部૯合研究棟
教養学部૯合研究棟
ίϛϡχέーγϣンプϥβ
国ࡍ学術ަྲྀ棟
教養学部5号館ଞ改修
教養学部8号館ΤϨϕーターෑ設
教養学部ロッΧー棟
ॳ年次活動ηンター৽ங
基幹整備（ഉ水）
理の教育棟
࿅श場ר
外トΠϨ
理の教育棟Ⅱ期棟
ίϛϡχέーγϣンプϥβ横共同ߔ埋設
ݿ
教養学部ฒ通りࠜ 上りରࡦ
電ަ機設備ߋ৽
教養学部ฒ通りฮ改修
6号館改修に伴う埋設管ෑ設
ਖ਼前ഉ水改修

ฒ通りฮ改修（Ⅱ期）

ٿ場ഉ水改修
教養学部5号館Ҿࠐ幹ઢ
ฒ通りฮ改修（ᶙ期）
駒場Ծ設ମ育館
駒場ମ育館
大۾良యത࢜ϊーϕϧड記೦ൾ

駒場ମ育館৽営に伴う電ؾ管掘

駒場Ծ設ମ育館外構
駒場ମ育館৽営に伴う機ց設備ն
駒場ମ育館
７号館側ഉ水管ഁଛ修理
ςχスίート間照໌設ஔ

外トΠϨղମ

駒場ମ育館
第一άϥンυ改修
東京電ྗέーブϧ等ఫڈ
駒場ମ育館Ӎ水ਁಁ
駒場ମ育館पล
駒場Ⅰブロック塀ରࡦ

試掘
事前
試掘
立会

立会

試掘
試掘
立会
事前
試掘
試掘
事前
試掘
試掘
事前
事前
立会
立会
試掘
立会
立会
試掘
立会
立会
試掘
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
事前
試掘
立会

立会

立会
事前
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会

1992.3.19
1993.8.10ʙ10.20
1993.5.8ʙ15
1995.1.20ʙ27

1995.1.24ʙ4.12

1995.9.11
1995.9.11
1995.5.17ʙ18、6.27ʙ28
1996.12.12ʙ1997.2.6
1997.4.24
1999.7.26ʙ8.3
2000.7.27ʙ8.30
2001.10.24ʙ25
2002.3.25ʙ26
2005.4.22ʙ7.21
2003.5.16ʙ7.9
2005.8.10、17、19
2006.10.20
2006.11.13ʙ16
2007.12.20
2010.1.14、21、28
2010.2.1ʙ5
2012.1.23
2012.7.23ʙ25
2012.7.30ʙ8.3
2012.9.24ʙ27
2013.2.28
2014.9.4、8、10
2014.11.29
2015.2.3、12、23、3.10
2015.7.23
2015.8.21、25
2016.2.4、15、17、22、
3.10、14
2017.2.8、14
2017.3.6ʙ8
2018.1.30
2018.2.5ʙ16
2018.3.5ʙ3.26
2018.4.16
2018.5.3ʙ5、15、21、6.6、7、
22、25ʙ27、7.26
2018.6.6、6.8
2018.6.28、7.2、3、18
2018.7.2ʙ8.27
2018.10.18
2018.11.30
2018.12.20、21、25、
2019.2.4、4.24
2019.2.27、3.8、4.5
2019.2.6
2019.12.6Ŋ12Ŋ13Ŋ18
2020.2.27
2020.3.2、4、13
2020.1.31、2.6、17、27

28
940
350
－

－

8
8
－

1160
41
130
1778
60
53

4327
620
300
－
21
85
34
220
12
42
49
34
40
64
7
77
4
50

824

121
28
481
376
155
0.4

183

38
25
430
22
36

90

416
1
47
20
84
86

౻
౻
堀内
౻

౻

౻
౻
౻
堀内
౻
ݪ
大成・
堀内
大成
成
ݪ
大成
堀内
堀内

堀内
堀内
成
堀内
堀内
小
߳औ・堀内
大成
堀内
大成　
小・ฏ石
߳औ

ݪ

ݪ
ݪ
ݪ
堀内
ݪ
成

ݪ

堀内
ݪ
ݪ
小
大成

ݪ

ݪ
߳औ
堀内
堀内
堀内
堀内

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
ೄ文
ۙ

ೄ文・ฏ҆

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし・ۙ 遺物あり
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ೄ文、ۙ 
ೄ文、ۙ 
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ೄ文、ۙ 
ର応。遺構・遺物なしٸۓ
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし
一部遺構確認、ೄ文かʁ
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๛ౡ区
ୋ市ࡾ
区ߓ

ୋ市ࡾ
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Ӝ市ࡾ

Ӝ市ࡾ

Ӝ市ࡾ

ୋ市ࡾ

ୋ市ࡾ

ઍ༿市
区ߓ
区ߓ
ദ市
区ߓ

文京区

文京区

文京区
文京区
区ߓ

1991
1991
1991
1991

1992

1992
1992

1993

1993

1993

1994

1994
1994
1995
1996
2000
2007

2016

2018
2019
2019

－
－
－
－

ኅ1ࡾ

－
MM#4

－

－

ኅ2ࡾ

ኅ3ࡾ

(M#
－
－
－

4#400
－

ϝジロ15

－
－
－

分学ྈ
๛ౡ学ྈ
Ҫの಄学ྈ
നۚ学ྈ

会館（ౢ遺跡）Ⅰ期ྲྀަࡍୋ国ࡾ

ҩ科学研究所看護ࢣ宿舎
理学部附ଐྟւ実ݧ所৽研究棟（৽Ҫ城）
理学部附ଐྟւ実ݧ所৽研究棟関࿈電機・
水ಓ管路৽設

理学部附ଐྟւ実ݧ所৽研究棟関࿈ւ水॥環
水路৽ங

会館（ౢ遺跡）Ⅱ期ྲྀަࡍୋ国ࡾ

会館（ౢ遺跡）ᶙ期ྲྀަࡍୋ国ࡾ

（藩所遺跡ݰ）運動場ମ育ηϛφーϋスݟݕ
ҩ科学研究所MRI－C5棟ஔ棟
ҩ科学研究所ώトήϊϜղ析ηンター棟
ദキャンパスߍ舎
ҩ科学研究所附ଐපӃྍ棟・૯合研究棟
分国ࡍ学生宿舎

目ന国ࡍ宿舎

目ന国ࡍ宿舎・外構樹
目ന国ࡍ宿舎・外構整備その2
നۚғো改修

試掘
試掘
試掘
試掘

事前

試掘
事前

立会

立会

事前

事前

事前
試掘
試掘
試掘
事前
事前

事前

立会
立会
立会

1991.8.23ʙ24
1991.8.26ʙ30
1991.9.30ʙ10.15
1991.11.25ʙ26

1992.6.29ʙ9.19

1992.7.1
1992.7.20ʙ9.25

1993.4.20ʙ23

1993.5.7ʙ8

1993.5.28ʙ11.8

1994.5.13ʙ8.17

1994.7.19ʙ8.21
1995.3.9
1995.7.11
1996.10.28ʙ29
2000.10.27ʙ2001.3.9
2007.12.3ʙ2008.3.25
2016.6.17、21、
2016.7.20ʙ2017.4.4
2018.9.26
2019.4.3、4、25、5.16
2020.2.3、6.3

16
29
20
10

2100

8
1700

－

－

3280

1950

496
8
8

125
4280
776

9373

15
－
84

成
౻
成
౻

堀内・成

౻
౻・ࣉౡ

౻

౻

堀内

堀内・ࡻౡ

౻
౻
౻
౻
堀内・大成
ݪ
大成・小・
ฏ石
大成
大成
߳औ

ۙ世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ۙ世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
ౢ遺跡』
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収

中世

中世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
ౢ遺跡』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
ౢ遺跡』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
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1991
1992
2000

2002
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2016

2017

2019
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,I

,/,

#(:07
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－

－

#-,4)-)28

#-,4)-35

#-,4)-3

理学部附ଐ২物Ԃ研究Թ室Ⅰ期（ݪொ遺跡）
理学部附ଐ২物Ԃ研究Թ室Ⅱ期（ݪொ遺跡）
૯合研究ത物館小石分館増ங
学生໋科学研究科附ଐ小石樹Ԃ・
室؍ݍࠜ

理学系研究科附ଐ২物Ԃ・ҩ学部創設150प年
記೦（小石養生所෮ݩ）ݐ物

理学系研究科附ଐ২物Ԃ本Ԃ・Լ水・
電ݯέーブϧ埋設ᐩ・埋設ߔ

理学系研究科附ଐ২物Ԃ本Ԃ・چ小石養生所
Ҫ戸ࡤ改修
学生໋科学研究科小石樹Ԃ・ສ年塀改修
国ࢦఆ໊উ及び࢙跡
小石২物Ԃ（ޚༀԂ跡及び養生所跡）第1地点　

国ࢦఆ໊উ及び࢙跡
小石২物Ԃ（ޚༀԂ跡及び養生所跡）第3地点　

国ࢦఆ໊উ及び࢙跡
小石২物Ԃ（ޚༀԂ跡及び養生所跡）第3地点

試掘
事前
事前

事前

試掘

事前

立会

立会

事前

試掘

確認

1991.7.24ʙ25
1992.5.25ʙ6.6
2000.11.27ʙ12.4

2002.9.24ʙ10.7

2007.9.3ʙ4

2010.9.6ʙ15

2011.1.17

2011.4.1

2016.9.24ʙ2018.1.31

2018.1.22ʙ2.2

2019.5.21ʙ11.29

5
200
70

91

43

102

－

30

2715

111

526

౻
成
成・

成

成

成

成

成
成・߳ औ・
小・ฏ石

成・߳ औ・
小

成・小

ೄ文
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

遺構・遺物なし
文京区ࢧԉ事業
ೄ文・ۙ 世・ۙ ・ݱ

文京区ࢧԉ事業
ۙ世・ۙ ・ݱ

文京区ࢧԉ事業
ೄ文・ۙ 世・ۙ ・ݱ
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2003
2008

－
－
－
－
－
－
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－
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生࢈技術研究所ߍ舎
ઌ科学技術研究ηンターߍ舎4号館
生࢈技術研究所ߍ舎
設備ηンター
国ࡍŋ࢈学共同研究ηンター
生࢈技術研究所事図書棟ఆ施設
駒場ΦープンϥϘϥトリー
૯合研究実ݧ棟
保育施設

試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
立会

1996.5.14
1996.5.15ʙ17
1996.10.24ʙ25
1998.4.27
1998.8.5
1998.12.13ʙ15
2002.12.5
2003.8.6
2008.7.9ʙ14

25
92
20
13
90
50
55
34
－

౻
౻
౻
౻
ݪ
大成
成

大成

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
ೄ文
遺構・遺物なし
ೄ文土器（Ѩۄ）
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
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東京大学構内遺跡の調査
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第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要

第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要（事前 ŋ 試掘 ŋ 立会）

2019 年度は、本郷構内、駒場Ⅰ地区、そのଞの構内

において、ҎԼの通りの調査を実施し、室員 6 ໊で各調

査にର応した。

本郷構内では試掘調査 2 ݅・立会調査 12 ݅を、駒場

Ⅰ地区では立会調査 4 ݅を、そのଞの構内では立会調査

2 ݅・確認調査 1 ݅を実施した。

本郷構内

ʪ試掘調査ʫ2 ݅

2019 年 7 月 8 日ʙ 8 月 2 日　本郷 276 基幹・環境整備（言

問通り横断管路）Ⅱ期（୲当ɿݪ）

2019 年 12 月 18、19 日、2020 年 2 月 25 日　本郷 286 

学部 1 号館耐震改修工事に伴うԾ設ݐ物（୲当ɿ大成）

ʪ立会調査ʫ12 ݅

2019 年 4 月 24 日　本郷 275 ٿ場ਖ਼面ೖޱ前Ϛンϗー

ϧਹԼ͛（୲当ɿ߳औ）

2019 年 8 月 2 日　本郷 278 学生໋科学研究科図書館

ଞブロック塀改修（୲当ɿݪ）

2019 年 8 月 3 日　本郷 279 第 2 本部棟系౷ഉ水管改修（୲

当ɿ堀内）

2019 年 8 月 23、24、26 日　本郷 280 Ծ設プϨϋブऔઆ（୲

当ɿ߳औ）

2019年10月8日　本郷281工学部列品館耐震改修（୲当ɿ

大成）

2019 年 10 月 18 日　本郷 282 ҆田ߨಊサΠン設ஔ（୲当ɿ

堀内）

2019 年 12 月 9 日　本郷 283 給水管改修（୲当ɿݪ）

2019 年 12 月 5 日、2020 年 3 月 2、16 日　本郷 284 ҩ学

部 5 号館改修（その 1・2）（୲当ɿ堀内）

2019 年 12 月 10 日　本郷 285 ҩ学部 2 号館本館耐震改

修（୲当ɿ）

2020 年 1 月 22、29 日　本郷 287 ҩ学部 3 号館南側ߴ

ѹέーブϧෑ設（୲当ɿ大成）

2020 年 3 月 26 日　本郷 295 ࣣಙಊ東側樹樹ճ෮作

業（୲当ɿ大成）

2020 年 3 月 30 日　本郷 296 ઙ地区چ宿舎付ۙं止め

設ஔ（୲当ɿ成）

駒場Ⅰ地区

ʪ立会調査ʫ4 ݅

2019 年 12 月 6、12、13、18 日　駒Ⅰ 49 東京電ྗέー

ブϧ等ఫڈ（୲当ɿ堀内）

2020 年 2 月 27 日　駒Ⅰ 50 駒場ମ育館Ӎ水ਁಁ（୲当ɿ

堀内）

2020 年 3 月 2、4、13 日　駒Ⅰ 51 駒場ମ育館पล（୲当ɿ

堀内）

2020 年 1 月 31 日、2 月 6、17、27 日　駒Ⅰ 52 駒場Ⅰブ

ロック塀ରࡦ（୲当ɿ堀内）

そのଞの構内

ʪ立会調査ʫ2 ݅

2019 年 4 月 3、4、25 日、5 月 16 日　ଞ目ന国ࡍ宿舎・

外構整備その 2（୲当ɿ大成）

2020 年 2 月 3 日　ଞനۚғো改修（୲当ɿ߳औ）

ʪ確認調査ʫ1 ݅

2019 年 5 月 21 日ʙ 11 月 29 日　നࢁ 11 跡小石২࢙

物Ԃ（ޚༀԂ跡及び養生所跡）第 3 地点（文京区ࢧԉ事

業、୲当ɿ成・小）
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第 1 節　本郷構内の事前調査

1．本郷 235　看護職員等宿舎 5 号棟南側擁壁改修
ॴࡏ　　東京都文京区本郷 7-3-1（文京区ᶺ 47 本郷遺跡܈内）

ௐࠪ2017　ؒظ 年 8 月 4 ʙ 20 日

ௐࠪ໘ੵ　53 ᶷ

ௐࠪ୲　ݪ　༞一

�� ௐࠪͷܦҢͱܦա
　東京大学は看護職員等宿舎 5 号棟南側擁壁の改修工事

を༧ఆしていた。2013 年 9 月 2、3 日に行った看護職員

等宿舎 5 号棟擁壁の試掘調査（本郷 144）でۙ世・ۙ

整地を確認し͜とから、事前調査を行う͜とになった

（1 図）。なお本報告は年報 12 掲載༧ఆであったが、諸

事により本年報で行うものである。

�� ௐࠪͷ֓ཁ
　当ॳはچ擁壁をఫڈし側の֑部分の調査を行う༧ఆ

ͩったが擁壁のఫڈは行わないでچ擁壁の外側に৽擁壁

をஔする工法มߋされた。調査区はچ擁壁のஈࠩに

合わͤから 1 区から 8 区とした（2 図）。調査区はࡉ

ۙ͘Ҏ߱の盛土を確認した。҆શ面と擁壁工事の掘

ਂ度Ҏ上は施工後の҆શ面から掘できないため、2 区と

6 区 2 Օ所でਂ掘を行い関東ローϜの確認を行った（9、

20 図）。しかし、掘は関東ローϜまでୡしなかったた

め、ϐンϙーϧを用いて関東ローϜの確認を行った。

　出土遺物はۙҎ߱の盛土から出土したため江戸࣌

とۙҎ߱の遺物がࠞࡏしていた。遺物は͜の部分の

成年をݕ౼するためにऔり上͛た。動物遺ମの同ఆ

はѨ部ৗ樹ࢯ（ᅳላӃ大学学術資料ηンター研究員）に

ґཔした。

�� ·ͱΊ
　調査区の 1 区から 7 区までۙҎ߱の盛土が行われて

いた。ݕ出遺構はۙの 4,1（土　ごΈ݀）、࣌ෆ

໌の 4,2（土）の 2 基。遺物は収ೲശで 5 ശ出土した。

年は江戸࣌とۙで 4,1 と盛土からの出土である。

　調査は҆શ面、工事の੍からશҬを関東ローϜま

で調査する͜とができなかったが、2 区と 6 区でਂ掘を

行った。́ ΅同͡ඪߴで関東ローϜを確認した。ࡏݱ、

͜の部分に盛土が施されࡔになっているが、6 区では関

東ローϜがஈりされている͜とを確認した。ࢁ藩

の絵図では͜の֑Լにݐがଘࡏする。ࠓ後、͜のஈࠩ

とݐ物ஔのݕ౼をお͜ないたい。
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第 2 節　本郷構内の試掘調査

1．本郷 276　基幹・環境整備（言問通り横断管路）Ⅱ期
ॴ ࡏ 　東京都文京区弥生 1-1-1（文京区 /P.47・本郷遺跡܈）、弥生 2-11-16（文京区 /P.28・弥生ொ遺跡܈）　

ௐࠪ2019　ؒظ 年 7 月 11 日ʙ 8 月 6 日

ௐࠪ໘ੵ　111.9 ᶷ

ௐࠪ୲　ݪ　༞一

�� ௐࠪͷܦҢ
　東京大学は弥生地区からઙ地区Ԇびる言問通り横

断管路をܭըしている。༧ఆ地のઙ地区、弥生地区は

पの遺跡であり、पลでは国ࢦఆ遺跡の弥生二ஸ目遺

跡が、またपล調査でも弥生࣌の方形पุߔ、水戸藩

駒ࠐ邸の遺構、໌治࣌の射的場に関する遺構をݕ出し

ており、本地点においても各࣌の遺構のݕ出が༧さ

れ、調査を行う͜とになった（1 図）。なおط設管の

確認も目的の 1 つであっため、施設部とٞڠし、ط調査

地点にもトϨンチを設ఆした。

�� ௐࠪ݁Ռ
　トϨンチは 2 図にࣔしたҐஔにશ部で 25 Օ所設ఆし

たが、トϨンチ 1、3、6、7、8、17、19 ʙ 21、25 にお

いてはط設管などがଟ確認され、遺構はݕ出されな

かった。なおトϨンチ 7 ʙ 12 は 2009 年に調査をした分

生研・学部૯合研究棟地点（ݱ・生໋科学研究科૯

合研究棟 #、2 図トーン 94）の外構調査区の一部あるい

は分΄どとॏෳ、19 ʙ 21 は 1999 年に調査した工学

部෩環境γϛϡϨーγϣン෩ಎ実ݧ室地点（2 図トーン

53）と΄΅ॏෳ、トϨンチ 24、25 は 1995 年に調査した

工学部෩工学実ݧ室ࢧোέーブϧ地点（2 図トーン 30）

と調査区一部がॏෳしており、発掘調査がྃしている。

͜れらҎ外のトϨンチではपล地点と同͘͡各࣌の遺

構、遺物がݕ出された͜とから、ҎԼにその概要をड़

る。

　ੜ࣌ͷҨߏ　トϨンチ 23、24 で方形पุߔのप

の一部とਪఆされる遺構が確認された。トϨンチߔ 23

では東付ۙにおいて、地表面Լ 40DN で、 60DN

ްのपߔ෴土が断面調査で確認された。෴土上から

は土器ยが出土している。トϨンチ 24 では地表面Լ

30DN で東方にԆびる部分と、一部がۂし、南

方にԆびるような部分がݕ出された（5、12、13 図）。

断面では 20DN ް遺ଘしているঢ়گが確認された。෴

土からは遺物は確認されなかった。

トϨンチ　ߏͷҨ࣌ށߐ　 2、5、9 では地Լ室とਪఆ

される遺構が、また 4、5 では地表面Լ 100DN 付ۙでߗ
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第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要

化面が 1 ຕ確認された。トϨンチ 2 では地表面Լ 20

ʙ 30DN で地ࢁがݕ出されるが、地Լ室とਪఆされる遺

構は地表面Լ 100DN 付ۙで埋設管෴土のԼからݕ出さ

れた。トϨンチ 4 のߗ化面は側の֧ཚ部分を除͘શମ

でฏ面的にݕ出、10DN ްで遺ଘしているঢ়گが確認さ

れた（3、6、7 図）。なお͜のߗ化面Լでは地ࢁが確

認できる。トϨンチ 5 では地表面Լ 120DN で 5DN ް

΄どのߗ化面をݕ出、トϨンチ 4 と同͘͡ߗ化面Լで

は地ࢁが確認できる。地Լ室のりࠐΈ面はෆ໌であ

る。トϨンチ 9 では地表面Լ 70DN で࣌期ෆ໌の盛土

を 40DN ʙ 70DN ް確認、そのԼで地ࢁがݕ出され、

地Լ室とਪఆされる遺構は地ࢁで確認された。

トϨンチ　ߏͷҨ࣏࣌໌　 10 ʙ 16、18 ではಓ路ঢ়の

化面を、トϨンチߗ 13、18 ではݐ物基ૅをݕ出した（4、

8 ʙ 11 図）。ಓ路ঢ়ߗ化面は東側のトϨンチ΄ど地表面

からい場所でݕ出され、概Ͷ地表面Լ 40 ʙ 50DN 前

後で関東ローϜをฏし、その上面に࠭をࢃいたঢ়ଶ

で確認される。ݐ物基ૅはトϨンチ 13 では地表面Լ

40DN でトϨンチ内に - 出され、トϨンチݕঢ়にࣈ 18

では地表面Լ 60DN でトϨンチ東断面にݕ出され

た。

�� ·ͱΊ
　25 Օ所の試掘調査で遺ଘしていた地ࢁ（関東ローϜ

）のਂ度をΈると、言問通り側の弥生地区では（ト

Ϩンチ 3 では地表面Լ 40DN で確認）から東（トϨン

チ 16 では地表面Լ 90DN で確認）ࣼしているঢ়

が確認され、言問通り南側のઙ地区ではトϨンチگ

23、24 で地表面Լ 40DN ʙ 50DN で確認できる。

　本郷 61 田ઌϏϧ地点本郷 94 分生研・学部

૯合研究棟地点などのपล地点の調査成果とࠓճの調査

でݕ出された遺構ߗ化面を照合すると、次のようにਪ

ଌされる。すなわちトϨンチ 4、5 でݕ出した江戸࣌

のߗ化面は江戸࣌の水戸藩邸をඳいた『ྏከ生ொᢜ

水戸邸絵図面』にある「大໊小路通り」南側の区ըのݐ

物付ۙに、トϨンチ 10 ʙ 16 、18 でݕ出されたಓ路ঢ়

ࢹܯ）ہࢹܯの࣌などから໌治گ出ঢ়ݕ、化面はߗ

ி）南の射的場をฏ、埋立をするࡍに利用された通

路に、トϨンチ 13、18 でݕ出されたݐ物基ૅはઍ༿県

市の堀田ਖ਼ྙՈの邸に伴う基ૅに֘当するՄ性ࠤ

がߴい。

༧ఆ面ੵのճの試掘調査は掘ࠓ　 10ˋऑであるが上

記のような調査成果がಘられており、本調査の実施と͜

れまでのपล調査成果と合わͤる͜とで、東大構内ઙ、

弥生地区にお͚る弥生࣌から໌治࣌にか͚てߋなる

。が期されるݩの෮؍ܠ的࢙ྺ

（༞一、大成Մ೫ݪ） 

�������N
/ 4

�

�

ະ۷

ϩʔϜ
ʢࢁʣ

Խ໘ߗ

ؾి

ίϯΫϦʔτ

�

ؾి

コ
ン
ク
リ
ー
ト

�ਤ�τϨϯν̐

 ࡅഁ　1
2　໌ԫ色土（ローϜओମ、೪性あり、しまりڧ）
3　փԫ色土（೪性あり、しまりڧۃ） 

� �N	4�����


Խ໘ߗ

年報13_06മ256ӐҔ・ҤՉࣸయĦ言ඔઌȗχҩħᱍӜ.indd   23 2021/02/06   20:35



24

年　報　編

�ਤ　τϨϯν��ɾ��ɾ��ɾ��

� �N	4�����


�������N
8 &

�

�

Ψε

� �

�

�

ΞεϑΝϧτ
ʢίϯΫϦʣ

ಓ࿏ঢ়ߗԽ໘

τϨϯν��
　 　 ࡅഁ　1
2　黒色土（ϨンΨؚ、೪性あり、しまりڧ） 
3　黒色土（೪性あり、しまりߔ、ڧঢ়遺構）
4　໌ԫ色土（ローϜओମ、黒色土ブロックগؚ、 ೪性あり、しまりڧ）
（ڧ化物・ম土ؚ、೪性あり、しまり） 色土҉　5

ҎԼɺࢁ

τϨϯν�� τϨϯν��

τϨϯν��

τϨϯν��

ԘϏʢ̎ஈʣ

మ

ԘϏ

ԘϏʢ̎ஈʣ

ԘϏ

ʢະ۷ʣ

ʢະ۷ʣ

ಓ࿏໘

ಓ࿏໘

ಓ࿏໘

ঢ়ͷߔ

Ψε

Ψε


ʢະ۷ʣ

ੴૅجࡐ

మ
ίϯΫϦʔτ

ࢁ
ʢαϒτϨϯνʣ

ʢະ۷ʣ

ಓ࿏໘

τϨϯν��

ಓ࿏ঢ়ߗԽ໘

年報13_06മ256ӐҔ・ҤՉࣸయĦ言ඔઌȗχҩħᱍӜ.indd   24 2021/02/06   20:35



25

第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要

�ਤ
　τ
Ϩ
ϯ
ν
��
ɾ
��

�
�N

	4
��
��
�


τ
Ϩ
ϯ
ν
��

τ
Ϩ
ϯ
ν
��

ڞ
ಉ
ߔ

ڞ
ಉ
ߔ

ڞ
ಉ
ߔ

ˢ
ҹ

ڞ
ಉ
ߔ
ൣ
ғ

ຒ
ઃ


֧
ཚ

֧
ཚ

֧
ཚ

֧
ཚ

��
���
��N
4

/

�
�

��

ຒ
ઃ


Ξ
ε
ϑ
Ν
ϧτ

�

�
�

�

�
�

��
��

��
��

��
�

τ
Ϩ
ϯ
ν
��

1　
 ࠭

利
（

ط
設

管
埋

土
）

2　
 黒

色
土

（
ط

設
管

埋
土

）
3　

 ࠭
・

࠭
利

 （
ط

設
管

埋
土

）
4　

 ԫ


色
土

 （
ط

設
管

埋
土

）
5　

 ഁ
ࡅ

ί
ン

ク
リ

ー
ト

、
࠭

利
 

6　
 ໌

ԫ


色
土

（
ط

設
管

埋
土

）
7　

 黒
色

土
（

黒
色

土
ૈ

ཻ
ଟ

、
ロ

ー
Ϝ

ૈ
ཻ




ଟ
、


化

物
গ

ؚ
）

8　
 ࠭

利
9　

 ԫ


色
土

（
ロ

ー
Ϝ

ओ
ମ

）
 

 
10

　
黒

色
土

（
೪

性
あ

り
、

し
ま

り
ڧ

）
 

11
　

փ


色
土

（
黒

色
土

ଟ
、

ロ
ー

Ϝ
ૈ

ཻ
গ

ؚ
、

೪
性

あ
り

、
し

ま
り

ڧ
、

 प
ߔ

෴
土

ʁ
）

12
　

黒
色

土
（

೪
性

あ
り

、
し

ま
り

ڧ
、

प
ߔ

෴
土

ʁ
）

प
ߔ
ʁ

年報13_06മ256ӐҔ・ҤՉࣸయĦ言ඔઌȗχҩħᱍӜ.indd   25 2021/02/06   20:35



26

年　報　編

�ਤ　τϨϯν�શܠʢ Β͔ʣ

��ਤ　τϨϯν��ଯੵঢ়گ

�ਤ　τϨϯν��શܠʢ Β͔ʣ

��ਤ　τϨϯν��શܠʢ Β͔ʣ

�ਤ　τϨϯν�ଯੵঢ়گ

��ਤ　τϨϯν��શܠʢ Β͔ʣ

�ਤ　τϨϯν��શܠʢ Β͔ʣ

��ਤ　τϨϯν��Ҩߏۙଯੵঢ়گ

年報13_06മ256ӐҔ・ҤՉࣸయĦ言ඔઌȗχҩħᱍӜ.indd   26 2021/02/06   20:35



27

第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要

第 3 節　本郷構内の立会調査

1．本郷 281　工学部列品館耐震改修
ॴ ࡏ 　東京都文京区本郷 7-3-1（文京区 /P.47 本郷遺跡܈内）

ௐࠪ2019　ؒظ 年 10 月 8 日

ௐࠪ໘ੵ　30.5 ᶷ

ௐࠪ୲　大成　Մ೫

ௐࠪܦҢͱ݁Ռ
　東京大学は工学部列品館耐震改修に伴い、耐震ิڧ（壁

の増ଧち）工事をܭըした。当֘地は文京区のपの

遺跡（/P.47 本郷遺跡܈）としてొ録されており、設

ஔにあたっては埋蔵文化財のঢ়گを確認するඞ要があっ

た。東京大学施設部から照会をड͚た埋蔵文化財調査室

では、上記日ఔで立会調査を実施した。

　立会調査は、2 図のֻൣғでࣔしたิڧ壁増ଧちՕ

所（ิڧ壁 1 ʙ 7）を෯ 1N ΄どのߔঢ়に掘した部分

で実施した。掘は列品館の 1 ֊চ（1F-）から実施、

掘ਂ度はิڧ壁 5、6 が 1F- － 120 ʙ 130DN（(- －

40 ʙ 50DN）、ิ 壁ڧ 1 ʙ 4、7 が 1F- － 140 ʙ 150DN（(-

－ 60 ʙ 70DN）である。

　その݁果、ิڧ壁 5、6 では掘Օ所の࢛प壁面、

ఈまでίンクリート土間ϨンΨなどをؚΉۙҎ߱の

埋土が確認された。それҎ外の掘Օ所では、࢛प壁面

はิڧ壁 5、6 と同ۙ͘͡Ҏ߱の埋土が確認されたが、

ย、࣫۬などをؚΉ江נ、の陶磁器ྨ࣌ఈでは江戸

戸࣌整地が確認された。ಛに整地の遺ଘঢ়گが良

壁1ʙ3では、ϑーチンά間のίンクリーڧであったิ

トྊԼに江戸࣌の整地が確認できるঢ়گであっ

た。

࣌物基ૅのԼにも江戸ݐଘطճの立会調査によりࠓ　

整地が遺ଘするঢ়گが確認された͜とから、本地点

において৽ங工事地൫掘などを伴う大規な増改ங

工事などが実施されるࡍには、本調査がඞ要であろう。
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2．本郷 283　弥生地区給水管改修
ॴࡏ　文京区弥生 1-1-1　（文京区 /P.47 本郷遺跡܈、文京区 /P.28 弥生ொ遺跡܈）

ௐࠪ2019　ؒظ 年 12 月 9 日ʙ 2020 年 3 月 18 日

ௐࠪ໘ੵ　352.1 ᶷ

ௐࠪ୲　ݪ　༞一・߳औ　༞一

�� ௐࠪͷܦҢͱܦա
　東京大学施設部は弥生地区に給水管の改修工事を༧ఆ

している。工事地点は文京区 /P.47 本郷遺跡܈および

文京区 /P.28 弥生ொ遺跡܈として、पの遺跡にొ録

されている。͜の͜とから埋蔵文化財の遺ଘঢ়گを確認

するඞ要があった。

　立会調査は、2019 年 12 月 9 日ʙ 2020 年 3 月 18 日ま

でܧଓして行い、調査面ੵは 352.1 ᶷである。調査は埋

蔵文化財調査室が行ない、ݪ༞一・߳ औ༞一が୲当した。

�� ௐࠪͷ֓ཁ
　掘ൣғは弥生地区の広ൣғにおよび、工事༧ఆでは

શ 650N を͑、面ੵは 450.13 ᶷが༧ఆされていたが、

一部の管路の工事が中止となり、合ܭ面ੵは 352.1N と

なった（1 図）。掘はॏ機を使用し、給水管埋設෯（管

路）、およびหᐩ・ྔ水器ᐩ設ஔՕ所の掘と、ࠓճ設

ஔする給水管とط設の給水管・共同ߔ内の給水管との࿈

݁を行うためのऔり出しޱՕ所である。

　ҎԼ各調査区のઆ໌を行う。

"۠

　" 区は給水設備から東側のϑーυサΠΤンス棟・

学部 7 号館 # 棟ܨがるࠓճओとなる一ଓきの給水管

路である（1 図）。掘෯は概Ͷ 0.5N であるが、一部ط

設管などのো物の確認、ճආのために֦෯している。

またหᐩ設ஔՕ所、ط設給水管とのଓՕ所なども広͘

なっている。掘ਂ度は (- － 0.8N であるが一部 6 ࣈ

Լなどでߔ (- － 1.4N まで掘を行った。ఈ付ۙで

は一部でローϜが確認できたが、ଯੵ土のଟ͘はݱ

の盛土であった。

　ϑーυサΠΤンス棟側から学部 7 号館 " 棟側

ではローϜがҐから遺ଘしている部分が所々あ

り、ᶃ地点では東壁で、҉色土でগྔのローϜૈཻ・

ম土ཻ、ඍྔの化物をؚΉۙ世とࢥわれる遺構がݕ出

されている（2、3 図）。規は南 0.3N である。ᶄ

地点ではগな͘とも 2 基の遺構がりあいを有し、南

6N の規でݕ出されている（2、4、5 図）。南側の遺構

の規は南 3.9N Ҏ上で、南はݕ出できていないが

෴土のࣼから大形の遺構であるՄ性がߴい。෴土は

ম土ཻ・ブロックをଟྔにؚΜでおり、出土した陶磁器

からݩ 16（1703）年のՐࡂに伴うഇغとࢥわれる（6

図）。

#۠

　学部 5 号館から共同ߔの合部分である。掘規

は東࠷大 4.6N、南࠷大 1.4N である。掘ਂ度は

共同ߔऔり出し部分がਂ࠷部 (- － 1.5N で、東側の管

路部分は (- － 0.5 ʙ 1N である。一部ローϜが遺ଘ

していたが、ଯੵ土の΄とΜどはݱの盛土であった。

$۠

　学生໋科学図書館と共同ߔとの合部分である（1

図）。掘規は東 3.2N、南࠷大 1.4N で、掘ਂ

度は管路部分が (- － 0.9N で、側の共同ߔऔり出し

部で (- － 1.2N、東側学生໋科学図書館との合部

分で (- － 1.4N である。中ԝに電ؾ埋設έーブϧがଟ

ݕ出された。͜の電ؾ埋設έーブϧと共同ߔ掘方の

間に෯ 20DN でローϜが遺ଘしていた。確認Ϩϕϧは

(- － 0.35N である。ローϜは色調から上Լ 2 に分

かれ、上部は҉めの色調で立ローϜᶛのՄ性

が考͑られる。

%۠

　Πンςリジェント・Ϟデリンά・ϥϘϥトリー東側の

給水施設と共同ߔとの合部である（1 図）。掘規

は東࠷大 5.4N、南 4.9N の - 形で、管路෯はࣈ 0.5

ʙ 0.85N である。掘ਂ度は管路が (- － 0.5 ʙ 0.7N で、

共同ߔऔり出し部分では 1.6N である。ط設の管もଟ

͘、ଯੵ土はすてݱの盛土であった。

&۠

　૯合研究棟から共同ߔの合部分である（1 図）。

掘規は東࠷大 3.1N、南࠷大 3.4N で֊ஈঢ়をఄ

する。管路෯は 0.5 ʙ 0.8N で掘ਂ度は (- － 0.7N ʙ

1N である。共同ߔऔり出し部の掘ਂ度は (- － 1.8N

である。΄とΜどの部分が埋設管・共同ߔに֧ཚされて

いるが、わͣかにローϜが遺ଘしていた。確認Ϩϕϧ

は (- － 0.4N である。

' ۠

　共同ߔから学部Ӵ所の管路である（1 図）。管

路෯は 0.5N で、掘ਂ度は (- － 0.2N ʙ 0.7N である。
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共同ߔऔり出し部の掘ਂ度は 1N である。ଯੵ土はす

てݱの盛土であった。

(۠

　消ՐખのҠ設に伴う共同ߔとのଓ部の掘である（1

図）。管路部分の掘ਂ度は (- － 0.8 ʙ 0.9N で、共同

からのऔり出し部分のਂ度はߔ (- － 1.8N である。ଯ

ੵ土はすてݱの盛土であるが、東側の২͑ࠐΈ部分

は২土であった。

)۠

　給水設備から南側の管路と共同ߔのऔり出し部分

である（1 図）。管路෯は 0.8N で掘ਂ度は (- － 0.9

ʙ 1N である。一部で߅ఈからް࠷ 0.3N でローϜが

遺ଘしているҎ外はݱの盛土であった。南の共同ߔ

औり出し部の掘ਂ度は (- － 2N で、ଯੵ土は࠭ࢁと

。の盛土であったݱ

* ۠

　地震研究所 1 号館東側からٿ場ߋҥ室とܨがる

管路で、گݱ地形は東側Լっている（1図）。管路෯は0.5

ʙ 0.6N で掘ਂ度は (- － 0.3 ʙ 0.6N である。ଯੵ土

はすてݱの盛土であった。

+ ۠

　ւ༸ݿから地震研究所 1 号館のを通り、I 区と

૯߹ڀݚ౩
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ಓにҐஔしࡔ地形はから東Լるگݱ、がる管路でܨ

ている（1 図）。掘෯は 0.3N ʙ 0.8N で掘ਂ度は (-

－ 0.4 ʙ 0.6N である。ւ༸ݿ側のหᐩ設ஔՕ所の

掘ਂ度は (- － 1N で南側にম土ཻ・ローϜཻ・化

物・小ԁをඍྔؚΉ黒色土がް 20 ʙ 30DN 出ݕ

されている。ۙ世にଐするแؚとࢥわれる。またւ༸

ݿ東にϨンΨ基ૅが (- － 0.4N でݕ出されている。

ϨンΨ基ૅにはమےが使用されていた。　

�� ·ͱΊ
ਂで掘ڱ、ճの調査はଟ͘の地点が管路のためࠓ　

度も 0.8N ະຬとઙ͘、立会調査ではݶられた݁果しか

ಘる͜とはできなかった。管路はಓ路にҐஔし、ط設の

管がଟ͘、֧ཚされており、ଯੵ土が΄とΜどݱの

盛土であった中で、" 区ᶄ地点でۙ世期にؼଐすると

。出された͜とはಛචできるかݕわれる大形の遺構がࢥ
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第 4 節　駒場構内の立会調査

1．駒Ⅰ 52　駒場Ⅰ地区ブロック塀改修
ॴ ࡏ 　東京都目黒区駒場 3-8-1 東京大学駒場構内　目黒区埋蔵文化財แ蔵地番号 1　東京大学駒場構内遺跡ൣғ内

ௐࠪ2020　ؒظ 年 1 月 31 日、2 月 6、17、27 日

ௐࠪ໘ੵ　86 ᶷ

ௐࠪ୲　堀内　秀樹

�� ௐࠪͷܦҢͱܦա
　東京大学は、目黒区駒場 3 ஸ目に所ࡏする駒場Ⅰ地区

および側ғো（ブロック塀）の改ஙをܭըしてい

る。埋設༧ఆ地点はキャンパスશҬが、目黒区埋蔵文化

財แ蔵地番号 1「東京大学駒場構内遺跡」としてपの

遺跡としてొ録されており、工事を行うにあたって埋蔵

文化財のର応がඞ要であった。工事の༷から工事࣌の

立会調査でର応する͜とを目黒区教育委員会と調整を

行った。

　立会調査は、৽規のғো設ஔによって掘されるൣғ

にରして、埋蔵文化財調査室により 2020 年 1 月 31 日、

2 月 6、17、27 日に合ܭ 86 ᶷ行った。調査は、同室員

堀内秀樹が୲当した。

�� ௐࠪͷ֓ཁ
　調査は、工事で掘が生͡る 6 ブロック（1 図、1 ʙ

6 区と໋໊）について、ॏ機または人ྗによる掘後に

埋蔵文化財の確認を行った。

ʢ�ʣ�۠

　1 区は、మ൶྆側のブロック塀のりସ͑に伴う

もので、2 図のように方形のப部分（一ล 1.1N、ਂ

さ 0.7N）2 Օ所とそれにଓする方形の壁部分（

さ 1N、෯ 0.5N、ਂさ 0.5N）をରとした。

　調査の݁果、ݱ表Լ 15DN まではݱの盛土（色

土）、ҎԼに関東ローϜが確認された。ローϜは、

ಛから上が蔵ඪ४Ґᶙ（ްさ 25DN）、Լ

がᶚ（ްさ 30DN）に֘当するとਪఆされた。ۙ世

Ҏ前にる遺構遺物は出土しなかった。

ʢ�ʣ�۠

　2 区は、駒場Ⅰ地区東ԑを८るғোのりସ͑に伴

うもので、公ಓとする側ઢ部はよりにさ

84.4N に 48 Օ所（4-1 図、5 図ӈ）、それҎのຽ地と

する側ۂઢ部はさ 78.5N に 44 Օ所（4-2 図、5 図

を行った。トにブロック基ૅを埋設するための掘（ࠨ

Ϩンチは、公ಓ境が 1 Օ所あたり一ล 0.5N の方形、ਂ

さ 0.45N、ຽ地境は一ล 0.8N の方形、ਂ さ 0.85N である。

ຽ地境ۂઢ部には、ࡢ年から工事を行っている৽ମ育館

に発生した土がްさ࣌設ݐ 30 ʙ 50DN ΄どஔかれてい

た（6 図ӈ上）。

　調査では、92 Օ所のトϨンチに（4-2 図Լ方）か

ら番号をうち、ࣝผを行った。調査したトϨンチશてか

らۙ世にる遺構、遺物は確認されなかった。土もશ

てۙҎ߱の盛土で構成されていた（6 図、7 図）。ຽ地

境では、৽ମ育館の盛土Լには、ۙに盛土とਪఆさ

れる҉色土が広Ҭに確認された（6 図ӈԼ）。

ʢ�ʣ�۠

　3 区は、駒場Ⅰ地区東側のғোりସ͑に伴うも

ので、さ 42.6N に 24 Օ所（8 図）のブロック基ૅを

埋設するための掘を行った。24 Օ所のトϨンチは

から番号を付与した。各トϨンチは一ล 0.8N の方形、

ਂさ 0.5N である。調査では、から南にંれる

トϨンチ 19 までは、΄΅ۙҎ߱の盛土とࢥわれる黒

色土で構成されるが、トϨンチ 20 Ҏ߱では、それよ

り৽しいίンクリート、Ψϥスなどがࠞ͡る҉色土で

構成されていた。

　調査したトϨンチશてからۙ世Ҏ前にる遺構、遺物

は確認されなかった。

ʢ�ʣ�۠

　4 区は、駒場Ⅰ地区側、第 1 άϥンυ側ғোの

りସ͑に伴うもので、さ 26.7N に 15 Օ所（12 図）

のブロック基ૅを埋設するための掘を行った。15 Օ

所のトϨンチは南から番号をଧちࣝผを行った。各トϨ

ンチは一ล 0.4N の方形、ਂさ 0.5N である。調査では、

શてのトϨンチで、ۙҎ߱の盛土とࢥわれるしまりの

ない色土（Ψϥスย、スϨートยなどがࠞೖ）で構

成されていた。

　調査したトϨンチશてからۙ世Ҏ前にる遺構、遺物

は確認されなかった。
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ʢ�ʣ�۠

　5 区は、駒場Ⅰ地区東側、ཪから東ଓ͘ғোの

りସ͑に伴うもので、さ 78.2N に 40 Օ所（15 図）

のブロック基ૅを埋設するための掘を行った。40 Օ

所のトϨンチは南から番号をଧちࣝผを行った。各トϨ

ンチは一ล 0.4N の方形、ਂさ 0.5N である。

　トϨンチ 1 ʙ 15 はίンクリート塀基ૅの埋土（16 図）、

トϨンチ19ʙ22はऔりյしたブロック塀上部の埋土で、

そのଞのトϨンチは地中掘であった。たͩし、トϨン

チ 29 ʙ 31 はطଘのブロック塀のίンクリート基ૅがト

Ϩンチ内に大き͘ுり出していた。

　調査の݁果、5 区のશてのトϨンチの埋土は、ۙҎ

߱の土で構成されていた。トϨンチ 25 の側では、し

まりがないϨンΨࠞ͡りの色土（17 図）が、東側で

はしまりのऑいΨϥス、ϨンΨࠞ͡りの色土が確認

された。ಛにトϨンチ 32 ʙ 38 付ۙでは、෴土中ʙϨン

Ψยがଟ͘確認された（18 図）。

　調査したトϨンチશてからۙ世にる遺構、遺物は確

認されなかった。

ʢ�ʣ�۠

　6 区は、駒場Ⅰ地区東側、ςχスίート東側のຽ地

境ғোのりସ͑に伴うもので、さ 36.7N に 20 Օ所

（20 図）のブロック基ૅを埋設するための掘を行った。

20 Օ所のトϨンチはから番号をଧちࣝผを行った。

各トϨンチは一ล 0.4N、ਂさ 0.5 ʙ 0.9N である。

　6 区は、本調査で།一ࣗવଯੵが確認された。関東

ローϜが中ԝ付ۙのトϨンチから確認されたが、トϨン

チ 15 Ҏ南とトϨンチ 1（21 図）では確認されなかった。

　トϨンチ 13 では、遺構確認を行ったᶙ上面から性

格ෆ໌のམちࠐΈが確認された。མちࠐΈは、トϨンチ

東部にԁからପԁঢ়に、東 35DN、南 40DN

のൣғに確認された。トϨンチ壁の土؍から෴土

は、ローϜཻをؚΉしまりのある҉色土をఄし、Ⅱ E

上部からりࠐまれていた。མちࠐΈશମのঢ়گはෆ

໌であるものの、土の色調から古の遺構のՄ性が考

͑られる。トϨンチ 13 の土は、ݱ表Լ 20DN までۙ

Ҏ߱の盛土、ҎԼに色土（年ෆ໌）が 50DN、Ⅱ

E が 20DN のްさで確認された。遺物は出土していな

い。

�� ֬ೝͷ݁Ռ
　上記のように調査の݁果、1 区ʙ 5 区はۙҎ߱に大

き͘改มされている͜とが確認でき、ۙ世Ҏ前にる遺

構、遺物は確認できなかった。一方、6 区はࣗવଯੵ

が確認され、一つのトϨンチから性格ෆ໌の古にる

とࢥわれるམちࠐΈが 1 基確認された。
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� ਤ　�۠τϨϯνʢࠨɿຽڥɺӈɿެಓڥʣ

�ਤ　�۠τϨϯν ��ʢࠨɿݕग़ঢ়گɺӈɿଯੵঢ়گʣ

�ਤ　�۠τϨϯν ��ʢࠨɿݕग़ঢ়گɺӈɿଯੵঢ়گʣ
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第Ⅱ章　調査資料の整理・研究および公開・活用

第１節　調査資料の整理

̍ɽཧ֓ۀࣄཁ

本年度は、発掘調査報告書ץ行͚てҎԼのような

整理作業を行った。

・ 本郷 19（)/）　ҩ学部附ଐපӃ看護職員等宿舎 1 号棟

地点　遺物整理、遺構図面作成、報告書ࣥߘݪච。

・ 本郷 21（MRI）　ҩ学部附ଐපӃྟচ試ݧ棟　遺構図

版作成、遺物実ଌ。

・ 本郷24（)I,/）　ҩ学部教育研究棟　研究編ࣥߘݪච、

編集、ץ行。

・ 本郷 54（)&499）　૯合研究棟（文・ܦ・教・ࣾ研）　

遺構図版作成。

・ 本郷 60（)8,6）　ҩ学部附ଐපӃ基൫整備外構施設

等　遺構図基ૅ整理。

・ 本郷 66（:(402・04）　ༀ学系૯合研究棟　遺物実ଌ、

。Өࡱ

・ 本郷 68（I/C）　Πンキϡϕーγϣン施設　遺物トϨー

ス。

・ 本郷 78（)+F06）　報学環・ϗーϧ　遺物実ଌ。

・ 本郷 93（)7IO9）　ҏ౻国ࡍ学術研究ηンター　遺物

合・分ྨ。

・ 本郷 266（),D18）　基幹環境整備（電ؾ管路）　遺物

実ଌ。

・ 駒場Ⅰ 15（,CP）　ίϛϡχέーγϣンプϥβ　ߘݪ

ࣥච、編集、ץ行。

̎ɽ֎෦ҕୗ

・ 本郷 54（)&499）　૯合研究棟（文・ܦ・教・ࣾ研）　

遺構図版作成（C&-）。

・ 本郷 78（+F,06）　報学環・ϗーϧ　陶࣫器

の保ଘॲ理（石）。

第 2 節　調査・研究成果の公開・活用

̍ɽใࠂॻɾใ

・ 東京大学埋蔵文化財調査室 2020『東京大学埋蔵文化財

調査室発掘調査報告書 14　東京大学本郷構内の遺跡ҩ

学部教育研究棟地点˻研究編˼』

・ 東京大学埋蔵文化財調査室 2019『東京大学構内遺跡調

査研究年報 12（2017・2018 年度）』

年報掲載報告書

駒場Ⅰ 15　駒場ίϛϡχέーγϣンプϥβ地点

̎ɽใ׆ಈ

ϗʔϜϖʔδ
『東京大学構内遺跡調査研究年報 11』『東京大学埋蔵文

化財調査室発掘調査報告書 14（報告編）』『東京大学構

内遺跡調査研究年報 12』ΦンϥΠン版、発掘調査報、

調査研究プロジェクト 5 告、同Ϩジϡϝなどの掲載。

̏ɽڭҭɾීٴ

・ 教養前期ల開科目　人文科学θϛφーϧ（ྺ࢙学）考

古学ೖ　「東京大学のྺ࢙遺࢈（埋蔵文化財）」に関

࿈して、2 ճのत業を室員が୲当した。

・ 東京大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト 5

『加賀藩邸出土陶磁器と科学分析』

日࣌ɿ2019 年 12 月 21 日（土）

会場ɿ本郷キャンパス　法文 1 号館 2 ֊ 215 教室

発表ɿ

二宮修治（東京学ܳ大学）

「東京大学構内遺跡出土陶磁器の分析－機器中性子放

射分析と ICP 発光分光分析を中心に－」

水本和美（東京術大学）

「饗応で創出・共有されてきた「古」と「当世」－江

戸遺跡出土の陶磁器の意匠の隆盛、材料・技術を拓い

た消費－」

৽໔ࡀ༃（東京学ܳ大学）

「色絵磁器の科学分析」
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ିग़ઌ త ିग़ɾࡌܝ༰ ିग़ɾࢿࡌܝྉ

1.色絵大ࡼย（ҏສཬ・古୩༷式）�)8�แؚ
2.色絵ُߕ文ࡼย（ҏສཬ・古୩༷式）�)8�C2
3.છ付ਧ図ࡼย（ҏສཬ）�))C�-32－1
4.色絵Ֆი文大ࡼย（ҏສཬ・柿ӈӴ༷式）�)(4�391号
5.છ付ീๅ文大ࡼย（ܠಙ༼）�)(4�แؚ
6.നᬵమ絵人物Ֆ文௷ย（磁भ༼）�)(4�แؚ、6�แؚ
7.色絵ുࣈย（ޖਢ絵）�)(4�แؚ
8.織部٭付ฏ付ย（美ೱ）�)(4�46、532号
9.織部付ย（美ೱ）�)(4�แؚ
10.છ付٭付付ย（ܠಙ༼）�)(4�แؚ
11.છ付ീ֯ත形ಙ利ย（ܠಙ༼・ਸ਼）�)(4�678号
12.છ付水֖ย（ܠಙ༼）�)(4�แؚ
13.色絵ࡼย（ܠಙ༼）�)(4�496、185号
14.ԫ地ԑു࠼ย（大໌Յ༃年）�)8�C2
15.色絵ᆵย�)8�C2、แؚ　)(4�617号
16.色絵大ࡼย（ޖਢ絵）�)(4�678号
17.黒ᬵీထൗย（ݐ༼）�)/�4,299
18.છ付小ഋ（ޒ良大ำޖਸ਼）（ܠಙ༼）�)(4�แؚ
ย�)/�4,299ڕ.19
20.੨磁ࠊއ形߳ย（ઘ༼）�)/�4,299
21.੨磁ࢰ子ඥ֖߳ย（ཾઘ༼）�)/�4,299
22.੨磁ࢉ文ළย（ཾઘ༼）�)/�4,299
23.Πζχク陶器ࡼย�)8�C2、4D422
24.Ԙᬵ水ย（υΠπ）�)/�4,299
25.デϧϑト陶器ย�)(4�แؚ　6�แؚ

国立
ຽଏത物館࢙ྺ

లࣔ ૯合లࣔ「都市の࣌」資料లࣔ

1.փ和（ޖ器ख）�)8�D面ম土
2.փ௹మ絵（京ম෩）�)8�D面ম土
3.੨പྠണࡼ（内ࢁ༼）�)8�D面ম土
4.છ付ࡼ（Ֆ文）�)8�D面ম土
5.છ付ࡼ（٠文）�)8�D面ম土
6.ྠണ8(�ࡼ�D面ম土
ౡखു�)8�D面ম土ࡾ.7
8.છ付大ࡼ（ׯ文）�)(4�618号
9.છ付大ࡼ（ւ文）�)(4�678号
10.છ付ළ（Ֆ文）�)(4�537号
11.છ付組ࡼ（Ֆ文）�)(4�537号
12.かわら͚�))C�
13.品（ંෑ）�))C�
14.品（はし）�))C�
15.ۚటかわら͚�)I,/�4,4516

లࣔ ΠンターϝデΟΞςク　CO-O//"D&3
　ৗ設ల

1.文ٱӬሞ�+F06�4,10　1点
2ʙ7.、ࡼ、小ᆀ「༿Ѯ文」�+F06�4,10

40.փᬵௗӤ水ೖ�+F06�4,10
F06�4,10+�ݛ.41

東京国立ത物館 లࣔ ฏ成館考古లࣔ室ৗ設ల

8ʙ10.、小ᆀ「ڸ文」.�+F06�4,10
11ʙ13.୩ম小ᆀ�+F06�4,1014ʙ25.છ付.�+F06�4,10
26ʙ27.છ付ࡼ�+F06�4,10
28.છ付ม形ࡼ�+F06�4,10
29.છ付࿇՚�+F06�4,10
ᬵ水�+F06�4,1031ʙ36.上絵ബखᆀ�+F06�4,10.30
37.છ付൧器�+F06�4,10
38.છ付ޚਆञಙ利�+F06�4,10
39.છ付ච立�+F06�4,10

+Pタϫー学術文化
૯合ϛϡージΞϜ

�ɽࢿྉͷఏڙɾିग़
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42.ϛχチϡΞฑ�+F06�4,10
43、44.キηϧ�+F06�4,10
45.ϛχチϡΞു�+F06�4,10
46、47ట面子�+F06�4,10
48ʙ57ޟ石ঢ়土品�+F06�4,10
58色絵ߚᆀ�+F06�4,10
59.છ付֖物�+F06�4,10
60.色絵֯形ஈॏ�+F06�4,10
61.છ付༉ᆵ�+F06�4,10
62.మ絵ᱻ水ೖ�+F06�4,10
63ʙ72.۩�+F06�4,10
F06�4,10+�ڸ..73
74ʙ78..គ�+F06�4,10
79.ۗཹ�+F06�4,10
80ʙ96.Ӭ通ๅ࢛文મ�+F06�4,10

第一合成	ג
 掲載
第一合成ェブサΠト掲載
IUUQ���EBJJDIJHPTFJ.DP.KQ

東京大学構内遺跡出土遺物ࣸਅ

広ౡ大学૯合ത物
館

掲載
『大学と埋蔵文化財』
　2019年8月31日発行

埋蔵文化財調査室հ、遺跡・遺物ࣸਅ

҆ୡ　則子
調査
研究

Ӝಓੇ研究ࡾ 理学部附ଐྟւ研究所৽研究棟（৽Ҫ城）地点出土遺物

宿ത物館ؠ
లࣔ�
掲載

ಛผల「ؠ宿遺跡と日本のۙ考古学」
　2019年10月5日ʙ11月24日
資料లࣔ、パωϧ・図録掲載

工学部田ઌ地Ϗϧ地点方形पุߔ出土ྨۄɿ1式、弥生土器ɿ1点、調査ࣸ
ਅɿ1点

χϡーサΠΤンス
ࣾ

掲載
『江戸の土器』
　2019年10月10日発行

ҩ学部附ଐපӃ外དྷྍ棟地点出土土器ɿ12点


ג	文化財保ଘܭը
会ڠ

調査
研究

小石後ָԂの調査 東京大学構内遺跡出土נ

	公財
戸市文化ৼ
財ஂڵ

లࣔ�
掲載

のมֵ－江戸中期の࢈ըల「陶器生ا
戸༼と美ೱ༼－」

　2019年11月9日ʙ12月22日
ҩ学部附ଐපӃೖӃ棟"地点D面ম土、C2出土遺物ɿ102点、ࣸਅ資料ɿ4点

小　 掲載

『江戸࣌のমԘ容器「মԘᆵ」』
　Ԙとらしを݁Ϳ運動公式サΠト

IUUQT���XXX.TIJPUPLVSBTIJ.DPN�
LPLPOUP[BJ�UPLZP

東京大学構内遺跡出土মԘᆵɿ4点

ࣛౡ　ণ
調査
研究

ࢁ城跡・城Լொ遺跡出土қ陶磁器との
ൺֱݕ౼

東京大学構内遺跡出土　Ϥーロッパ࢈磁器、江戸後期のࡵຎম

出光美術 掲載

ಙཹ大ี「日本にお͚るཾઘ༼੨磁のध要
に関するॳา的考」
『出光美術館研究紀要』25号
　2020年1月31日発行

఼Լ記೦館地点出土੨磁ɿ9点、ҩ学部附ଐපӃ中ԝྍ棟地点ޚ・上会館ࢁ
-32-1出土੨磁ɿ22点、ҩ学部附ଐපӃ看護職員等宿舎1号棟地点4,299出土੨
磁・ఱ目ࣸਅ

లࣔ

ିग़ઌ త ିग़ɾࡌܝ༰ ିग़ɾࢿࡌܝྉ

ΠンターϝデΟΞςク　CO-O//"D&3
　ৗ設ల

+Pタϫー学術文化
૯合ϛϡージΞϜ

ˎ1　調査地点໊　
F&1ɿ工学部1号館、)CR"12ɿクリχΧϧリサーチηンター"棟Ⅰ期、)&"07ɿࡁܦ学研究科学術ަྲྀ棟、)&499ɿ૯合研究棟（文・ܦ・教・
ࣾ研）、)(ɿҩ学部附ଐපӃ外དྷྍ棟、)(4ɿޚ఼Լ記೦館、))#ɿ法学部4号館（法）・文学部3号館（文）、))Cɿҩ学部附ଐපӃ中ԝ
ྍ棟（ප中）・設備管理棟（Τωηン）・給水設備棟（給水）・共同ߔ（共同ߔ）、))C299ɿҩ学部附ଐපӃ第2中ԝྍ棟、)I709ɿҏ౻国ࡍ
学術研究ηンター、)I,/ɿҩ学部教育研究棟、)+F06ɿ報学環・ϗーϧ、)/ɿҩ学部附ଐපӃ看護職員等宿舎1号棟、)8ɿҩ学部附ଐ
පӃೖӃ棟"、)47ɿ理学部7号館、,14ɿ工学部14号館、O,407ɿ分国ࡍ宿舎、4#400ɿҩ科学研究所附ଐපӃྍ棟・૯合研究棟、4,ɿ教
育学部૯合研究棟、54ɿ工学部田ઌϏϧ、6ɿࢁ上会館
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ຒଂจԽࡒௐࠪࣨ৫ද

室（人文ࣾ会系研究科教त） 　　౻ࠤ೭
室員（キャンパスܭը室।教त）  　堀内　秀樹
室員（キャンパスܭը室ॿ教） 　成　࢘ߊ
室員（人文ࣾ会系研究科ಛॿ教） 　増田　
室員（キャンパスܭը室ॿख） 　ݪ　　༞一

（2020 年 1 月 1 日੦ڈ）
室員（キャンパスܭը室ॿख） 　大成　Մ೫
室員（キャンパスܭը室ॿख）  　　㖊生

教ิࠤ員  小　༞࢘
教ิࠤ員  ߳औ　༞一
事ิࠤ員  ੨ࢁ　ਖ਼ত
事ิࠤ員  ࠓҪ　խ子
事ิࠤ員  大؏　ߒ子
事ิࠤ員  小林　照子
事ิࠤ員  ਿӜ　あかͶ
事ิࠤ員  ᬑ　法

附　埋蔵文化財調査室要項

東京大学埋蔵文化財運営委員会は、શ学委員会のݟ
しに伴い、ҎԼの通りഇ止され、埋蔵文化財調査室は、
キャンパスܭը室Լ部組織に改組された。

東京大学にお͚るશ学委員会のݟしに伴う関規
則の整理等に関する規則（ฏ成 22 年 3 月 25 日東大規則
第 133 号）（ൈਮ）

（略）
（東京大学埋蔵文化財運営委員会規則のഇ止）
第 17 　東京大学埋蔵文化財運営委員会規則（ฏ成ݩ
年 7 月 11 日੍ఆ）

ຒଂจԽࡒௐࠪࣨنଇ

ฏ成ݩ年 7 月 11 日
ධٞ会Մܾ

（設ஔ）
第 1 　キャンパスܭը室のԼに埋蔵文化財調査室（Ҏ
Լ「調査室」という。）をஔ͘。

（業）
第 2 　調査室は、東京大学構内の施設整備に伴う埋蔵
文化財の発掘調査（ҎԼ「遺跡調査」という。）に関し、
次の各号に掲͛る事項をॲ理する。

（1）　遺跡調査にରする૯ׅ的ࢦಋॿ言
（2）　文化ி等に提出する報告書の作成、修及びࢦಋ
（3）　遺物等の保管及び管理
（4）　遺跡調査の方法に関する調査研究
（5）　前各号にఆめるものの΄か、研究報告書の作成等
遺跡調査に関しඞ要と認められる事項

（室）

第 3 　調査室に室をஔ͘。
2　室は、東京大学ઐの教तຢは।教तのうちから
૯が委する。
3　室は、調査室の業を૯ׅする。

（室員）
第 4 　調査室に室員ए໊ׯをஔ͘。
2　室員は、室のࣔࢦにैい、調査室の業にै事す
る。

（ॸ）
第 5 　調査室のॸは、本部施設اը՝においてॲ理
する。
附　則
͜の規則は、ฏ成 8 年 5 月 21 日から施行し、改ਖ਼後の
埋蔵文化財調査室規則の規ఆは、ฏ成 8 年 5 月 11 日か
らద用する。
附　則　　͜の規則は、ฏ成22年4月1日から施行する。

ΛౣΉڈ༞Ұॿख੦ݪ

るྩ和ڈ、༞一ॿखはݪ　 2 年 1 月 1 日に੦ڈいたしました。埋蔵文化財調査室には、ฏ成 6 年 4 月からॿखとしてෝ
し、Ҏ߱、調査・研究にܞわってきました。͜の間、ೖӃ棟̖地点、ઙ地区の一࿈の調査などと共にۚଐ品、
品、水戸藩邸などのۙ世考古学に関わる調査・研究にܞわっており、ࠓ後の活༂を期していた͚ͩに本当に೦です。
　ご੦ڈにࡍし、心からѩౣの意を๋͛ます。



ཁ　編　ل
౦ژେֶຒଂจԽࡒௐࠪࣨلڀݚཁ 1�

年報13_12_0Өచ2020.indd   45 2020/12/25   10:36



年報13_12_0Өచ2020.indd   46 2020/12/25   10:36



東京大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト 5『加賀藩邸出土陶磁器と科学分析』

共同研究　加賀藩邸出土色絵磁器の研究（１）
堀内　秀樹

１．問の目的

　加賀藩と色絵磁器の関わりは、いわΏる「古୩」を

८る問をൈきにはޠる͜とはできない。学内調査と「古

୩」を८る͜れまでの調査・研究のܦҢその成果に

ついては後ड़するが、͜の問にݶらͣ、色絵磁器につ

いての研究もࡏݱまでにも༷々なࢹ点からੵされてい

る。

　本研究は、加賀藩邸出土の（色絵）磁器理ղのために、

考古学、ࣗવ科学、文ݙなどଟྖҬにまたがる資料、研

究成果を発৴するものである。

２．研究の概要とܦա

　本研究の第Ⅰஈ֊として、͜れまでに行ってきた学内

出土磁器の࠶確認とそれҎ߱に研究のੵ技術の開発

などによって、生͡た৽たなՄ性についての共同研究

である。ࠓ後は、͜うした成果を౿ま͑て藩邸出土の古

୩についても考͑ていきたい。

（１）プロジェクトϝンόー（Ⅰ期）

　二宮修治、৽໔ࡀ༃（東京学ܳ大学）

　水本和美（東京術大学）

　堀内秀樹（埋蔵文化財調査室）

（２）研究ݕ౼会、調査研究プロジェクト（Ⅰ期）

・2019 年 2 月 27 日　色絵分析のݕ౼（ഁյとඇഁյ分

析について）

・2019 年 8 月 20 日　色絵۩分析などのՄ性のݕ౼

・2019 年 12 月 21 日　調査研究プロジェクト（研究の中

間報告）の開࠵

・2020 年 3 月 18 日　第Ⅱ期研究の՝の所ࡏ、分析法

などのݕ౼

　本報告は、上記 2019 年 12 月 21 日開࠵の第 5 ճ東京

大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト「加賀藩邸

出土陶磁器と科学分析」の報告である（第Ⅱ章 2 節参照）。

附ɿ͜れまでの加賀藩邸出土色絵磁器と
科学分析

（１）「東京大学本郷構内の遺跡」発掘調査開࢝のܦҢ

　1983 年 11 月、東京大学では 100 年事業など学内開発

に伴って遺跡調査を行う調査組織としてྟ࣌遺跡調査室

が組織された。事前に行われたࢁ上会館（9 月）、ޚ఼

Լάϥンυ（8 月）の試掘調査で出土した石֞ۚഩ

などの݁果を౿ま͑てۙ世加賀藩邸を発掘調査のओରנ

として行うためであった。͜れにઌͩつ 1975 年に学

内ઙ地区ࡏݱの工学部 9 号館ཪ側にあたる部分の調査

が行われ、弥生࣌の遺構、遺物が発ݟされ、そのཌ年

に「弥生二ஸ目遺跡」として国ࢦఆの࢙跡にొ録され、

発掘から 4 年後の 1979 年に『ϲ岡௩』として報告

書がץ行されている。͜うしたܦҢが 100 年事業に伴う

開発においても弥生࣌がओたるରとしたものでは

あったが、試掘調査を行うܖ機となっていた。

　1984 年から、ࢁ上会館、ޚ఼Լ記೦館、法学部 4 号館、

文学部 3 号館、理学部 7 号館、ҩ学部附ଐපӃなどの発

掘調査が本格的に開࢝され、大なྔの遺構、遺物がଟ

ྔに出土し、遺跡がඇৗに良なঢ়ଶで遺ଘしている͜

とが໌らかになった。

（２）学内調査と色絵磁器の分析

　学内調査と陶磁器分析の関わりは、1980 年後ʙ

1990 年にか͚て大きなٞ論となったいわΏる「古

୩」に関わる研究をൈきにしてはޠれない。学内調査・

整理をਐめてい͘աఔで、出土遺物の中に陶磁器研究で

生࢈地の問があったいわΏる「古୩」とݺれてい

た色絵磁器が確認された。

　पのように「古୩」は 17 世紀後に加賀大ࣉ

ྖ内の༼でমかれたとされる磁器で、ॳ期の色絵磁器と

して美術的にධՁをಘていたものである。本郷構内の加

賀藩江戸藩邸であるޚ఼Լ記೦館地点、理学部 7 号館地

点、大ࣉ藩邸である附ଐපӃ地点からଟ͘のഁยが確

認された͜とから、「古୩」の生࢈地論૪が࠶೩する

͜ととなった。「古୩」の生࢈地問は、୯に学問的

なϨϕϧとはผに陶磁器としてのධՁ、ࡏݱの࢈業など

がབྷΉデリέートな問でもあった。当ط、࣌に土、

༷式、ܕ式、文༷等によるՄࢹ的な部分でのٞ論はඦ出
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しており、؍٬的なղܾ方法としてࣗવ科学的分析に

目が集まっていた。調査室では、出土した「古୩」が

加賀藩大ࣉ藩邸から出土している͜と、その一部が

ఱ和 2（1682）年のՐࡂ資料から出土している͜と、美

術的にߴいධՁをड͚ている世品とۙࣅしている点か

ら、東京学ܳ大学の二宮修治ઌ生、໊古大学の࡚ࢁ一

༤ઌ生に分析をґཔした。͜の本郷構内出土陶磁器の分

析および͜れとฏ行して行われたࢁล田༼、ೇ୩༼、

ؙඌ༼などの有田ொ教育委員会の発掘調査などの考古学

的研究が、17 世紀の色絵磁器研究を大き͘前ਐさͤる

͜とになった。

　本プロジェクトでは、さま͟まなՄ性が提ࣔされて

いるࣗવ科学分析について、ࡏݱ埋蔵文化財調査室と共

同でਐめている分析・研究を通してその成果と考古学と

の৽たなڠ業ࢹ点などについて考͑ていきたい。

ʲ参考文ݙʳ

大成 Մ೫・堀内秀樹　2000　「本郷キャンパスにお͚る

発掘調査の成果－東大構内出土「古୩」と生࢈地

論૪－」『東京大学ίϨクγϣンᶠ 加賀఼࠶๚』東

京大学૯合研究ത物館

東京 大学キャンパスܭը室　2018　『東京大学本郷キャ

ンパス 140 年のྺ࢙をたどる』東京大学出版会

東京大学本郷構内の遺跡出土陶磁器と陶磁器分析年表

˓ 1987 年

・ 東京大学遺跡調査室පӃ൝・࡚ࢁ一༤　「大ࣉ藩上

ෑと『古୩』－東京大学ҩ学部附ଐපӃ中ԝྍ

棟第Ⅰ期ݐ設地点の調査より－」『考古学ࢽࡶ』第 73

ר 1 号　79-97　日本考古学会

・ Տౡୡ　「東大چ大ࣉ藩上ෑ出土の古୩陶ย

の分析݁果について」『陶આ』412　85-87

˓ 1988 年

・ ࠤ古ਅ・Ӌ生३子　「東京大学本郷構内遺跡理学

部 7 号館地点出土「古୩」の生࢈地ਪఆ」『ত和

ࡾ年度日本文化財科学会大会発表要25-24『ࢫ

˓ 1989 年

・ Ӌ生३子・ࠤ古ਅ・大߁ڮ二　「第章第一節　

理学部ࣣ号館地点出土古୩༷式磁器ยの化学分析に

よる生࢈地ਪఆ」『理学部ࣣ号館地点』425-455　東京

大学遺跡調査室

˓ 1990 年

・二・月໌・ਿ࡚隆一・内田உ߁ڮ一༤・大࡚ࢁ ・

小ࢁກ・ߴ田መ弥・科உ・東ଜ৴　「ޒ章第

節　科学的分析」『ҩ学部附ଐපӃ地点』924-944　

東京大学遺跡調査室

˓ 1991 年

・ 二宮修治・Ӌ生३子・大߁ڮ二・科実・ׯक・大

ਅ・ࠤ古ਅ　「放射化分析による消費地遺跡

出土磁器ยの生࢈地ਪఆ－江戸࣌前期の資料を用い

て－」『қ陶磁研究』11　201-234

・ Տౡୡ・小一良『古୩の実ূ的ݟ方』創樹ࣾ美

術出版

˓ 1993 年

一༤　「江戸前期の色絵磁器の化学分析－東京大࡚ࢁ ・

学ҩ学部附ଐපӃ地点とࢁล田二号༼ᅿ付ۙ出土のഁ

ย－」『東༸陶磁』20・21　79-84　東༸陶磁学会

˓ 1994 年

・二・月໌߁ڮ堀内秀樹・大・࢘ߊ一༤・成࡚ࢁ ・

ਿ࡚隆一・内田உ・小ࢁກ・ߴ田መ弥・科உ・

東ଜ৴　「東京大学ҩ学部附ଐපӃ地点出土の江戸

第、『ࢽࡶ考古学』「地࢈陶磁器ยの材࣭及び࣌ 79

ר 4 号　87-123　日本考古学会

・ 二宮修治・ׯक・堀内秀樹・࡚ࢁ一༤　「東京大学

本郷構内の遺跡　පӃ地点出土の一色絵ഁยの化学分

析と࢈地ఆ」、『考古学とࣗવ科学』27　79-85

˓ 1999 年

・ ߱ ഼ॱ子　「ܬ光 9 ઢ分析法による東大構内出土資料

の分析」『՝番号 08044016 国ࡍ学術研究（共同研究） 

陶磁器文化のަྲྀに関する科学的研究』ᶚ 161- ᶚ 177　

奈良国立文化財研究所 田ਖ਼ত

・ 小ઘԆ・小林ߛ一・堀内秀樹・成ݪ・࢘ߊ༞一・

大成Մ೫・中一　「東大本郷構内（چ加賀藩

邸）の磁器上絵分析」『第 1 ճ 考古科学γンϙジϜ』

101-103

˓ 2005 年

・ ߱ ഼ॱ子・ଜ上隆・堀内秀樹　「外དྷྍ棟地点

4,171 出土陶磁器のࣗવ科学分析」『ҩ学部附ଐපӃ

外དྷྍ棟地点』東京大学埋蔵文化財調査室

˓ 2009 年

・ M. )JEBLB ). )PSJVDIJ ,. OIBTIJ R. P. 8JKFTVOEFSB 

-. 4. R. ,VNBSB +BF-:PVOH CIPJ  :POH +VO PBSL 

4USVDUVSBM QSPQFSUJFT PG UIF SFE-DPMPS PWFSHMB[FT PO 

UIF ,BLJFNPO-TUZMF QPSDFMBJOT QSPEVDFE JO UIF MBUFS 

17UI DFOUVSZ CZ NFBOT PG 9-SBZ EJGGSBDUJPO 	 Ⅰ 
 

CFSÃNJDB 55 	2009
 120-127.
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東京大学構内遺跡出土陶磁器の機器分析

東京大学構内遺跡出土陶磁器の機器分析

－機器中性子放射化分析と ICP 発光分光分析を中心に－

� 二宮　修治
ˎ本ߘは、二宮修治ઌ生の当日のごߨԋ内容をςープお

͜ししたものである。文意のとれるように、ଟগの修ਖ਼

を加͑たものの、当日のごߨԋそのままのงғؾを͡ײ

られるよう、なるた͚खを加͑ͣ掲載するように心が͚

た。なお、ඞ要に応͡て、後日、二宮修治ઌ生に確認し

て掲載しており、内容についてはޡりのないものとした。

当日資料・PPXFSPPJOU ը面は、ඞ要に応͡て、֘

当Օ所に、図・表・ࣸਅをૠೖした（水本）。

たͩいまごհいたͩきました、東京学ܳ大学の二宮

です。

堀内秀樹ઌ生のϨジϡϝに、陶磁器分析年表というも

のがあります͚れども、ࢲどもの関している部分をΈ

ますと、1991 年のқ陶磁研究の論文、͜れがࠓճの

発表の基本となっている部分になるかとࢥいます。その

ลのおですので大分年がܦってきて、ࣗࢲ、গし

間ҧ͑るかもしれまͤΜ͚れども、それはごצหいたͩ

きたいとࢥいます。それから、ݪ子がなかなか使͑な

͘なってきたというݱঢ়のなかで、΄かの分析法とい

う形で、ಛにଟݩૉ同࣌ఆྔできる分析法という形で、

ICP 発光分光分析という方法にҠ行しは͡めて、そ͜で

一ఆの成果が出てきていますので、͜の分析法について

もগしকདྷのలという͜とでおさͤていた͚ͩれ

とࢥっております。

、ճの資料は、ϙΠントとなる部分はϨジϡϝの方にࠓ

"3 版で大きなプリントになっています͚れども、そ͜

に概かな͜とは書いてあります。それから、్中に出て

͘る分析の݁果については、後部の方に、一応、いま

まで行った分析の生データをそのまま掲載してΈました

（資料 2、3、4、5）。はり、͜͜らลもはりͻ

とつ大事な点なのかなとࢥいます。ಛに、ࢲども分析の

ਫ਼度とかਫ਼確さなどඇৗに大事にしておりますので、ࢲ

どもがखֻ͚た分析法、ICP 発光分光分析もؚめてまと

めておきました。後でご覧になっていた͚ͩれとࢥい

ます。たͩがฒΜでいる͚ͩなので、あまり面ന͘

ないかなというؾはいたします。

日のϙΠントとなる部分は、前部では、堀内ઌ生ࠓ

からおがありましたように、理学部の方の 7 号館地点

の分析、͜れがࢲどものϙΠントとなる事ͩろうと

っ͜ىっています。͜͜から生していろΜな͜とがࢥ

ていますので、͜͜をࠓ日もう一度きちΜとおさͤて

いた͚ͩれとࢥっています。

東京大学本郷構内の遺跡、理学部 7 号館地点にϙΠン

トがあります͚れども、それに関࿈して、江戸前期とい

う形で、୩古༼との関࿈で、石県のീ田中遺跡、そ

れとभの方のਧ上遺跡です。͜͜は、ං前磁器と

қ陶磁が出ています。

生࢈地遺跡としての༼については、ං前の地Ҭ、࢛֯

͘ғΜͩ地点でං前の有田地区、ݟࠤ地区、それから、

地区です。各地区をғΜでありまͤΜ͚れども、օخ

さΜの方がご覧になっているͩろうとࢥいます（資

料 1 図 1）。

それから、広ౡのඣ୩、岡の上ݪ、関した༼と

いう͜とで、生࢈地の基४資料という͜とでγスςϚ

ςΟックに分析をੵいたしました。

ࣸਅ 1 は、ઌ΄ど堀内ઌ生のおに出てきました͚れ

ども、理学部 7 号館地点の表的な資料のࣸਅです。ࠨ

上の 4 点が、いわΏる古୩༷式とݺれている資料、

ӈ上がҏສཬです。Լのࣸਅが中国で 3 点がܠಙ、Լ

の 2 点が㦆ऱ༼とਪఆされるものです。ଟ分、؟でݟ

てもはっきりしていますので、お分かりいた͚ͩるかと

� 所ଐ　東京学ܳ大学໊༪教त・東京術大学٬員教त

ࣸਅ �　౦ژେֶຊߏڷҨཧֶ෦ �߸ؗग़
ྉʢ��ʙࢿยث࣓ ��ʣ

上左：古九谷様式　上右：伊万里　下：中国産
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います。͜れらࢥ 10 点をؚめて、32 点について化学分

析を行いました。

͜れが、32 点の実ଌ図です（資料 1 図 3）。1 ʙ 4

の 4 点が古୩༷式で、5 がҏສཬで、͜͜から番号が

ら͘なっていまして、すΈまͤΜ。6ͮ͑ݟ ʙ 10 が中

国です。͜れらをؚめて 32 点です。

一番大事な部分はࠓճは資料としてプリントでお

ࣔししてあります。͜ちらが、プリントのॱ番は付資

料 1 表 1 からになっておりまして、付資料 1 表 5 Ҏ߱

に消費地の方をࣔしてあります。ಛに、付資料 1 表 1

ʙ 7 では、大ڮ（߁二）ઌ生と、Ӌ生（३子）ઌ生の؍

います。そࢥに書かれているかとࡉのಛ等が大มৄ

れから、資料も江戸前期にߜっておりますので、実ࡍに

はेޒ点分析しているのです͚れども、࢈地がҧうよ

うなものとかは、ෳࡶになってしまうので、大ڮઌ生の

؟での؍であるఔ度年をߜった形で、32 点の分

析を行っております。

それからઌ΄どごհしましたように、関࿈の遺跡と

いう形で、消費地です͚れども、付資料 1 表 6 ീ田中

遺跡（石県）、付資料 1 表 7 ਧ上遺跡（ࣛࣇౡ県）、

でಛに、ീ田中遺跡は୩という形になるのです͚れど

も、ਧ上遺跡の方は 3 点がං前、࠷後の 1 点、͜れが

中国のݐの方の資料ではないかという͜とですので、

͜れから確認をしていきたいとࢥいます。ですから、東

大の方で、中国が 5 点出ていますし、それから、ਧ上

遺跡で 1 点という形で、日本とはかなり化学組成がҧう

という͜とも、ご理ղをいた͚ͩるのではないかとࢥい

ます。

資料 1 表 1 ʙ 4 が生࢈地の方になります。生࢈地

の方で、ං前（有田、خ、ݟࠤ地区）の 55 点、上

ݪ（う͑のる）9 点、ඣ୩ 2 点、୩ 4 点です。

୩は点をもうগし行っているのです͚れども、磁器化

していない陶࣭の資料は外して、磁器࣭の資料͚ͩをબ

して͜͜では報告しております。

ࣸਅ 2 は生࢈地の一例です͚れども、上の一ஈがࢁล

田（༼跡）、古୩༷式との関࿈がਂいという༼です。

それから、柿ӈӴ（༼跡）と、ఱۡ୩（古༼跡）。͜

れなどは、ࢲよりもօさΜの方がごଘͩ͡とࢥいます͚

れども、柿ӈӴの独ಛのಁ໌ײですͶ、͜れはఱۡ୩

の方はమなどが༹͚て੨ന͘発色しています͚れども、

͜れなどは大きなҧい、として認められます。

͜れは後でᬵༀのと͜ろで大事な部分になるのかとࢥ

います。

ࣸਅ 3 上ஈはخ地区、͜れが 2 つの系౷の༼、Լஈ

がݟࠤと岡の上ݪの資料です。

ࣸਅ 4 が、関࿈地Ҭとして、ඣ୩、୩古༼です。͜

れが実࡚ࢁ、ࡍ一༤ઌ生のごڐՄもいたͩいてࣔしして

いるࣸਅ（ࠨ側ɿ磁器ย）なります。࡚ࢁઌ生からৡり

ड͚た資料です。はり分析のਫ਼度がੲとҧってきてい

て、かなりඍྔでࡁΉようになってきた͜ともؚめてお

ࣔししています。ࠨԼのࣸਅで、͜のってあると͜ろ

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶃ
上：山辺田窯　 下左：柿右衛門窯　下右：天狗谷窯

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶄ
上左：不動山皿屋谷窯（嬉野地区）　上右：吉田窯（嬉野地区）
下左：三股窯（波佐見地区）　　　　下右：上の原窯（福岡県）

ࣸਅ �　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยࢿྉͷҰ例ᶅ
上：姫谷窯（広島県）　下：九谷窯（左：磁器片　右：切断資料）
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が、࡚ࢁઌ生が分析された部分、土部分から、ࣃ科用

のυリϧでり出して、大มۤ࿑して分析されたのͩと

。いますࢥ

考古学的にকདྷॏ要なϙΠントとなるようなと͜ろは

できるݶりしてます。っても良いような部分、͜の

資料を後でݟたいというようなとき、報がࣦわれない

ような場所をμΠϠϞンυΧッターで断します。次に

྆側のᬵༀを、実ࡍには物理的にࡉかいϋンϚーでたた

きͩすのです͚れども、Ψϥス࣭なのでόサッ、όサッ

と、きれいにׂれるものがଟいです。

͜れらの作業をきちΜとして、施ᬵ部分を除いたશ

に土部分͚ͩをऔり出して、分析のための資料調整を

します。͜ れが大มॏ要なϙΠントになるかとࢥいます。

ᬵༀがちΐっとでもࠞೖしますと、そのᬵༀの化学組成

とはͩいͿΜҧいますので、す͙に分析の方でԚછとし

てはっきりわかってしまうかとࢥいます。

͜れは、भ陶磁文化館の『土とԌ』というΧタロά

です（図 1）。

͜の『土とԌ』はすでにઈ版らしいです。݅の

ૉ地のݪ料で、陶石というのが使われているのが、ං前

磁器のಛになるのかとࢥいます。

ૉ地がന色で、ಁ光性、光を通すという。つまり、ߴ

Թম成のため、磁器化して、ૉ地がΨϥス化していると

いう形になります。ですから、ٵ水性もないし、たたい

た࣌にきれいなԻがします。かなりきちΜとমしめられ

ているという、͜の点が΄かの土器・陶器とҧう部分に

なるかとࢥいます。

ম成（Թ度）がߴいという͜とは、ઌ΄どのᬵༀとૉ

地の部分との境ք面において、ࡾ構になっています

͚れども、断面ではきれいにׂれる͜とがଟ͘あります。

͜れが磁器土サンプリンάをっていてうま͘い͘要

Ҽとࢥいます。

ʲ陶磁ݪ料ʳ

ができてؠ料物࣭についてです。ϚάϚから、Ր成ݪ

෩化と運ൖによって、ଯੵ物になって、いわΏる೪土に

ม化したり、あるいはଓ成作用によりଯੵؠになります。

きものの報としては、ϚάϚが݁থ化しՐ成ؠを生

成するときの、߭物が生成するࡍのいろΜなڍ動、次の

ஈ֊での෩化のときのさま͟まなڍ動が૬ޓにಇいてい

る形となりますので、きもののݪ料にはさま͟まなؠ

石ができるときの報、෩化のときの報がॖڽされて

いる形となります。͜れらの報を化学組成の面からऔ

り出してい͜うという͜とになります（図 2）。

ʲ෩化ʳ

それで、෩化の部分をݟていきます（図 3）。ମ物

࣭の部分がՐ成ؠになります。ؠ石、ͩいたいは大地

֪を構成するՖቋ࣭ؠとか、ྲྀ࣭ؠ、いわΏるࢎ性ؠ

がؠになります。͜れが෩化、水とか二ࢎ化ૉなど、

さま͟まな環境の中で、͜ういったέΠࢎԘ೪土にม化

していきます。࠷ऴ的に、έΠࢎԘ೪土であるΧΦリφ

Πトがओ成分物࣭となっていきます。それから、Ր成ؠ

中の有色߭物にమがؚまれていますから、మが෩化աఔ

で、水ࢎ化物のような形で఼し、࠷ऴ的に、మ߭に

なります。͜れがࠞࡏした形でࢲたちのखݩにݪ料とし

て供給されます。

͜ういったྲྀؠというؠが、ΧΦリφΠトという

形で೪土߭物をओたる成分とする、ΧΦリン೪土にม化

していきます。͜のΧΦリン೪土を使ってい͘͜とにな

るかとࢥいます。それで、෩化というのは、物理的な෩

化では小さ͘なってい͘形です（表 1）。表のԼ方に

ཻ度が小さ͘なって、࠷ऴ的に೪土೪土ؠになるわ͚

です。

͜の化学的෩化のڧさは、ؠ石を構成するそれͧれの

߭物のڧさにґଘします（図 4）。Χンϥン石は 4JO ⒬の

ਖ਼࢛面ମ構が独立している形でΏるい構にରして、

石ӳはਖ਼࢛面ମのࢎૉを共有している形でかっちりした

構になっています。

Լ行͚行͘΄ど෩化されに͘͘、無色߭物である

石、നӢ、石ӳでは、石が࠷ॳに෩化して、Ӣ

が෩化してനӢになって、࠷後は石ӳまで෩化がਐΜ

でい͘、という͜とになります。

ですから、その෩化の度合いがΧΦリφΠトとݺれ

ている೪土߭物の生成がきものの土にとってのॏ要

なϙΠントになります。෩化のスςージという考͑方が

ඞ要となります。

（表 2 の）後期෩化ஈ֊の 10 のスςージあたりから、

きものとして使っています。ಛに、ઌ΄どమ߭など

ࣸਅ �　ؠ࣭ʢྲྀؠʣͱ෩ԽੜͰ͋ΔέΠࢎ
Ԙ೪߭ʢΧΦϦφΠτʣ
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のࢎ化物߭物も表的߭物です。

ΪブサΠト、మ߭などΞϧϛχϜమのࢎ化物߭

物としてଘࡏする形になるかとࢥいます。͜のどういう

߭物があるかによって、෩化のスςージがಡΈऔれます。

ࣸਅ 6 はઘࢁ陶石場とその陶石です。ࠓは 2016 年の

有田ম創業 400 年記೦事業をܴ͑て大มมわってしまっ

ています。ೖޱ付ۙにࡤができてݟ学できるようになっ

ています。ӈԼのࣸਅがઘࢁの陶石ですͶ。おそら͘、

͜の表面のԫ色い部分は、మがどΜどΜ༹͚ͩしてきて、

ೱॖとは言いまͤΜが、どΜどΜుき出されて内部が७

化されています。ΞϧϛχϜとέΠૉで構成されるΧ

ΦリφΠト೪土߭物によりന色になっているのͩろうと

います。ϥンクがあり、一等石とか二等石、というよࢥ

うな区ผがある͜とをうかがっております。

͜の陶石をݪ料として用いるのではな͘、͜れを

前ॲ理とか༷々なॲ理をしてݪ料の೪土からૉ地の調整

がೖってきます。͜れもまた大きな報になるかとࢥい

ます。

෩化です͚れども、ཻ度と߭物組成との関を表 3 に

ࣔしました。ཻ度が、表のӈ側に行͚行͘΄ど෩化が

ਐΜでいる͜とになります。きもの೪土の世քで

は、2 ϛクロンҎԼのཻܘの集合ମを೪土とఆٛしてい

ます。ཻࡉ೪土がきもののݪ料になっているわ͚です。

ಛ的には、෩化がਐめਐΉ΄ど、෩化がਐΜͩとき

にどういう߭物がな͘なってい͘のか、また、৽たにど

のような߭物が生成するのかが大มڵຯਂ͘なって͘る

わ͚です。

ಛに、೪土߭物のΧΦリφΠトといわれるようなもの

が、どΜどΜ生成して͘る。෩化にڧい石ӳでも෩化さ

れて、構成成分のҧいとなっているわ͚です。それから、

͜ういったಛ的なమの化合物܈です͚れども、͜ れが、

ઌ΄どड़たࢎ化物೪土のྔが増大しますので、͜ちら

はࢎ化物として෩化のఔ度に応͡て生成して͘る形とな

ります。ཻࡉ೪土構成成分の組成がϙΠントになります。

しかしながら、͜れをそのまま使っている༁ではないで

すので、ૉ地の調整とか、༷々な事例をఆするඞ要が

あるのかとࢥいます。

「೪土そのものを分析してもԿもわからない」、という

のはよ͘言われている͜とです。「মかれたものからٞ

論をしてい͘」という͜とが大事な͜とになろうかとࢥ

います。

きちΜとサンプリンάする場合に、そういったমきも

のの基本的な調査というのが基本になっていて、それが、

どもの調査の中でも、大มॏ要なϙΠントになっていࢲ

ます。きちΜとした資料を、ࢲたちと共同で分析する͜

とによって、報をきちΜとऔり出ͤる、という͜とが

わかってきました。

きもののম成です͚れども、͜れはࣔࠩ分析と

ॏྔ分析݁果です（図 5）。加した࣌にΧΦリφΠト

のような೪土߭物がどのようなม化をするかの分析で

す。͜͜では、600ˆを͑ますと、水して、ϝタΧ

Φリンというඇথ࣭な物࣭にม化します。ඇথ࣭物࣭が、

ϜϥΠト化とか、クリストόϥΠトができて、݁থ化し

て͘る応が͜ىります。߭物の組成が 9 ઢճ析分析

などでわかりますので、ম成Թ度の一つの目҆になると

。いますࢥ

料の方にります。表ݪ 4 は陶磁器ݪ料の೪土、陶石

の化学組成です。6 番と 7 番の間で大き͘มわっている

͜とにおͮؾきになるかとࢥいます。1 ʙ 6 番は೪土ྨ、

7 番・8 番・9 番が、いわΏる磁器のݪ料です。それから、

6 番までではಛ的な部分では、έΠૉが͘てΞϧϛ

χϜがߴいという、ちΐっと 5 番のಛҟ的な೪土が、

戸َ൘のݪ料があってそれを除きます͚れども、いわ

ΏるέΠૉとΞϧϛχϜで、いわΏる೪土のಛです。

陶石では、έΠૉが͘ߴ、ΞϧϛχϜがいというಛ

が認められます。೪土と陶石との大きなҧいになるか

とࢥいます。

もう 1 点は、ΧリϜؚ有ྔです。ηリサΠト（ݜӢ

）とݺれる、߭物が෩化で生成してきます。͜のΧ

リϜ、φトリϜのΞϧΧリۚଐ成分が༹༥という形

でૉ地をߴԹで༹かすಇきをするので、そのลがϙΠン

トになるとࢥいます。

それから、ऊྔݮ（ऊݮ）です。加した࣌のॏྔ

গです。ॖΈ۩合が陶器と磁器とて大き͘ҧって͘るݮ

のも、͜ういうと͜ろからಡめるとࢥいます。

ࣸਅ �　ංલɾ༗ా۠ͷઘࢁಃੴͱઘࢁಃੴ
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ʲ࢈地分析ʳ

それでは、࢈地分析のにっていきたいとࢥいます

（表 5）。きものは、߭物に目するときは、ബย؍

などによる߭物の組成によって࢈地をΈる͜とができま

す。それから、陶磁器などでは化学分析、ಛに、ࠓճの

報告では、中性子放射化分析と、後部でおするのは、

ICP（༠ಋ݁合プϥζϚ）発光分光分析を使っています。

いͣれも、ݱஈ֊では、คにして分析いたします。༹

ӷにして、というのが、ICP 発光分光分析のಛになり

ますので、ഁյ分析というものになります。それで、機

器中性子放射化分析というのは、はりคにして分析

にか͚ます。分析化学の分では、化学的なॲ理をしな

い場合には、ඇഁյ分析といいます。

次は、スϖクトϧ分析のになります（表 ࠓ。（6

日の分析の概略͚ͩઌにおしてしまいますと、Τωϧ

Ϊー（ݯىྭ）ݯがԿであるのか、であったり、中性

子であったり、ྭىするΤωϧΪーが問になります。

。により整理する͜とができます出報との関ݕ

そ͜からどういう報をऔるかという͜とになりま

す。例͑、放射化分析ですと、中性子を照射します。

そ͜でྭىして、放射化という形でよりΤωϧΪー४Ґ

のߴいঢ়ଶにします。ྭىঢ়ଶから基ఈঢ়ଶにམちると

きにΤωϧΪーを放出します。͜ のΨンϚઢをଌるので、

ΨンϚઢは電磁なので、ݕ出する報としては、電磁

の分ྨにೖります。

それから、後部でおします ICP 発光分光分析は、

ΤωϧΪーݯが、ICP、プϥζϚですからߴ、 पによっ

て 6000ˆ͘らいまであ͛てをか͚てྭى（ΤωϧΪー

出報が電磁ݕ。して、そ͜から出て͘る光をଌる（ݯ

になりますので、͜の表中で、ΤωϧΪーݯがでݕ

出報が電磁として分析が整理されます。いろΜな分

析を͜ういった形で整理されておきますと、どういうと

͜ろにϝリットがあって、どういうと͜ろにデϝリット

があるか、がつかめるのではないかとࢥいます。

文化財科学の分で、放射化分析のごઐのฏҪ（ত

、ઌ生で、మの分析などをされた方です。それから（࢘

ICP 発光分光分析の方は、ྺതのᜊ౻（）ઌ生がまと

められているとࢥいます。

ʲ中性子放射化分析ʳ

放射化分析は、ݪ子の中に分析資料をೖれて、中性

子を照射する͜とにより、資料中の構成成分であるݪ子

がྭىされて、そ͜から放出される、ΨンϚઢのスϖク

トロϝトリーによるものです。ඞͣݪ子がඞ要となり

ます。͜の中性子照射のϨϕϧによって、それͧれ、ः

ณの問とかいろいろ出てきます。すでに立教大学のݪ

子がഇになってしまいました。ࢲどもは、立教大学

のݪ子を使っていたので、本法を行う͜とができな͘

なってしまいました。立教大学のݪ子は、大ม出ྗが

ऑ͘、ちΐうど放射化分析などをするのにඇৗに良い、

。೦です子ͩったのです͚れども、とてもݪ

（立教大学のݪ子は）ഇで、実ࡍには使われてい

ないのです͚れども、概略͚ͩおをしていきたいとࢥ

います。

ࣸਅ 7 が立教大学のݪ子です。ंがਖ਼面にあって、

中ԝの෴いの中がݪ子になっています。ࣸਅ 8 がݪ

子のܕです。ちΐうどݪ子で͜れが中にೖってい

るとࢥっていた͚ͩれ良いとࢥいます。͜のݪ子の

上がプϥットϑΥーϜ（ࣸਅ 9）になっています。͜͜

で資料を中性子照射します。ΨンϚઢのଌఆ機で、照

射資料のΨンϚઢスϖクトϧのղ析を行います。ఆྔ、

ఆ性分析がՄになります。

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ɿཱڭେֶڀݚྗࢠݪॴʣ

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ܕɿཱڭେֶڀݚྗࢠݪ
ॴʣ

ࣸਅ ࢠݪԽੳʢࣹ์ࢠதੑثػ　�
ϓϥοτϑΥʔϜɿཱڭେ
ॴʣڀݚྗࢠݪֶ
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チャ（はگのը૾のঢ়͜）、子の中は͜Μな形でݪ

Ϩンίϑݱって言います͚れども、͜ ͜が、照射ޱで、

͜͜からೖって、つーっと、中性子がたまっていると

͜ろです͚れども、͜͜で中性子を照射する形となり

ます。͜れは、チャϨンίϑޮ果という、たいΜきれ

いな形で、੨നい光が良͘հされたりしているものと

います。（ࣸਅࢥ 10）

資料を、まͣ、͜ういったคにして、1DN ֯͘ら

いのାに٧めてしまいます。そして、資料としては、

20NH から 50NH ఔ度、ϛリάϥϜ、というΦーμーで

す͚れども、ਫ਼確にടྔしてそれをାに٧めていきます

（ࣸਅ 11）。

͜ちらのࣸਅ 11 の上ஈࠨ側がΞϝリΧ地࣭調査所

のඪ४ؠ石、ӈ側が日本のඪ४ؠ石です。ΞϝリΧの

ඪ४ؠ石の方が分析のਪの৴པ性のߴさは、͜ちら

の方が分析のがۃめてଟいので৴པ性がߴいです。日

本のものがいという༁ではないのです͚れども、場合

によっては、ݩૉによっては、まͩ、きちΜと出ていな

いようなものもある༁です。

たͩ、放射化分析というものは、ൺֱ的؆୯にଞݩૉ

同࣌にできますので、そういうデータの出るݩૉは、ͩ

いたいきちΜとఆྔできていますので、それが出ている

ものについては、それがਪとして使う͜とができま

す。͜れらのඪ४ؠ石はೱ度がܾఆされているので、͜

れをඪ४物࣭として使用できます。ࣸਅࠨԼの෧ೖされ

たค資料ですが、3 ܻの番号が͑ݟるとࢥいます͚れ

ども、͜れがඪ४ؠ石です。3 つΞϝリΧのඪ४ؠ石を

等間ִにஔしていれ、྆サΠυに、日本のඪ४ؠ石を

ೖれる。͜れをどΜどΜੵΈॏͶていきます。

ॱ番にੵΈॏͶてい͘と、1DN ͘らいのߴさにೖり

ます（ࣸਅ 11 ӈԼ）ので、ちΐうど中性子を当てた

一さを保ূするという意ຯで、一ۉに、中性子ଋの࣌

番に日本の地࣭調査所のؠ石をೖれて、ඪ४ؠ石を

チェックする形にします。

͜れは、ΨンϚઢのスϖクトϧϝトリーの分析݅で

す（図 6）。あまりな͡Έがないかとࢥいますが、いま、

環境放射という分で͜ういったものが良͘出てきて

いるかとࢥいます。たͩし、中性子によって放射化さ

れたものがΨンϚઢで出てきていますので、ଟ͘のϐー

クが出てきているとࢥいます。

͜れ（図 7）が一ि間ྫྷ٫後のΨンϚઢスϖクトϧで

す。1ि間ྫྷ٫資料で基本的には1000ඵ間ଌっています。

͜ちら（図 8）が、1 か月間ྫྷ٫後 10000 ඵ間ଌります。

間あたりの放射がগな࣌͘間がたてたつ΄ど୯Ґ࣌

なるので、い࣌間か͚てଌఆする͜とになります。

ݮ期によって 3 ճ͘らいのଌఆをする形になります

（図 6）。

ઌ΄どのΞϝリΧ合ऺ国の 3 つのඪ४ؠ石をൺֱඪ४

としてఆྔをし、それから、日本の 2 つのඪ४ؠ石で、

ఆྔઢのチェックをします。ଟݩૉ同࣌ఆྔといっても

一か月͘らいのい࣌間をか͚ています。い࣌間か͚

て、Ώっ͘りݟてい͘、とそういう形でఆྔ性を保࣋で

きる、ఆྔ性を保ূできるような形で分析が行われます。

図 9 は、実ࡍにはίンϐϡータ上で行ってるわ͚です

͚れども、͜のようにЍઢスϖクトϧにはόックάϥ

ンυがありますので、͜の形の部分の面ੵ（#）を機

ց的にࢉܭして、όックάϥンυをࠩしҾ͘という形

になります（"）。όックάϥンυというのは、ࠩޡ

にޮいてきます。普通は方؟目盛（ӈ上）でݟていきま

す͚れども、͜ ちらはର目盛（ӈԼ）でݟていきます。

ର目盛で 10 ഒ、100 ഒ、1000 ഒになってきますから、

όックάϥンυのม動をݟるには、ର目盛で確認し

す͘なります。方؟目盛でݟると、Φーόースέーϧ

してしまうので、ଟ͘の場合、ର目盛でݟます。όッ

ࣸਅ ��　νΣϨϯίϑ์ࣹʢཱڭେֶڀݚྗࢠݪॴ
　　　　　53*(".BSL�ᶘʣ

ࣸਅ ྉࢼੴͱরࣹؠԽੳ　ඪ४ࣹ์ࢠதੑثػ　��
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クάϥンυの形とか、࠷ऴ的には͜のϐーク（"）の

をして、͜れをඪ४物࣭とのൺをとって、ఆྔ分析ࢉܭ

をしていきます。ଌఆ࣌間を͘すれする΄ど、૬ର

が小さ͘なります（図ࠩޡ 9 ࣌Լ）。できる͚ͩいࠨ

間ଌりたい͚れども、一度の照射でԿे資料もろうと

すると、ࠓ度はの੍ݶが出てきますので、分析のਫ਼度

と࣌間、ϚγンタΠϜとの関で、その都度その都度、

実ݧ݅をܾめてい͘という形になるのかとࢥいます。

表 7 のが小さ͘てݟに͘いかとࢥいますが、黒༵

石 +R-1 と、+R-2 という日本のඪ४ؠ石のଌఆ݁果です。

りฦし、いつも、さき΄どの܁ +#-1B、+(-1B、をೖれま

すが、黒༵石もΨϥス࣭でちΐうどいいので、͜のลを

同࣌照射してチェックもしています。ฏۉを出して、

ਪ（文ݙ）と合うかどうかをඞͣチェックをして

いきます。

ඞͣ、ఆྔ性と、ਫ਼（ਖ਼）確さとਫ਼度を、͜ういった

形で確認していきます。すてのݩૉのఆྔ性が良いわ

͚ではな͘て、ݩૉによっては放射化されすいものと、

されに͘いものがあって、分析݅などによって、͜の

いまࢥ有のׂ合でޮいて͘る形になるとݻૉにݩがࠩޡ

す。

ʲ生࢈地のࣝผʳ

それでは、生࢈地のࣝผは、実ࡍにはどうるのか、

というのをݟていきたいとࢥいます。

ઌ΄どご覧いたͩきました表的な資料になります

（ࣸਅ 1）。͜れも、ઌ΄どごհした資料になります（ࣸ

ਅ 4）。͜の資料の͜の面はしておきたかった、͜の

ഁยは大事ͩと考古学の研究ऀの方々と良͘そういった

をしますので、ご૬ஊしながら、ど͜をったら、っ

ても良いのか、という͜とを確認して、͜͜の報は

してお͘、͜͜のと͜ろは良いよ、といった形で、μΠ

ΞϞンυΧッターでΧッςΟンάします。断面をࠓ度は

ᬵༀ͚ͩを外して、前ॲ理をします。ですから、࣌間は

かかってしまう͜とになります。

実ମݦඍڸのԼでϋンυϐックと言っています͚れど

も、ϐンηットなどでఠまΜでい͘という形で、ᬵༀが

付いていないような部分を؟でͻろってい͘͜とにな

ります。ですから、͜͜が一番、大มॏ要になります。

ᬵༀがちΐっとでも土に分析する側の試料にೖってし

まいますと、Ԛછになってしまいます。もちろΜ、คࡅ

のஈ֊で、そ͜にೖってしまうԚછ成分も、ඍྔ成分と

かに大き͘ޮいてきますので大มؾをݣう部分になりま

す。

それで、断面のと͜ろから、サンプϧをऔり出すとい

う形になります。なる͘ഁย資料のμϝージのগない

部分からり出してサンプϧを採るようにしておりま

す。

一つの分析の例で、ං前・有田地区の分析݁果です（表

8）。φトリϜ（/B）とమ（FF）というのがओ成分ݩ

ૉです。୯Ґはˋです。ϧϏジϜ（RC）からҎԼが、

QQN という୯Ґ、10 のϚΠφス 6 のೱ度になります。

0.01ˋが 100QQN になります。1ˋが 10000QQN になり

ます。

φトリϜమというのは、ؠ石きもののओたる構

成成分（ओ成分ݩૉ）になります。ϧϏジϜ・ηγ

Ϝ（CT）というのは、प期表の中で一番ࠨにあるもの

でΞϧΧリۚଐݩૉです。資料にはप期表がないの

でਃし༁ありまͤΜ。

それから、ϥンタン（-B）、ηリϜ（CF）、サϚリ

Ϝ（4N）、ϢロϐϜ（&V）、ϧςチϜ（-V）、

というのは、प期表のԼのཝ外に出て͘る部分のݩૉ܈

です。ر土ྨݩૉとݺれています。

それから、トリϜ（5I）、ϋϑχϜ（)G）、スΧ

ンジϜ（4D）です。

͜ういったそれͧれのݩૉのڍ動にಛがありますの

で、そのڍ動に基ͮいて、陶磁器土のそれͧれのݩૉ

のೱ度がมわってきます。

ࣸਅ 2 は、有田のࢁล田（༼跡出土資料）と柿ӈӴ（༼

跡出土資料）をࣸしております͚れども、ൺֱ的࣭ۉな

例をݟていたͩいているとࢥいます。表 8 はࢁล田から

出た 9 資料、柿ӈӴから出た 10 資料の分析݁果です。

ఆྔをൺֱすると、そΜなにม動がない、͜れをม

動があるというのか、ないというのか、はしいです͚

れども、表 8 では༼ごとにはそΜなにࠩはないとࢥいま

す。

͜͜では、一例としてトリϜをݟていきます。ࢁล

田の方ですと 22 ʙ 26QQN、柿ӈӴは 19 ʙ 20QQN で

ちΐっとࠩがあります。྆ऀが区ผできるかをチェック

してい͘形になります。

͜のような分析において、Կ資料、Կ点͘らいれ

いいのʁとよ͘ฉかれるのです͚れど、それも、ਖ਼言っ

てわからないというのがݱঢ়かとࢥいます。ってΈな

͚れ、わからない部分があって、そのลはԿ点で表

になりますというのはなかなか言いに͘いものです。ܦ

な系ですと、10࣭ۉ、的にはݧ 点͘らいれ、ある

ఔ度いいかな、とࢥっています。後で、ଞの地Ҭの分析

表をݟていたͩきますとわかるのです͚れども、例͑、

୩をݟていたͩきますとわかりますが、かなりらつ

いています。
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紀要編

༼ごとに、いろいろと༼の性࣭とか、おそら͘、その

らつきで༼のಛが出て͘るՄ性があるかもしれな

いとࢥいます。

ʲ理学部 7 号館地点ʳ

͜のようにして生࢈地ができましたので、ઌ΄どの東

大理学部 7 号館地点の 32 点について、Έていきたいと

。いますࢥ

図10に関࿈資料6点（ീ田中遺跡2点、ਧ上遺跡4点）

もؚめて、͜のクϥスター分析の݁果を樹形図でࣔしま

す。1 から 4 は古୩༷式であります。4 個ମがまとまっ

てଟগଞの資料とはएׯҧうのかな、というのが͑ݟて

いるとࢥいます。

樹形図のԼの方に東大の 2 άϧープがあります。東大

09、10 が中国の㦆ऱ༼、それから、東大 06、07、08 と

いうのが、ܠಙのάϧープになります。͜のീ田中

（ീ田中 -01、ീ田中 -02）が୩࢈とਪఆされています

が、東大のओάϧープとはҧっています。一応東大の 1

άϧープと同一のάϧープを作っているようにΈ͑ます

が、͜のลが、ଞのҧう地Ҭがೖってきますと、はっき

りして͘るのかとࢥいます。

生࢈地のクϥスター分析の݁果が図 11 です。

͜のように生࢈地資料と同一のクϥスターを作った部

分が同一の生࢈地という෩にして考͑ます。

例͑、خ地区が、2 地Ҭあるとか、ං前の有田地

区がい͘つかに分ྨできそうͩとか断する͜とがՄ

となります。生࢈地のクϥスター分析に、消費地のクϥ

スター分析を組Έ合わͤてい͘͜とで生࢈地ਪఆがՄ

となります。

消費地と生࢈地、͜れをซͤて一ॹにしたクϥスター

の݁果が図 12 です（関࿈資料 6 点もؚΜでいます）。デー

タがଟ͘なって小さいのでわかりに͘いのですが東大の

ようにগし、͜のඈび出たと͜ろが消費地遺跡の資料で

す。ԜΜͩと͜ろが生࢈地遺跡の資料です。

͜のクϥスターに分ྨされていると͜ろを生࢈地と考

͑ます。ৄࡉは後で、表（資料 1 表 10）になった

と͜ろでごઆ໌します。

図 12 の樹形図の࠷Լஈの部分（ະఆと記された資料

͜、います。たͩࢥが、中国の資料になるかと（܈ ͜に、

東大理学部 7 号館地点の中国の 5 点と、ਧ上遺跡の中

国࢈とਪఆされた資料 1 点がೖってきて、ઌ΄ど、生࢈

地のΈのクϥスターとは形はҟなっていますが、中国で

ผのάϧープを作っている、というのがわかります。

生࢈地ਪఆの一つのಛになります͚れども、たͿΜ、

中国のデータがありまͤΜので、͜のஈ֊で、日本࢈で

はどうもなさそうͩという͜とが、͜の݁果から言͑た

わ͚です。

そ͜で、ਧ上遺跡についてです（図 13）。ਧ上遺

跡をݟてΈますと、色絵の 3 ยとݐのછ付（資料

1 表 7）です。ઌ΄どの͜͜のਧ上、東大をೖれない

方がはっきりします͚れども、͜の 3 点（01 ʙ 03）は、

ಛに、ං前の有田地区の方にೖっています。͜の 3 点は

ං前の有田地区、あと 1 点（04）は中国࢈で良いͩろう

と。͜れもはり、基४資料がありまͤΜので、Կとも

い͑ない部分になります。গな͘ともං前ではないとい

う͜とははっきりしているとࢥいます。

消費地遺跡出土磁器ยの生࢈地ਪఆの݁果（資料

1 表 10）をݟてΈます。東大͚ͩでまとめますと、32

点です。有田地区 23 点、ݟࠤ 4 点。ਧ上遺跡の方

は、ઌ΄どの݁果になりますが、ං前 3 点、ະఆとした

のが 1 点（たͿΜ中国）です。ࢬ番号間ҧ͑ています。

4 です（おわびしてగਖ਼いたします）。東大の資料でະ

ఆが中国のܠಙと、ݐল㦆ऱ༼です。ീ田中遺跡出

土資料は୩࢈であるとਪఆされました。͜ういった形

で、生࢈地ਪఆが、ଟݩૉの報を組Έ合わͤてղ析す

る͜とによって、はっきりさͤる͜とができました。も

う一つは、生࢈地をࡉ分化できるのかというのが、͜れ

からの՝であろうとࢥいます。もしかしたら、そΜな

にࡉ分化できていないのは、当࣌の生࢈のऔりܾめなど

もあるかと考͑ています。ٯに、そういうものも、もし

化学分析を系౷的に行ってい͘͜とによって、一つの理

ղというものを与͑て͘れるのではないかなとࢥってい

ます。

ʲ東大Ҏ外の中国品などʳ

磁器との関࢈東大の方が一ஈམしたので、中国、ࠓ

をݟてΈようと考͑ました。ۙྡのと͜ろで、都立ϲ

して出土しまࡏのものがࠞ࢈とං前࢈から、中国ߍߴٰ

した。中国࢈ 30 点、それから、ං前࢈ 10 点、合ܭ 40

点を分析しました。40 点の内容は、（資料 2）プリ

ントのデータの方に書いてあるかとࢥいます。記ड़͚ͩ

になります。

資料 2 の 2 ຕ目の表（32 ϖージ）です。ਪఆ生

。ఆによる݁果がࣔされています؟地として࢈

報告書にはきちΜとあ͛たものでプリントしていな͘

てਃし༁ないのです͚れども、都立学ߍ遺跡調査会でਪ

ఆした生࢈地です。͜れについてクϥスター分析した݁

果です（図 側がࠨ。（14 40 点のクϥスター分析です。

ӈ側が生࢈地資料として出光美術館で所蔵している生

。地の採集陶ยのデータをॏͶてΈたものになります࢈
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ං前のάϧープ、中国・ܠಙのάϧープ、その΄かの

中国άϧープ、という෩に分かれた形となります。

たͩ、出光美術館の所蔵品は採集資料なので、ࠞࡏし

ているものもあるので、͜のลのと͜ろについては、研

究が止まってしまっています。また都立ϲٰߍߴ遺跡

出土資料は小ย資料なので、中の生地のఆのΈでは

しいのかなとࢥっています。ですから、本法でਪఆした

άϧープが、生࢈地のάϧープで 1、2 点はೖれସわっ

ているものもありますので、ࠓ後の՝になるのかなと

。っていますࢥ

それから、͜の出光美術館のデータについても、生࢈

地の方にあ͛ておきました͚れども、（各）資料が（各

༼、生࢈地の）表的なものか、という͜とを、γスς

ϚςΟックに組Έ立てていかな͚れならないとࢥいま

す。

その点、ං前とか、日本の古陶磁研究については、ඇ

ৗにૉらしい成果がੵΈ上がっているので、そ͜のと

͜ろを採るという͜とが、はり、៉ྷな成果がでる理

༝、意ຯがあるのͩろうなとࢥいます。

ʲࠐݟΈߥү文、日のࣈ႗文の分析ʳ

ං前のߥࠐݟү文の研究も、ϕトφϜでの出土例と、

日本の東京大学本郷構内の遺跡から出土した資料につい

ても行ってきました。東大の 4 ยと、ϕトφϜのϗΠΞ

ンから出土した 7 ยです（ࣸਅ 12）。ఆྔ݁果を表 9 に

ࣔします。

͜れらの生࢈地ਪఆの݁果を図 15 にࣔします。有田

地区のάϧープのなかに東大のものが 1 点（2）、ϕトφ

Ϝ・ϗΠΞンのものが 3 点（3・6・7）。それから、ࠤ

地区のと͜ろに、東大のものがݟ 1 点（4）と、それか

らϕトφϜ・ϗΠΞンが 2 点（1・2）です、خ地区が

東大 1 点（1）、ϕトφϜ・ϗΠΞン 2 点（4・5）とۮવ

ですか、3 つの生࢈地に΄΅ۉ等な点がਪఆされまし

た。

͜のように、ଟݩૉ同࣌ఆྔと、クϥスター分析によっ

て、生࢈地の基४試料の構ஙが一番大事な͜とであるΜ

ͩろうとࢥいました。͜れは、͜れからのまた՝にな

るのͩろう、とࢥっています。

ʲICP 発光分光分析のҠ行ʳ

そろそろ࣌間になりますので、͜れまでの報告が、ࠓ

日の本論になります͚れども、立教大学のݪ子のഇ

にともなって、ࡏݱは、ICP 発光分光分析にҠ行して

いますので、その部分をごհしたいとࢥいます（図

16）。

本ஔでは、ߴपで 6000ˆ͘らいまで上͛ま

す。資料をプϥζϚ内にໄして、プϥζϚのঢ়ଶで

6000ˆ͘らいになりますから、すてݪ子化されて、ଟ

͘のݩૉがྭىঢ়ଶにあがります。

そのྭىঢ়ଶから、基ఈঢ়ଶにམちる࣌に光を出しま

す。その光を分光器で分光して、ݕ出器でݕ出します。

そのによって、ఆ性分析ができます。その光のڧ度

によって、ఆྔ分析ができますので、ଟݩૉ同࣌ఆྔが

Մとなります。

出器のϝΧχζϜはݕ 2 छྨあります͚れども、1 個

の分光器のճ転格子でม͑てい͘γンάϧチャンωϧの

ものと、ݕ出器をฒておいてごとにଌఆするϚϧ

チチャンωϧのものとがあります。一ൠ的にϚϧチチャ

ンωϧはՁ格がߴいので、γンάϧチャンωϧものがଟ

いかとࢥいます。たͩし、本法の࠷大のܽ点は、༹ӷに

しな͚れならない͜とです。もちろΜ࿑ྗとあるఔ度

の技術とがඞ要となります。

機器中性子放射化分析ではඍྔ成分ݩૉに目しまし

た͚れども、͜ちらの分析ではओ成分ݩૉはきちΜとఆ

ྔできる͚れども、ඍྔ成分ݩૉはまͩ、ݪ子化される

ΤωϧΪーϨϕϧのঢ়ଶがありますので、50NH ఔ度で

きちΜとఆྔできるのは、ओ成分ݩૉを中心に 10 ૉݩ

͘らいです。ඪ४ؠ石をൺֱඪ४として使用してఆྔ分

析を行います。ඪ४ؠ石でೱ度がわかっていますので、

͜れらを基४にして、ఆྔ分析ができていきます（ࣸਅ

13）。

Φーブンの中で、110ˆで 1 、間͘らい加しますと࣌

ϑッ化水ૉ（)F）で 4J の݁合がれて、分ղされ、༹

ӷ化できます。それをॲ理して、分析ஔにか͚てఆྔ

分析を行います（ࣸਅ 14）。

͜うした分析によって、ओ成分の 8 ૉと、ඍྔ成分ݩ

ૉであるストロンチϜ（4S）とόリϜ（#B）のݩ

ఆྔができます。έΠૉについてはࢎ分ղ࣌にش発して

ࣸਅ ��　ϕτφϜࠃͷҨ͔Βग़ಃ࣓ث
磁器「႗文ࣈ日の」、「ү文ߥࠐݟ」
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しまいますのでఆྔはできまͤΜ。

磁器の場合ですと、ऊྔݮがগないので、100 から

ओ成分 8 化物のؚྔをҾいてりますと、έΠࢎૉのݩ

ૉのࢎ化物のؚ有ྔの目҆になるのではないかな、とい

う形でいます。

資料のチェックとして、石県小দの大࢈୩、ࠓ

遺跡から出土した資料で、୩࢈とࢥわれる資料とං前

。しています౼ݕ、われる資料を分析してࢥと࢈

資料 4 にデータをશ部おࣔししてあります。͜れ

らの݁果につきましてはผの機会に発表できれとࢥっ

ています。

ʲまとめʳ

͜͜までૉ地のҧいをݟてきましたので、͜れからの

՝として、例͑、&PM"（9 ઢϚΠクロΞφリγス（図

17））といって、樹ࢷに埋めࠐΜで断面で、ৠணして、（電

子ઢをあてますのでチャージΞップしないようにૉを

ৠணするのです͚れども）ૉ地とᬵༀの部分のہ所分析

できます。͜ういったと͜ろのہ所分析を試Έたいと

。っていますࢥ

なかなか、͜のように資料をってよいという機会が

なかなかないのですが、たͩ、ૉ地と外のᬵༀの報が、

ど͜を分析したのかがわかる͜とがॏ要です。また、ۉ

࣭性の問などもきちΜとチェックしていないので、そ

のลのと͜ろを、ࠓ後の՝かなとࢥっています。

本ஔでは、電子ݦඍ૾ڸとしてݟられますので、͜

ういったᬵༀのްΈのҧいます、ۭؾのൈ͚۩合Ψϥ

スの性࣭も、ম成技術の問としてऔりѻ͑る͜とにな

ります。ݩૉ報を同࣌にとる͜とによって、陶磁器の

ম成、あるいは࢈地の問にͤまってい͚るのではない

かないかと考͑ております。

ʲ࠷後にʳ

͜͜まではഁյ分析かりのをしてまいりました。

͜れは 9 ઢ C5 の݁果です（図 18）。まͩ、陶磁器の方

では行っていないのです͚れども、͜れはඇഁյ分析で

のಋೖもࢹにೖれるきかと考͑ています。͜れは、

ίΠンの分析の例です。埋蔵環境でͩいͿ表面をられ

てしまっています。表面が͑ݟないঢ়ଶになっています。

保ଘॲ理を行った資料です。͜ういったものをಁࢹの̭

ઢでݟますと、断面のঢ়ଶが͑ݟても、Կが書いてある

かよ͘わかりまͤΜ。9 ઢ C5 によって、断面の内部の

報で、͜͜に人のإがあるௗのϨリーϑがあるという

形で、ඇഁյで報がऔれます。͜ういった 9 ઢの断

面の؍を組Έ合わͤて内部構の報として採れない

ͩろうかと考͑ていると͜ろです。

後まࠓ、はগし中断しているような形です͚れどもࠓ

た、いろΜなςーϚ、いろΜな研究によって໌らかになっ

て͘る͜とが増͑てきています。そういったもので次の

スςップに行͚るのではないかとࢥっています。

まͣは、データをきちΜと整理して、ご報告をする機

会をૂっていますので、できましたら、Կらかの機会で

ご報告したいとࢥいます。
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ਤ ��　ੜ࢈Ҩग़࣓ثยͷΫϥελʔੳ
生࢈地遺跡出土ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、上の
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ਤ ��　౦ژେֶຊߏڷҨཧֶ෦̓߸ؗग़࣓ث ��ยͷੜ࢈ਪఆ
消費地遺跡出土ɿ東大理学部７号館地点（古୩༷式４点、ҏສཬ༷式１点、17 世紀ං前࢈ 23 点、中国江লܠಙછ３点、
　　　　　　　　ݐল㦆भ༼系ޖਢ絵２点）、ീ田中遺跡２点、ਧ上遺跡４点
生࢈地遺跡出土ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、上のݪ古༼跡（岡）̕点、
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生࢈地遺跡ɿ江戸࣌前期ɿං前地Ҭ（有田地区 11 ༼ 37 点、خ地区３༼７点、ݟࠤ地区４༼ 11 点）、
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消費地遺跡ɿϕトφϜ・ϗΠΞン市内７点、東京大学構内遺跡４点
生࢈地遺跡ɿං前地Ҭの有田、خ、３ݟࠤ地区２̕点
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ද �　ཻͱ߭ͱͷؔ（（1992）߁による）（（1992）߁による）

ද �　ಃ࣓ݪثྉͷ೪ɾಃੴྨͷԽֶੳ（ˋ）ද �　ಃ࣓ݪثྉͷ೪ɾಃੴྨͷԽֶੳ（ˋ）
ૉ༸一 	1993）『陶ܳのための科学　増ิ改ఆ版』ݐ設૰合資料ࣾ
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ද ੴؠԽੳʹΑΔඪ४ࣹ์ࢠதੑثػ　�
　　　　　　　　　　　+3��ɺ+3��（黒༵石ɿ和田ಕ）ͷఆྔ݁ՌͷҰ例　　　　　　　　　　　+3��ɺ+3��（黒༵石ɿ和田ಕ）ͷఆྔ݁ՌͷҰ例

ද �　ංલɾ༗ా۠ݹ༼ग़࣓ثยʢ̍ʣ
機器中性子放射化分析（/BFFҎ外はQQN）
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饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」

－江戸遺跡出土陶磁器の意匠の隆盛、材料・技術を拓いた消費－

水本　和美

は͡めに

චऀは、ฏ成 25 年ʙ 27 年度の 3 か年、「江戸遺跡と

༼資料によるං前色絵磁器の༂ਐ事の意匠・技術的

ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ」（基൫研究 C、+4P4 科研費

15,02973）（1）にऔり組Έ、その後も調査をଓ͚ている。

͜の研究をॹに、二宮修治ࢯ・৽໔ࡀ༃ࢯらと、東京

大学埋蔵文化財調査室によって発掘された東京大学本郷

構内の遺跡の出土陶ยに関するࣗવ科学分析をਐめる͜

ととなった。陶ย資料の分析は、同調査室の堀内秀樹・

成ࢯ࢘ߊらのごް意をಘて、さらに発ల的な形となり、

本プロジェクト 5 の参加にいたった。

͜れまでに、චऀは、ۙ世都市江戸の中心の発掘例で

ある、江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌石֞地点）、有ָொ一ஸ

目遺跡、ਆ田୶路ொ二ஸ目遺跡において、໌ ྐྵの大Ր（໌

ྐྵ 3<1657> 年）でጶࡂした一ׅ性のߴい陶磁器のηット

に関する調査研究をਐめてきた。͜れらは、17 世紀中

༿の大໊Ոで保有された饗応のための器である。͜れら

のηット関をݟると、ઓ国期Ҏདྷଓ͘౷的な物

中国陶磁にରするՁ意ࣝによって構成されるηットの

うちに、江戸期にຄڵして隆盛するං前磁器がٸにध

要されるա期がөし出されていた。その͜とは、ઓ国

期から江戸࣌の上Ґの֊において、چདྷのՁ

意ࣝが保たれつつも、৽たなՁ意ࣝがժ生͑る༷をࣸ

すものであった。

͜の৽たなՁ意ࣝをӨし、۩ݱ化したものの一つ

に国࢈化された色絵磁器がある。その作にあっては、

੍作ऀの材料・技術のઓがあった。たͩし、その

ઓをध要のٻめる方と一கさͤるには、分੍ࣾ会

のԼでは職人の技ྔのΈではୡし͑なかった、意匠デβ

Πン༼ごとのׂといったάϥンυデβΠンもଘࡏし

たとࢥわれる。それがどのようなܦҢで実ݱされたか、

という点は一つのΧΪとになろう。

͜うしたܦҢをৄらかにするのは、චऀら考古学の立

場、ྺ࢙学、美術࢙など、ଟ͘は人文系諸科学の事

になる。しかし、そのためにも、技術材料、技法を

に論͡るための、さらなる報とखஈがཉしいと͜ろࡉ

である。͜れには、物理化学的ख法をඞ要とする。

東京大学本郷構内の遺跡では、すでに、1990 年か

ら、ࣗવ科学分析とのڠ業を通͡て、͜うしたऔり組Έ

を行っている。͜うした研究࢙も;ま͑つつ、本ߘの目

的は、考古学の立場から、17 世紀中༿の出土陶ยをྺ

ࣗ、的にҐஔ付͚た上、本プロジェクト研究において࢙

વ科学にԿを期するのか、をࣔす͜とにある。

そ͜で、本ߘでは、まͣ、中国磁器とං前のڃߴ磁器、

ಛに色絵磁器が、どのような意ࣝԼに生࢈・ड容されて

いたかをड़る͜ととした。͜れまで東京大学本郷構内

の遺跡のうち、ಛに、加賀藩邸において、ॳ期色絵の出

土がଞの江戸遺跡よりଟいと考͑られてきた。しかしۙ

年の調査事例のੵにより、実のと͜ろ、ॳ期の色絵磁

器をؚΉ、17 世紀中༿のڃߴ৯器は、໌ྐྵの大Րによ

りࣦわれており、͜れがもともとภࡏしていたڃߴ陶磁

器のηットとその世品のଘに、ผのόΠΞスを与͑

てきた点を論͡る。本དྷ、໌ྐྵの大Րでࣦわれる͜とが

な͚れ、͜れらのॳ期色絵に関する͜れまでのݟղも

ҟなっていたかもしれない。

そ͜で、͜れらの作業で、資料のภࡏ性をいったΜਖ਼

ৗなόΠΞスに、つまり、ԟ࣌のをөした認ࣝに

した上で、さらに、͜れらがどのような意ࣝԼで生࢈

されたのかを、චऀのྗྔの及ͿൣғでࣔしてΈたい。

そして、当࣌の人びとがԿをཉし、そして、それをどう

実ݱしたのか、その͜とをࠓ後どのような形で立ূし͑

るのか、について考してお͘͜ととする。͜れらは、

ڮ後のプロジェクト研究において、ࣗવ科学分析のࠓ

しのために行うものである。

なお、本ߘは、2019 年 12 月 21 日に、東京大学埋蔵

文化財調査室プロジェクト 5 で開࠵した「加賀藩邸出土

陶磁器と科学分析」において、「饗応で創出、共有され

てきた「古」と「当世」」－江戸遺跡出土陶磁器の意匠

の隆盛、材料・技術を拓いた消費－、として報告した

内容をࠎ子としており、͜れに技術・材料部分を付͚

したものである。本プロジェクトは、ࡏݱもਐ行・ܧଓ

中であり、චऀをؚめた人文科学側の研究のਐల、ある

いはࣗવ科学分析の৽ల開によって、本ߘでのݟղは、

దٓ修ਖ਼していきたい。

　所ଐ　東京術大学大学Ӄ　美術研究科　ඇৗࢣߨۈ
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１．「饗応の器」にΈる「古」と「当世」

ʢ̍ʣඒज़ͱࢿݹߟྉ
ᶃࢿݹߟྉͱඒज़ʢੈʣͷڞ௨ੑͱҧ͍

本ߘのओなର資料は、江戸遺跡から出土した一ׅ性

のߴい陶ย資料である。ಛに、17 世紀をԼ࣌ݶ期

とする遺構の出土例をٞ論の中心にす͑る。同࣌・同

美術館・ത物、ࡏݱ、期に作された陶磁器の中には࣌

館に所蔵され、美術作品としてのධՁのߴい世品もଟ

い。

さて、ある 1 ยの陶磁器が作されてからഇغされて

考古資料として出土したり、あるいは世品としてݱ

にड͚ܧがれたり、というաఔがある。1 図は、͜の、

一方が考古資料（出土陶ย）として、一方は美術作品（

世品）として確認されるաఔについて、「考古資料と

世品のҧい」として図化したものである（2）。

もちろΜ、個ผの事例では、1 つ 1 つの陶磁器が作

され、その後、消費ऀ（所有ऀ）のखݩにったとして、

その後のաఔは、୯७ではない（3）。

1 図のϞデϧは、あ͘までも͜の 1 点の資料の࣋つ、

ストーリーを୯७化したものである。また、江戸遺跡で

は、しし発ݟされる大ྔの陶磁器をؚΉまとまった

形のഇغを、い͘つかのഇغパターンとしてྨܕ化でき

る͜とが、研究ऀの間でられてきた。

Ϟデϧ化については、（B）Ϟデϧ化による୯७化とྺ

に関するܕパターンのྨغ的個性のෆ一க、（C）ഇ࢙

共通認ࣝ、の 2 つの؍点から考する͜とができる。（B）、

（C）のように、Ϟデϧ化と個ผのݱのఆは、ໃ६

するようであるが、実ࡍは江戸遺跡ではどちらも確認・

認ࣝされている。 

ҎԼ、は͡めに世品において確認できる事例をあ͛、

それとともに、遺跡において陶磁器が出土するঢ়گをഇ

パターンにغパターンごとに上͛ておきたい（4）。ഇغ

ついては、࠷もわかりすい例を出すため、17 世紀中

༿Ҏ外のものも掲͛る͜とにした。

ʲੈʳ

世品にも、དྷ品、世品、چ蔵品などいろいろな

छྨがある。また、୯独でわったもの、ശೖりでわっ

たもの、ෳ個ମまとまってわったものがある。͜れ

らは、དྷྺが໌らかなものもあれ、དྷྺがෆ確かなも

のもある。さらに言͑、ਅآ問もଘࡏする。

世品から年をಋ͘にࡍし、もっとも৴པのお͚る

ものは、ᶃਅである͜とが໌らか、ᶄ作品そのものに年

が記されている、ᶅ年的なධՁと学術研究成果がໃ

६しない、などが考͑られるが、ᶅについても、研究ऀ

のط資料がඞͣしもすてではない͜ともあって、実

。のධՁはしいͩろうࡍ

実例としては、ඌுಙՈΏかりの世品に、ಙ美

術館に所蔵される「ָ々Ԃম」がある。͜れにରして、

江戸遺跡（ඌுಙՈの藩邸）出土した考古資料の「ָ々

Ԃম」その੍作ಓ۩、などがଘࡏする（5）。

͜の点で、後ड़する、ίϨクγϣンの成立աఔについ

て、同࣌資料をಘる͜とのॏ要性が認められている。

ʲग़ʢຒೲɾ෭ʣr

・地中に埋まっている考古資料では、ଟ͘の出土例は、

ഇغされたঢ়گをࣔす。しかし、一部の資料では、地中

にೲめる、つまり、意図を࣋ってその場にあるঢ়ଶにさ

れたものもଘࡏする。例͑、෭品などがそれにあた

る。

ʲग़例ʢҨغʣr

غによる遺ࡂ・

上郷岡ݪ遺跡と東宮遺跡では、ീッ場μϜの開発事業

に伴い、܈അ県埋蔵文化財事業ஂによって発掘調査が行

われた。͜͜では、江戸࣌のଜམでの生活が、ઙ間ࢁ

のՐに伴い発生したఱ໌టྲྀのԼから、టྲྀにのまれ

る前の࢟をとどめて発ݟされた。టྲྀがͤまり、その

前の࢟のまま、遺غされたためである。例͑、東宮

遺跡からは、ଜམのՈの中にஔされた陶磁器が、使

用࣌のঢ়ଶのままで発ݟされている。中には、߳にઢ

߳をともしたままのもの、あるいは、収ೲঢ়ଶにあるࡼ

ྨなどがΈられる（6）。

ʲग़例ʢഇغʣr

江戸遺跡のॳ期のഇغ論研究において、ᐾਅによっ

て、ࢦఠされたのが、日ৗ的、ඇ日ৗ的なഇغである（7）。

ᐾは、遺構୯Ґの器छ構成、器छຖの出ݱස度から、

日ৗ的ഇغとඇ日ৗ的ഇغに関する考を行っている。

� ਤ　ࢿݹߟྉͱੈͷҧ͍ͷ֓೦ਤ

ඒज़ؗ
തؗ

աڈᶗ� աڈᶘ աڈᶙ աڈᶚ

ݱ

ݱ

ݱ

ެ։

ݟతௐࠪͱൃֶݹߟ
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ඇ日ৗ的なഇغについてᐾは、Ո地にお͚るෑ

いをఆし、͜れを世ଳの࣋つ生活ಓ۩の෮ݩにあてよ

うとした。消費都市としての江戸遺跡にお͚る、一ׅ性

のߴい陶ยがまとまって出土するഎܠとして、͜のよう

にඇ日ৗ的なഇغがଘࡏし、本ߘでओたるݕ౼を行って

いるՐࡂも͜うしたタΠϛンάの一つである。

そして、ࡂによってጶࡂし、一ׅ性を保ってഇغさ

れた܈資料の分析は、次にड़るとおり、世品では

しい、ある࣌点のՈ財・あるいはίϨクγϣンのա的

な༷૬の、あるいは࣌期的な考を行うための大きなॿ

͚になる。

ᶄίϨΫγϣϯܗ

江戸遺跡出土陶ยにおいて、一ׅ性のߴい出土陶ยの

分析がॏ要な理༝に、͜うした一ׅ資料は陶磁器のഇغ

の۩ମ的な༷૬をࣔす͜とはもとより、その一܈を分析

する͜とにより、あるՈのίϨクγϣンが形成されるա

ఔ当֘࣌期のՁ؍をࣔす、あるいは、͜れらの࣌期

をる͜とができる点がある

2 図は、考古資料とίϨクγϣン形成の関を図化し

たものである（8）。

例͑、美術館・ത物館に収められた大໊Ո߽・

߽などのͻとつのچՈにདྷしたίϨクγϣン、ある

いは、いまͩ、چՈの蔵などにるίϨクγϣンは、΄

とΜどの場合には、ある一࣌期の࢟、というよりも、そ

のچՈのଘଓ期間中に、次第に形成されてきたものであ

る。͜れらの目録がஞ次のߋ৽ごとに作成され、その目

録がともにされているのは、かなり運でك有な場合

となる。江戸࣌の大໊Ոの中で、໌治期にೖってՈ財

がചられ、そのࡍに、ചり立て目録財࢈目録が作られ

る͜とがあったが、それがあれྺ࢙記録としては運

である。たͩし、ଟ͘の陶磁器は৯器であって財࢈とい

うよりは、生活のಓ۩として使用・認ࣝされてきたため、

その陶磁器を͜うした目録でશにѲできるかと言͑

、͑は൱である。Ծに陶磁器の記録がっていると

しても、͜ れらは、考古資料でよ͘言われる「Լ࣌ݶ期」

のような形での一ׅ性をࣔす͜ととなり、ಋೖ࣌期を

る͜とはߪೖ࣌の࢙料を除͚またผである。

ίϨクγϣンの形成աఔがෆ໌な場合には、そ͜にؚ

まれている陶磁器ྨが、「いつ」その一܈に加͑られた

のかは、ܕ式学的、美術࢙的な、あるいは、ശ書き、な

どものそのものからのΞプローチにཔら͟るをಘない。

͜うした、एׯの࣌期にରするᐆດさ、があるためか、

ۙ年では、ܕ式学的方法とҐ学的方法という、年ܾ

ఆについて 2 方からのクロスチェックがՄで、かつ、

地震Ҿっӽし記録等によってઈର・ࡂ運な場合、Ր

年のܾఆをもՄとしてきた、考古資料にରする関心

が、美術࢙の研究ऀの間でもߴまっている。

2 図では、江戸࣌のՈにお͚るίϨクγϣンの形成

աఔと考古資料として発ݟՄなഇغ品、そして、世

品としてされるものをࣔした。࠷上ஈでは、あるՈで

一࣌期にೖखされた一܈の陶磁器܈が、ԿらかのΞクγ

デントで消ࣦする͜とをࣔしている。͜の場合、場合に

よっては出土する一܈は、ある一࣌期に保有されたηッ

トとなるͩろう。͜͜では考古資料として発ݟՄな部

分を੨色で表ࣔした。

次の中ԝのஈについては、上記と同͘͡ある一࣌期に

ೖखされた一܈の陶磁器ηットのうち、ηット一部につ

いてはԿらかの理༝で͚ܽてしまっている。そして、あ

る࣌期に、৽たな一܈がηットに加わる͜ととなる。͜

͜では、࠷ऴ的に考古資料として発ݟされるՄ性のあ

るものは、੨色でࣔした、ઌに、ηットから消ࣦしていっ

た一部のものである。色でࣔしたりのものは、世

品となる。͜͜では、2 つの࣌期のηットが合わさった

形となりうる͜とをࢦఠする。なお、͜の中ஈの色の

ηットについても、そのઌがଓいて行͚、同͡ように

考古資料になるՄ性はる。

ॳのηットと次のηットがまった͚ܽͣ͘࠷、後に࠷

に、すてされる場合をఆする。͜れらは、はり、

あわさる形で世されるかもしれない。

もしも、運にも、ஞ次加ߋ৽されていったಓ۩が、

Լஈにࣔす࠷ऴ的なίϨクγϣンにまでり、さらに、

各࣌期のདྷྺをࣔす文ݙがされているのなら、それ

らは、大มにكগでॏ要な資料となるͩろう。なお、͜

の࠷後にるものの中には、れられ、あるいは、放ஔ

されたまま遺ଘしたものもఆできる（9）。
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しかしながら、ઓ国࣌から江戸࣌、さらには、໌

治࣌からݱにいたるまで、かのಙࡾޚՈですらも、

Ո財が、࠷後のίϨクγϣンにすてるわ͚ではない。

そ͜で、後ड़する一ׅ性のߴい出土陶ยのと͜ろでは

͜れらを使って、江戸࣌ԟ࣌の陶磁器のՁにͤまり

たい。

ᶅՁͷมԽʢݹͱੈʣ

さて、ある࣌のՁ意ࣝは、次の࣌にどれ΄どड

がれてい͘のͩろうか。もしかすると、日本列ౡのܧ͚

において、考古学的に確認できるಓ۩について、あ࢙ྺ

る࣌のಓ۩のηット一がすて一度期にՁをࣦっ

て、次にҾきܧがれる͜とがなかった、などというม

ֵは、意外にもお͜っていないのかもしれない。

物の陶磁器にରするࢤは、室ொ期Ҏ߱、江戸࣌

をܦて、ݱにいたるまで࿈໖とड͚ܧがれている。

͜ىঝは、ࣾ会の上ҐのަがܧདྷのՁ意ࣝのچ

りଓ͚た 15 世紀後からଓいたઓ国࣌にも、్ઈ͑

る͜とがなかった。それはಙ࣌とも言われる江戸࣌

に、Ո߁ਉのՈਉஂが大໊ນֳとして಄֯をݱし

ྗをಘてなお、「公Ո成大໊」などといわれるように、

同࣌に「ैޒҐԼ」のなどで「఼上人」となるඞ

વがあった͜とにもうかが͑る（10）。

たͩし、同࣌に、ผの৽しいՁ意ࣝの಄もお͜り

ଓ͚、江戸࣌の中で同͡陶磁器のηットがそのままྲྀ

行しଓ͚る、という͜ともまたな͘、そのྲྀ行はめま͙

るし͘มわっている͜とも事実である（東大編年参照）。

͜のようなμブϧスタンμーυともい͑る、৽چのՁ

؍の共ଘは、陶磁器において物झຯと同࣌に当世෩、

をも同࣌に良きものとすると͜ろとॏなるのである。そ

して、「当世」はまた、いͣれかのタΠϛンάにおいて、

「古」（いにし͑）とҠりมわるのである。͜のม化と

ෆมのՁ؍を、ಓ۩立てもまたөし出す。しかし、前

ड़のとおり、͜れらのηットはそのままのঢ়گでる͜

とがكなため、その遺ଘঢ়گによっては、ࢲたちの目を

わͤる͜ともある。

ʢ̎ʣ�໌ ྐྵͷେՐ͕ݱͷੈʹٴ΅ͨ͠Ө
ڹ

ᶃށߐͷߏࢢʢෑஔʣͷӨڹ

චऀは͜れまで、陶磁器研究とۙ世都市江戸の構に

ついて、同࣌に研究をਐめてきた。ۙ世都市江戸は、ক

城たる江戸城をその中֩として、その中たる本ډの܉

ؙには、ক܉・ນֳ・大໊などで構成され政機を࣋

つ表ޚ఼と、ক܉ՈとそのՈのॅまうԞޚ఼をした。

そして、͜れを、ۙऀນֳのෑ、大໊Ոのෑ、

ນਉたちのෑなどがとりまき、൴らの用をຬたすよう、

ொ人地Ո地がされた。͜れらは、江戸Ҏ前の江戸

をҿΈࠐΈながらも、Ո߁ೖからՈ光による外堀普

でٸに作り出された。なお、参ۈにより集められた大

໊ՈのෑあるいはࣉӃなどが、その外側にଘࡏするଜ

ொにӨڹを与͑る֩となり、江戸城とともに、ෳ֩的

なঢ়گをつ͘った。都市のۭ間構から、（もともと）

付加Ձある器物・ಓ۩は、ࣾ会的地Ґࡁܦ的༏Ґ性

に付ਵする形で、都市江戸のۭ間の中で地理的にภࡏす

るにある。ࡉ部をΈても、例͑、大໊ෑ内部に

お͚る、出土遺物の内容にࠩҟをΈる͜とができる。۩

ମ的には、東京大学本郷構内の遺跡（加賀藩邸）にお͚

る、ޚ఼ۭ間の遺物と、٧人ۭ間の遺物のࠩҟなどであ

る。͜れはその΄かのଟ͘の江戸遺跡においても、一ఆ

ఔ度確認されている͜とである（もちろΜ、例外的に、

内౻ொ遺跡などのように、Ո地内にொ人地のΰϛがೖ

りࠐΉ場合もあるのͩが。）。

そして、（もともと）付加Ձがある器物・ಓ۩にお

いても、そのՁがม化する͜とがある。あるいは、

のものがखにೖらない֊が͜れをೖखしたいとΉܕ

がނに、ྨࣅ品、൚用品、あるいはまた、ِ物が出ݱし

てそれらがड容された͜とも、出土した京মの研究ある

いはমԘᆵの研究として江戸遺跡で確認されている。

江戸の参ۈ、大໊・ນֳなどのՈをؚめた分

のҠ動（立出世Ոのө、あるいはམ）は、Ձ

あるಓ۩のஔかれる場のҠ動をもたらしている。͜のҠ

動には࣌間とۭ間の྆側面がある。͜うしたՁのภࡏ

と、Ձのม動は、のちに美術品としてされる世品

のଘࡏにもӨڹを与͑たものと考͑られる。

そして、͜のՁあるಓ۩のもとのภࡏ性に、大きな

Πンパクトを与͑、ผのόΠΞスをか͚た出དྷ事の一つ

が、໌ྐྵの大Րなどの都市のՐࡂ（都市である͜とにも

意ຯがある。当࣌の都市にはࢧ֊が集ॅ、また、江

戸においては、ಛにݦஶなঢ়گ）ではないかとචऀはਪ

ଌする。

ᶄ�໌ ྐྵͷେՐͨ͠ߦྲྀ࣌ʮݹ୩ʯੈͷ݈ࡏʹ

ڹӨ͘ڧ

17 世紀、ං前のॳ期色絵磁器（古୩༷式など）

をؚΉڃߴ磁器が、もともと「品」としてྲྀ通したஈ

֊で、都市江戸の中心部にॅまう、上ڃのՈ֊にภ

ߴしていた。そして、໌ྐྵの大Րによって、͜うしたࡏ

してॲ分された。͜の͜とをࣔࡂ磁器は૬当なྔがጶڃ

すための例を、චऀは、໌ྐྵ大Րでጶࡂしたとਪఆさ
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れるጶࡂ一ׅ資料として江戸遺跡の中からந出する（11）。

次項にड़る、ઍ田区・有ָொ一ஸ目遺跡・070 号遺

構、ઍ田区・江戸城跡（ࣚݟଟ࿌石֞地点）　の

໌ྐྵ大Րጶࡂ一ׅ資料、ઍ田区・ਆ田୶路ொ二ஸ目遺

跡の໌ྐྵ大Րጶࡂ資料がそれである。͜の 3 遺跡に加͑

て、それよりҎ前にられていた、ߓ区・ࣚཹ遺跡にお

͚る事例からは、ैདྷ考͑られてきたΠϝージよりも広

ൣғに（෯広いՈےに）、古୩༷式の品が保有され

ていた͜とをࣔしている。͜れは、次節のᶇでࣔした東

京大学本郷構内の遺跡にお͚る加賀藩・大ࣉ藩邸にお

͚る事例が、ࣗવ科学分析によって問を提ىしたその

一方で、ैདྷઆをิڧする材料としてもҐஔ付͚られて

きた͜とにରして࠶考をͤまる内容であるとい͑よう。

そして、ઌにあ͛る 3 例は、໌ྐྵ大Րによって、そも

そもภࡏしていた古୩༷式の品が、江戸の中心部の

資料がՐࡂでࣦわれた͜とにより、世される資料のภ

性にさらなるόΠΞスを与͑たものである͜とをࣔࡏ

す。ҎԼ、（3）において、各遺跡での出土例を؆୯に、

Έてい͜う。

ʢ̏ʣ�ফඅҨʹΈΔ ͷ৭ֆ࣓ࠒத༿لੈ��
ड༰ث

ᶃઍా۠ɾށߐʢࣚݟଟ࿌ੴ֞ʣ

໌ྐྵେՐጶࢿࡂྉʢ��ʣ

江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌石֞地点）は、江戸城の本ؙ

の東側、ക林ࡔとࣚࡔݟの間にある石֞とそのഎ面であ

る。もともと、二ϊؙとの間にҐஔする͜の場所はനௗ

Ӭ。によって区ըされていた 14 年（1637）にനௗ

は一部埋められ、二ϊؙに東照ࣾが営され、ঝ応 3

年（1654）まで͜の東照ࣾがଘࡏした。໌ྐྵ 3 年ਖ਼月に、

東照ࣾの基ૅを石֞として、本ؙのఱを二ϊؙ側に֦

ுする本石֞の普がは͡まった。と͜ろが、普をは

͡めた後、同年 1 月 18 日に໌ྐྵの大Րが͜ىって普

はいったΜ中断する。同年中に͜の普が࠶開されて、

本石֞が成するのであるが、͜ の࠶開された普のࡍ、

໌ྐྵ大Րでጶࡂした本ؙޚ఼のものとࢥしき遺物が͜の

場所でॲ理されている。そ͜で、石֞のഎ面からは、大

ྔのম土とম͚たྨנにަ͡って、陶磁器が出土した。

චऀは、എ面にؚまれた陶磁器をその年から、໌ྐྵ大

Րጶࡂとൺఆしている。

そして、͜のηットにؚまれた陶磁器は、໌ྐྵ大Ր、

つまり 1657 年をԼݶとするক܉Ոの৯器ηットとして、

その構成を当࣌の饗応に使用するために۩備されたߴ࠷

。とධՁしている品をؚΉηット関ڃ

さて、͜のなかには、中国磁器とං前磁器がؚまれて

いたが、͜れらについてड़ておきたい。

まͣ、͜のηットでは、ଟ͘のഁยが磁器であった。

陶器土器はগな͘、陶器で点のଟかったのは、৴ָ

のࠊനの༿ᆵである。土器はさらにগな͘、ܕԡし文

༷を施したかわら͚、「ఱԼ一फ࢛」のՐുなど、

ൺֱ的しいものをؚΜでいた。

中国磁器では、੨磁、ന磁、੨Ֆ、色絵などが確認で

きた。੨磁は、໌ॳのᆵ、൫などをؚΉ。੨Ֆにおい

ても、໌ ॳのચ（面ຍ）のように国内でも།一の資料、

൫のようにكগなものがΈられた。͜うした大ܕ、そし

てそれͧれ一品で出土する品にରして、ଗいの品も

あり、͜れらはጶࡂした資料܈のԼ࣌ݶ期にۙい、ਸఓ

期の੨Ֆがଟかった。色絵にはສྐྵ期のものもΈられた。

遺ଘ度がѱい小ยかりで、報告࣌には図ࣔできなかっ

たがന磁ࡼなどന磁もଟؚ͘まれていた。古છ付・ਸ਼

などもΈられる。

ං前磁器では、છ付、色絵、ྤཨᬵ、などがΈられた。

さらに、ேのന磁ᆵなどもؚまれていた。

છ付については、1630 ʙ 1650 年のもので、おおΉͶ、

ਸఓ期にฒ行する。ྨࡼがଟい。1640 ʙ 1650 年にか

͚てのೇ୩༼の品もΈられ、ߴܘはすでに大き͘

なっており、発色、ૉ地ともに技術的にはॳ期ҏສཬを

͑て、古୩༷式から柿ӈӴ・南ݪ༼のஈ֊に

かうと͜ろである。

͜͜で、ॳ期色絵につては、いわΏる「দϲ୩ख」

品も確認できている。色絵ਸ਼をϞデϧにした、ං前の

色絵磁器のുでは、ߴの外側のり、色絵の文༷の

Ґஔ合わͤ方など、ඇৗにஸೡな事がなされていた。

古୩༷式の品もΈられる。

ᶄઍా۠ɾਆా୶࿏ொೋஸҨ

໌ྐྵେՐጶࢿࡂྉʢ��ʣ

ਆ田୶路ொ二ஸ目遺跡は、東京都ઍ田区ਆ田୶路

ொ二ஸ目 15 番地外に所ࡏする。同遺跡は、江戸のॳ期

にはࣉӃがଘࡏしたが、Ӭ 20 年（1643）にේ大໊

であるࢁ城国ཎ藩ӬҪՈの上ෑとなってҎདྷ、Ԇๅ 8

年（1680）に収公されたのちも、ේ大໊がྺഈྖし

たෑにあたる。文ݙ調査からは、͜れらのේ大໊た

ちは、ऀ番ࣾࣉไ行、さらに中をۈめるなど、ນ

ਉの中でもΤリートであった。͜のෑは、൴らが出世

ίースをาΉその一࣌期をաごす場所となった。おそら

͘は、ේ大໊のෑ地は、͜のように、ある一ఆの

分・格式に૬応するものとして与͑られたもののようで

ある。あるՈが通ৗのং列をਐΜでよりҎ上の職に

なるか、あるいは、場合によってはよりҎԼの職にな
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るかすると、ෑをަしてい͘ようなγスςϜで運用

されていたとい͑よう。そして、͜のγスςϜにݺ応す

るように、本遺跡をؚΉນֳたちのෑ内の出土遺物は、

当࣌のڃߴ৯器を伴った。͜ れらにはそのՈ々あるいは、

個々人の個性もΈられるし、個ผ資料の個性もあるもの

の、一方で、上記γスςϜをかいまΈる͜とのできるよ

うな、ԟ࣌のՈの格式૬応の器物としてもධՁできる。

ේ大໊のෑである、本遺跡には、චऀとླ༟子

がある。͜れ܈として考͑た遺物ࡂが、໌ྐྵ大Րのጶࢯ

らのうちにも、͜͜であ͛るଞの事例同༷、中国磁器と

ともにං前磁器がΈられた。

" 区 4 面ম土では、ඃしたܠಙの 「日のࣈ႗」

文のଗいࡼとともに、ਸ਼खでؙ文をあしらった古୩

༷式の大ࡼが出土している。 

̘区 4 面ম土では、ඃしたܠಙの੨Ֆのଗいࡼ、

「日のࣈ႗」文のଗいࡼとともに、ܕଧち成形の古

୩༷式の色絵のࡼが͜れもଗいで出土し、さらに、ޒ

も出土している。͜の΄か、㦆ࡼखの古୩༷式の大࠼

ऱ༼のޖਢ絵大ࡼもΈられた。 

͜の͜とから、古୩༷式の色絵品は、ේ大໊の

ෑにおいて、中国のそれと同༷に、৯器として使用さ

れていた͜とがわかる。なお、同遺跡では後ड़のࡔՈ

と同༷にುౡ藩༼品がଟ確認されている。ӬҪՈҎ

後に͜の地をഈྖしたນֳの職に応͡て、ଃ与された

と考͑る。

ᶅઍా۠ɾ༗ָொҰஸҨɾ���߸Ҩ（11）ߏ

有ָொ一ஸ目遺跡は、東京都ઍ田区有ָொ一ஸ目 1

－ 2、4 － 1 号に所ࡏする。同遺跡は、ૣ ͚れܚ 6 年、

͜れよりҎ後からԆๅ 9 年（1681）まで、Ո߁ので

あるদฏ（౻Ҫ）Ոがෑをഈྖした場所である。দฏ（౻

Ҫ）Ոは、Ո߁の࢛前にあたる（）のޒஉ利

（ʁʙ 1560）をとするՈےで、Ո߁ののේ

大໊で、ेޒҐԼなどをࣀっている。

同遺跡の 070 号遺構からは、໌ྐྵの大Րでጶࡂした、

中国磁器とං前磁器の方をؚΉ৯器ྨのηットが出土

している。ඃし、ׂれたഁยがまとまってম土中に

ഇغされたঢ়ଶで出土しており、͜れらがԼ࣌ݶ期で

1650 年までのものをؚΉため໌ྐྵ大Րጶࡂとਪ

ఆした。合は良͘、৯器ηットとしてのまとまりを

෮ݩするにඇৗに良なηットである。たͩし、江戸城

跡（ࣚݟଟฉ࿌石֞地点）の໌ྐྵጶࡂ資料とのҧいで、

江戸城跡ではΈられるような中国の໌ॳの੨磁੨Ֆな

どの国内の事例でもトップクϥスとい͑るようなものは

ؚまれない。

070 号の中国磁器には、੨磁の൫खԳܕ水ܠ、ࢦಙ

系の੨Ֆ色絵、㦆ऱ༼系のޖਢख（Ֆख大ࡼ）、

などがΈられる。ܠಙ੨Ֆは、17 世紀としては、

ං前磁器と同等に出土しており、同࣌期の江戸遺跡のも

のとしてもଟいと考͑る。ܠಙ磁器の੨Ֆには、ෙཀ

ख大ࡼのような大ܕ品が୯ମでΈられる例もあれ、中

などのように、ෳ個ମのଗいを確認した、ࡼ小、ࡼ

ものもある。中国磁器の色絵には、ଗいの色絵ਸ਼のࡼ

、東京国立ത物館の所蔵品にྨࣅの文༷のࡼなど、ಛ

的なものもΈられた。

ං前磁器には、છ付の΄かに、ॳ期色絵（古୩༷式）

の大ࡼ、ܕଧちのม形ࡼのଗいもΈられた。

ᶆ۠ߓɾࣚཹҨ（12）

ࣚཹ遺跡は、東京都ߓ区東৽ڮ一ஸ目 5 番地に所ࡏす

る。͜͜では、『ࣚཹ遺跡Ⅱ』所収の出土遺物から論͡

たい。江戸࣌では、外༷大໊のઋ藩ҏୡՈ上ෑと、

ේ大໊のࡔՈෑとその境քのߔに遺物܈を大き͘

分͚る͜とができる。そして、ං前のॳ期色絵品は、

ҏୡՈとࡔՈの方と境քのߔから出土している。গ

ない点の中でのൺֱにはなるが、ҏୡՈよりもࡔՈ

の方で点がଟ͘なっている。出土陶ยશൠのとし

て、17 世紀前ஈ֊では、੨磁（ҏୡՈにおいて大ܕ

のՖළも出土）、੨Ֆ、㦆ऱ༼系ޖਢ絵（大ࡼ）など

の中国陶磁に、ං前磁器が加わっていた༷子がΈてとれ

る。ං前磁器は、ଞと同༷に、છ付品にそのओମがあ

り、中国磁器に伴い、1630 ʙ 1650 年にか͚てのං前

磁器がΈられる。ܠಙ੨Ֆについても、江戸城と同༷

にܕଧち成形の中ࡼがෳの遺構にݟࢄされ、͜うした

。がもとはଗいで使用されたと考͑られるࡼ

なお、17 世紀中༿Ҏ߱になると、ࡔՈの方で、ು

ౡ藩༼品がଟ͘確認されている。また、ҏୡՈでは

南ݪ༼のછ付品がଟ͘使用されている。͜うした

ঢ়گからは、ҏୡՈにおいてはઓ国期ҎདྷධՁされてき

た中国の੨磁などを保有しそれに৽たなಓ۩を加͑て

いったのにରして、ࡔՈにおいては໌Ҏ߱のڃߴ磁

器からଗ͑て行ったようにࢥわれる。ುౡ藩༼品につ

いては、ນֳとしての地Ґを࣋つ、ࡔՈにଟ͘保有さ

れ、南ݪ༼はڃߴ品ではあるものの、ඞ要に応͡てߪ

ೖされたのであろう。報告をݟるݶりでは、「দϲ୩ख」

については出土していないようであり、͜の点は、確認

したいと͜ろであるが、しし保ཹしておきたい。

ᶇจ۠ژɾ౦ژେֶຊߏڷͷҨ（13）

東京大学本郷構内の遺跡は、ࡏݱの東京大学の本郷
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キャンパス内に所ࡏする。広大な本郷キャンパスに広が

る同遺跡には、ՅӬ 6 年（1853）のஈ֊（の江戸絵図）で、

加賀藩前田Ո上ෑ（8 ສ 8482 ௶༨）、ࢁ藩前田Ո上

ෑ（1 ສ 1088 ௶）、大ࣉ藩前田Ո上ෑ（5762 ௶）、

水戸藩ಙՈ中・Լෑ（6 ສ 4332 ݪ藩小ּࢤ҆、（௶

Ո中・Լෑ（௶ෆ໌）、ض本Ոෑ（1131 ௶）、

ઌखమ๒組組ෑ（300 ௶）とෳの大໊ෑՈ

ෑがஔかれた。なお、ࢁ藩、大ࣉ藩は加賀藩のࢧ藩で、

加賀藩からෑ地を貸与されたものであり、Ӭ 16 年

（1639）に、与͑られたとされる。

加賀藩の上ෑは、江戸ॳ期にはཾ೭ޱにあったが໌

ྐྵ大Րによりጶࡂ・શমして、一度、ڮަےにҠったが、

ఱ和 2 年の大Ր（1682 年）のཌ年に、Լෑであった当地・

本郷邸が上ෑとなる。

Լෑとしての本郷邸は、ݩ和 2・3 年（1616・1617）

に、3 藩ओ前田利ৗがഈྖした。Լෑ࣌の本郷邸

は、ഈྖ後 10 年の間はखつかͣであったが、Ӭ 4 年

（1627）になると、利用される༷子がうかが͑る。さら

に、Ӭ 6 年（1639）にক܉Ո光と大ޚ所秀が、Ӭ

17 年（1640）には࠶びՈ光がޚ成するなど（成 2013）（13）、

Լෑとい͑ক܉をܴ͑る作事ಓ۩はあつら͑ていた

であろう。

͜れらのෑうち、加賀藩のޚ఼ۭ間で使用されたと

考͑られる৯器ηットと、͜の加賀藩の৯器ηットに༝

དྷするとධՁされている大ࣉ藩邸内出土のڃߴ磁器の

ηットをؚΉ事例をとりあ͛たい。ಛに、大ࣉ藩邸に

関࿈しては、本プロジェクトの 4、で成࢘ߊにより、

ҩ学部附ଐපӃ地点のೖӃ棟 " 地点̘ 2 に関࿈する

報告が行われ、͜͜ではओとしてその報告を参照してま

とめておきたい。

それͧれの年的なূݕについては、மにあ͛た各文

を参照されたい。͜͜では、前ड़のݙ 1657 年の໌ྐྵ大

ՐをԼݶとする資料にରし、ఱ和 2 年（1682）をԼݶと

するҎԼの資料のԿがҧうのかをΈておきたい。

ఱ和 2 年のՐࡂによる資料にΈられる南ݪ品のଗ

いと、それҎ前のஈ֊の資料がؚまれる。江戸城跡（ࣚ

ଟฉ࿌石֞地点）などで、中国磁器で構成されるηッݟ

トに、ං前磁器がೖってい༷͘子がうかが͑るが、͜͜

では、͜うしたηットにさらに৽し͘、柿ӈӴ南

の品が加わってい༷͘子をとら͑る͜とができて༽ݪ

いる。

ɾҩֶ෦ෟଐපӃ　தԝྍ౩　̡ ��ʵ �

本遺構について、成࢘ߊのࣔしたものから、まとめ

てお͜う（成 2013）（13）。

大ࣉ藩邸の側でݕ出されたૉ掘りの地Լ室であ

る。出土遺物は࠷小の個ମでੵݟもっても、798 個ମ

（֖を除͘）はあるとされる。遺構は 1�4 ఔ度の掘ঢ়

で、もとの個ମでگ 4 ഒఔ度、 3200 個ମఔ度がも

ともとあったとਪఆされている。

磁器のׂ合はࡼ、͘ߴ、しかも、日ৗにదした 4 ʙ 5

ੇではな͘、͜れよりएׯ大きな 6 ੇҎ上のものが組成

の中心である。༌ೖ陶磁が 11ˋにの΅る。ං前磁器は、

1630 ʙ 1640 年ごろの品からΈられるが、ओମを

めているのは 1640 ʙ 1650 年である。ܕଧち成形のࡼ

、ॳ期色絵の࠼ޒखࡼܕ、੨ख品などもΈられる。

Լ࣌ݶ期である資料はগないが、確実にଘࡏし、͜の͜

とから、ఱ和 2 年（1682）ԼݶのධՁがなされている。

ɾҩֶ෦ෟଐපӃ　ೖӃ౩"　̘ �

大ࣉ藩邸内において確認された C2 は、ఱ和 2 年

（1682）のՐࡂ後に、ෑのݐ࠶のための整地によって

成ったである。

中国のܠಙ੨Ֆをは͡め、㦆ऱ༼のޖਢ絵、ං前

磁器では古୩༷式の大ࡼとともに、より৽しい༷૬と

して、柿ӈӴ༷式、南ݪ༼の品などもೖってい

る。出土陶ยでもك有な例としてΠζχークなどもΈら

れる。

成によれ、「器छ構成では、ࡼ、ു、ᆀ、ழޱの

હ上で使用される器छྨを中心に、大ࡼ、大ു、子な

ど৯હपลをう器छ٤۩など৯をड容する側の器

छで構成され、藩ओपลの日ৗ৯器としての使用もؚめ

であ܈する一ࡏݦめられる࣭がٻ఼ۭ間使用৯器にޚ

る」（成 2018）（13）とする。

ᶃʙᶆと同༷に、当࣌のڃߴ࠷品をؚΉ৯器܈である

が、ఱ和 2 年というԼ࣌ݶ期から、ᶃʙᶆよりさらに৽

しい༷૬が看कされている。さて、͜のڃߴ࠷品をؚΉ

৯器ηットについて、ઌのプロジェクト研究 4 において

も、成࢘ߊが堀内秀樹によるಛのまとめをҾ用して

おり、චऀも͜れに฿いたい。ॏ要なので、Ҿ用する。

・ 遺物܈は大ࡼをؚΉ磁器ࡼ・ു・ᆀྨがଟ͘、ภった

࣭・器छ構成をࣔしている。

・遺物܈は上࣭な磁器品がそのओମをめている。

。ᆀྨのଟ͘はଗいで使用・保ଘされている・ു・ࡼ・

の法ྔは、5ྨࡼ・ ʙ 7 ੇがओମをめている。

͜れらの事例から言͑る͜とは、まͣは、ᶃʙᶆで例

ࣔした資料は、໌ྐྵの大Րの࣌点において、古୩༷式

をؚめたං前の色絵磁器が、ࡏݱ良͘られると͜ろの

東京大学本郷構内の遺跡Ҏ外で৯器ηットを構成する形

でड容されていた͜とである。色絵磁器は、技術ֵ৽を

伴い開発されてい͘中で、当࣌のऀྗݖߴ࠷であるಙ

ক܉ՈҎԼ、গな͘とも江戸の上Ոでड容されてい
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た͜とが໌らかである。と同࣌に、໌ྐྵの大Րによって

ෑ地の大をࣦった、江戸の中心部に集ॅしたນֳの

間には世がなされͣ、͜の͜とが、資料のภࡏ性をよ

り、ผのόΠΞスのֻかる形でڧめているという͜とで

ある。もちろΜ、例͑、দ江藩でۙ࠷確認された陶ย

のように、各藩で、江戸ෑと国ݩにஔ͘財࢈をどのよ

うに分したのかは、各藩、各Ոでҟなる。そしてその

ର応が、さらに、もとのภࡏ性とその後のภࡏ性のมભ

をෳࡶなものにしたとචऀは考͑る。

つまると͜ろ、江戸においては、17 世紀のນֳ、

あるいは༤藩などを中心とした上Ոでは、中国੨Ֆ

ං前のછ付品をओମとしつつも、そのηットのうち

には、一部に色絵磁器を保有した͜と、そ͜には、いわ

Ώる美術࢙上の古୩༷式とݺる品々をؚΜͩ͜とが

໌らかである。しかし、まͣ、໌ྐྵ大Րによって͜れら

の器物はጶࡂしてॲ分され、世されるはͣの品がۃ

にݮったのである。そして、͜れらภࡏする器物をΈ

る͜とで、ྺ࢙的な事実が一部ҟなる形で認されてき

た。考古学資料である出土陶ยの分析は、͜の認ࣝをあ

るఔ度までิਖ਼しうるՄ性をൿめている。

２. 意匠と材料・技術の関をಡΉ

ʢ̍ʣҙঊɺࡐྉɺٕज़ʢੜ࢈ϓϩηεͱࢿྉʣ
͜͜では、ං前磁器（છ付、色絵、色絵છ付）の生࢈

工ఔと物理・化学的なม化技術の関を整理したい。

3 図に、ං前のછ付磁器と色絵磁器にお͚る作工ఔ

をࣔす。ං前磁器の生࢈工ఔ物理・化学的なม化技術

の関については、研究࢙の整理චऀࣗの研究成果

から、次のᶃʙᶉにまとめた。

ᶃϓϩηεᶗɿ೪߭ͷܗ

プロηスⅠは、ࣗવ、地֪の活動とその後の෩化によ

る化学ม化であり、人ҝがհࡏしない。地࣭学的な年

をܦておきたࣗવݱである。例͑、有田ઘࠤ）ࢁ賀

県有田ொઘࢁ陶石߭চ）についてҎԼにࣔす。

有田ઘࢁでは、第ࡾ紀（ࡾӜ・大ฏ（14）のଌఆでは、2.5

ʙ 2.6 MB）に形成され、その後も෩Ӎにさらされて陶

石化がਐΈ、陶石߭চが形成された。͜の͜とについて

は、「ઘࢁ陶石は第ࡾ紀࠭ؠ中にซೖしたਅचؠが

水作用をड͚て生成したと考͑られ  ߭ମの大きさは東

 400N 南 600N Ҏ上に及Ϳ大きなմঢ়߭চである .」

（٢田・Ӭ 1962）（15）、「ઘࢁ陶石߭চはࠤ賀県有田ொ

にありɼ古第ࡾ紀の٩ౡ܈に؏ೖする৽世後期のؠ

400N）ؠঢ়ྲྀג ʷ 200N）が水ม࣭をඃり陶石化

した߭চである．」（14）、とされている。

ઌの٢田・Ӭによるݦඍ؍ڸと化学分析によれ、

料（陶石）ݪの磁器࣌する、江戸ࡏ賀県に所ࠤのࡏݱ

が採掘された有田ઘࢁでは、ྲྀ ؠが水ม࣭をड͚て、

石ӳをओମする、ηリサΠト、ΧΦリφΠト、ਖ਼石お

よびࣼ石などをؚΉ೪土߭物が形成された。͜のઘࢁ

陶石は、場所によってؚまれる陶石にҧいがΈられ、η

リサΠトのଟい部分にはԫమ߭もまたଟؚ͘まれるとさ

れる。また、߭ମ中ԝ部ではηリサΠトをओମとする೪

土߭物がଟ͘、पลでは೪土߭物がগな͘石がଟؚ͘

まれると考͑られている。さらに、߭ମのपลには໌ 

がଘࡏするとのࢦఠもある。ԫమ߭໌をؚΉ陶石は、

耐Ր度が͘なるという݁果もಘられている（15）。

ઘࢁでは、陶石化した߭চが地表ۙ͘に生͡、地表付

ۙで地࣭学的な࣌間をܦる͜とで、෩Ӎ（ࢎૉと水）に

よってさらに෩化がਐΜͩ。そして、その͜とが陶石と

しての品࣭の良さをよりڧ化したと考͑られる。

二宮修治は、ྲྀؠなどのؠ石が、地ٿ化学的サΠク

ϧで、ม化して೪土߭物となるաఔについてৄड़してい

る（二宮 2018、2019）（16）（17）。

ᶄϓϩηεᶘɿ೪߭ͷൃݟͱ۷࠾

プロηスⅡになっては͡めて、͜の地にଘࡏしたࣗવ

に人間が関与する。江戸࣌、ઘࢁ陶石が発ݟされ、陶

石として認され、採掘により利用されるようになる。

人がそれを利用する意ࣝがないと、認・利用にはਐ

まない。ซͤて͜れを利用Մにするखஈ（͜の場合採

掘・運ൖ）ൈきにはなし͑なかった。

プロηスⅠからⅡのաఔは、古͘は人が石器をखにし

は͡めた͜ろからのӬい間ݧܦしてきた。

ઘࢁ陶石の利用が開࢝されたのは、磁器が創࢝された

1610 年よりは͘、1630 年と考͑られている。

1600 年Ҏ前、日本では磁器は༌ೖするものであり、

生࢈（作）するものではなかった。と͜ろが、1610

年になって、有田（小ߔ、ఱۡ୩など）で陶器とซ

মして国内ॳの磁器をমき࢝めた。ઘࢁ陶石の利用は、

͜れにଓ͘できごとである。ちなΈに、߭চの形成と

しては、നѥ紀（ࡾӜ・大ฏ（14）のଌఆでは、13.8 ʙ

14.0MB）で一ܻも古い地࣭の形成年を࣋つ、۽本県

のఱ陶石の発ݟ・利用はさらにれた。その͜とには、

ઘࢁ陶石の発ݟと利用において、人間のࣝ・ܙ、意

ཉ、技術がհࡏした͜とが良ࣔ͘されている。

本研究では、ಛに「意匠デβΠン」と材料・技術にண

目してݕ౼を行うが、人間のࣝ・ܙ、意ཉ、技術に

ついて໌らかにするためにも、͜͜でもうগし陶石利用
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ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐߏ

ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐߏ
ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐߏ

ྲྀ௨

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

A

B

ⅵ

ⅶ

ͷมԽʢૉɾ೪մʣ؍֎

ԽֶมԽͷ݅ͷίϯτϩʔϧ
ʢຊম͖࣌ͷʣ
ද໘ͷੑ࣭ͷมԽ
ʢછֆ͚࣌ͷʣ

ϋϦ͑ࢧ
ʢʹΑΔܗঢ়มԽͷରࡦʣ
মʹΑΔԽֶมԽʢʣ
ԽͷԹثԹɾ࣓ߴ

মʹΑΔԽֶมԽʢʣ
৭มԽɾֆ۩ͷఆண

ᆍͷআڈɾϛζϒΩ

ཱͪࢴͷ༻
ίϯύεͷ༻
͖ٕ๏

ྉͱͯ͠ͷೝݪ

※ 窯・窯焚き（焼成温度・焼成雰囲気）、炭（焼成温度・条件）、
 顔料（材料・化学組成）、釉薬（材料・化学組成）、絵付け
 （顔料等の調合など）は省略。

99

饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」



についてΈてお͜う。

1630 年のઘࢁ陶石の利用開࢝期は、ঝでは、ཥ

参ฏというே人陶工との関わりでޠられる。༼跡༼

ಓ۩、磁器ম成創࢝期の͜の࣌期の品をΈても、͜の

によるものとڹ期の有田のࣝと技術はேౡのӨ࣌

いう点には、ҟ論のないと͜ろであろう。ઘࢁの発ݟҎ

前は、有田黒ໂ田地区の΄か、創࢝期の༼場を有する有

田पลの各所で小規に採掘がなされたとఆする。ࠤ

賀藩ྖ内には、ྲྀ࣭ؠの地࣭が分するので、͜れら

の化学的なม࣭によって規の大小はさておき、陶石の

औれる場所は΄かにも点ࡏしたとࢥわれる。

ઘࢁは、すでにଜとして開発されていたため、ଜམ

からのۙさ、陶石の࿐出、さらに採掘࣌のߗさなど、江

戸࣌の͜の࣌期の採掘と運ൖの技術Ϩϕϧにおいても

問はな͘、利ศ性があったͩろう。

有田ઘࢁの陶石߭চでは場所によって、その性࣭にҧ

いがある͜とに言及した。「୯Ґ」というൺֱスέーϧ

のなかった江戸࣌には、「つよ」「よわ」などと言って

、び分͚る͜ともあったようである。「よわ」はᬵༀにݺ

「つよ」はϘデΟに使用された͜とから、耐Ր度をその

意ຯにؚΜでいよう。

͜の「つよ」と「よわ」のҧいは、ࠓ後のࣗવ科学分

析にお͚るݕ౼の一つのϙΠントにもなりそうである。

陶石の使い分͚が、いつ、どのようにਐΜできたのか。

つまり、ᶃ陶石として認された͜と、と、ᶄ陶石のな

かでのࠩҟを認したஈ֊が、同࣌であるのか、それと

も、ᶄの方がれるのか。考古学的ݟにࣗવ科学分析

などもซͤてࠓ後ݕ౼していきたい。

『有田ொ࢙』には、有田で内ࢁと外ࢁで໌確な品の

࣭ࠩをίントローϧした࣌期に、内ࢁと外ࢁ間での陶石

のҠ動が禁止された͜とがࣔされている。たͩし、実ࡍ

には、内ࢁから外ࢁのྲྀ出、౪があった͜ともわか

る。

内ࢁと外ࢁの品の生地には陶石Ϩϕϧでのࠩҟも

ఆՄである。しかし一面で、前ड़のように例外的には

内ࢁと外ࢁの間でのݪ材料のҠ動が͜ىりಘる。ࣗવ科

学分析を行いて土分析の݁果を用いた࢈地ਪఆをする

点と個ผのղऍを認ࣝしながら行うࢹ的なہには、大ࡍ

ඞ要がある͜との֮͑としよう。

͜͜で、り出した೪土߭物のմは、そのサΠζによっ

て、࠶度、෩化（化学ม化）の༷૬にม容をもたらす͜

ともఆはできるのͩが、͜れをఆしてのݕ౼につい

ては、ࡏݱの考古学的なݟではݕ౼しͮら͘（出土例

がݟ出ͤない）、ࣗવ科学分析上もࡶになりす͗るた

め、分析ਫ਼度をؚめてそ͜までは考ྀしがたいのではな

いͩろうか。

ᶅϓϩηεᶙɿʢૉʣͷௐ

有田でのฉきऔりなど人文系の調査ではޠられなが

ら、͜れまでの磁器の土分析とその࢈地ਪఆにおいて

は、分析のൣᙝからはݟաごしにしてきた工ఔである。

陶石は、ఱવࣗવのものをऔってきたそのものをす͙

に材料として利用するわ͚ではない。͜͜でさらなる人

ҝをհࡏさͤ、陶磁ݪ料として૬応しいものに調整する。

༼跡消費地遺跡の出土陶ยからΈた有田の品に

は、1630 ʙ 1650 年前、1650 年後、1660 年

Ҏ߱など、それͧれの࣌に、器छ、法ྔ、文༷デβΠ

ンをؚめた意匠など、ଟ༷である。͜のछྨの๛さに

は、土のஈ֊でૉ地のίントローϧがないと実ݱし͑

ないものもؚまれる。ಛに、1640 ʙ 1650 年にか

͚て、磁器化さͤるҎ上に、ૂったと͜ろのૉ地を֫ಘ

する技術のֵ৽がなされたと考͑る。つまり、品の

成Πϝージに応͡た土の使い分͚があると考͑られ、

土は͜͜に関する。

土の工ఔは、有田ઘࢁにもۙい、有田の༼মき（工

）で行われた。ۙ年、陶磁器のম成遺構である༼跡Ҏ

外にも、工跡の発掘調査が行われ、土の工ఔについ

てもৄࡉが໌らかにされている。有田ொ教育委員会では、

ฏ成 25 ʙ 27 年にか͚て、ઘࢁ一ஸ目遺跡、中୬一ஸ目

遺跡の発掘調査を行い、ෳの༼মき工跡のΤリΞか

ら、ਫ਼土の工ఔをࣔす、遺構遺物が確認している（有

田ொ教育委員会 2016）（18）。

චऀは、৽໔ࡀ༃、二宮修治らと、有田ொ教育委員会

から、ਫ਼土に関わるサンプϧの提供をड͚、͜れらの分

析・ղ析・理ղをਐめている。各サンプϧについては、

同教委のଜ上৳೭ࢯから、出土遺構のࡉとղऍをうか

がっている。その上で、৽໔ࡀ༃ࢯが、個ผのサンプϧ

にରして、༧ݟをೖれͣにࣗવ科学的ख法にのっとり理

化学的な分析をਐめている（19）。݁果ධՁについては、

。後、報告していきたいࠓ

さて、͜の土の工ఔᶙのうちにも、< ᾞ 01> 採掘し

た陶石のબผ、< ᾞ 02> คࡅ、< ᾞ 03> 水ඊ、< ᾞ 04> >、૩ס ᾞ

05> ૉ地調整、< ᾞ 06> Ͷかͤ、の作業をఆՄである。

そして、各作業において、そのաఔと݁果から、ݪ材料

の形ঢ়物性に物理・化学ม化が生͡る͜ととなる。

ᶙ �< ᾞ �> ۷ͨ͠ಃੴͷબผɿ前ड़のように、採掘し࠾

た陶石は、「つよ」「よわ」などとしてѲされるような、

؟ײ৮Ϩϕϧで断・બผできる性࣭のҧいによっ

て分ྨされた上で、次の工ఔにҠされたとఆする。

ᶙ �< ᾞ �> คࡅʢӓɾ౿Έӓʣɿ採掘された陶石を、
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、ൺֱ的大きな石ӳと͘ߗ、作業である。陶石には͘ࡅ

ೈらか͘ඍࡉなཻ子である೪土がؚまれており、͜れを

ׂる作業である。

か͘なった陶石は、ཻ子の表面ੵが大き͘ࡉ、かれࡅ

なり、より化学ม化をड͚すいঢ়ଶになる。大きなཻ

子の間に小さなཻ子がೖる͜とで、ম成のࡍにΏがΈの

গない良࣭な土となる。また、ཻ子ܘをあるఔ度までは

ଗ͑る͜とができる（͜の工ఔではᘳをٻめると͜ろ

まではしい）。

もちろΜ、江戸࣌は、คࡅ作業をする目的において、

化学ม化は意ࣝの外にあったはͣである。当࣌は、あ͘

までもݧܦ的に、「成形しす͘・মいてもׂれないよ

うな土」が意ࣝされたとਪଌする。ݱ༼業においてス

タンパーを使って行っている作業と、工ఔは一கするも

のの、目的は同一ࢹできない。ۙݱの࢈業技術と、前

ۙの࢈業技術（౷技術）をൺֱするࡍ、ռめるき

点である。各作業が基本的にख作業でなされた࣌を、

っている、規格性品࣭管理水४でଌ࣋工業品のݱ

る͜ともޡりである。݁果ධՁと当࣌の൴らのૂいにつ

いては、いったΜڑをஔいて考͑る͜ともඞ要である

（物理化学的なධՁとのෆ整合もありಘる）。

さて、有田では、คࡅ作業は、「ӓ」あるいは「౿

Έӓ」を使って行った。「ӓ」とは、の水を動ྗと

してۦ動するのஔである。一方に٩を、もう一方

に水૧をもたͤた材で、水૧側に水がたまるといて

٩が上がり、それによって水がは͚ると٩がԼがるҝ、

٩がӓにೖれた陶石を͘ࡅ用を果たす。ྲྀ水のあるݶり

はۦ動できる。ׯつによるׇ水でՔಇͤͣ、༼মきの

ෑ内に設ஔされていた౿Έӓで作業が行われた͜とが

あると、ଜ上৳೭ࢯによってհされている（18）。

ӓは、江戸࣌（藩政期）には、༼মきのΈが保有

できた施設である。 ༼মきのෑ内には「౿Έӓ」が

設ஔされていた。͜れをཪ付͚るかのように、中୬一ஸ

目遺跡では༼মきの工跡から、౿Έӓのӓ跡らしき遺

構が確認されている。

ӓと౿Έӓが、それͧれいつからଘࡏするのか、に

ついては、中୬一ஸ目遺跡で、ᬵༀ用とࢥしき陶石が౿

Έӓで確認される͜とから、17 世紀後ʙ 18 世紀前

。をఆできる（18）ࡏは確実なଘࠒ

গな͘とも 17 世紀、౿Έӓによる陶石のคࡅが

行われ、採掘した陶石を「͘͜ࡅとによって、ݪ材料を

使いすいサΠζに調整する」作業がは͡まっている。

ᶙ �< ᾞ �> ਫඊʢΦϩʣɿઌのคࡅ作業では、あるఔ度

までࡅいたとして、良いૉ地を作ろうとするなら、その

ཻ子をٻめるサΠζにଗ͑る͜とはෆՄである。͜れ

を実ݱするは、水ඊである。

水ඊでは、「Φロ」というの水૧とඉを組Έ合わ

ͤたஔを使う。ࡅいた೪土߭物を水にೖれてࠞͥると、

ൺॏによってཻ子を分͚る͜とができる。水૧とඉと水

ҐのҐஔ関の調整により、͜れを੍ޚする。

ൺॏબ߭のݪ理では、ྲྀ水によるものと、఼による

ものがある。例͑、࠭ۚऔりにおいて、ֻ͚（に

࠭ۚのೖった水をೖれてճす）、水ඊ、Գྲྀし、あるいは、

。理であるݪమをとるΧンφྲྀしなども、ൺॏબ߭の࠭ࢁ

ઓ国期ʙ江戸࣌には、各大໊・ນにより、߭ࢁ開発

がਐΜでおり（小規な߭ࢁ開発についてもۙ年ࢦఠが

ある）、߭ࢁ技術もまた、૬ޓにӨڹしたՄ性がある。

付ۙでは、໌治期のۚۜࢁがݟࠤに所ࡏするが、ࠤ賀

藩と߭ࢁ（ಛに、ۚۜಔなど）の関は、後ड़するࠓ後

のචऀの՝としてお͘。

水ඊのための「Φロ」は、ઌにड़た中୬一ஸ目遺跡

において、確認されている（18）。

৽໔ࡀ༃は、< ᾞ -2> คࡅと < ᾞ -3> 水ඊの作業において、

ཻ子サΠζの調整と同࣌にお͜る化学ม化について、ࣗ

વ科学分析を試Έている（19）。ࡏݱの所ݟでは、陶石が

คࡅと水ඊにより、次第にཻ子サΠζを整͑られ、より

ਫ਼બされた方にかう͜とがࢦఠできそうである。

水ඊでは、మ分の除ڈも大である。

మ分がると、ম成࣌に黒いൗ点ができてしまう。ൗ

点のないനૉ地をಘるには、もともとమ分のগないもの

を使用するか、あるいは、ؚまれるమ分を除ڈするඞ要

がある。ݱは電ؾで磁ྗをお͜し、మをҾき付͚て除

。期の技術はどうか࣌するなど行うが（20）、͜のڈ

మは、磁器生࢈にお͚るനૉ地の確保にとって、ඇ

ৗにॏ要である。水ඊでは、ൺॏのॏいమも一ॹに఼

するため、మは水ඊを܁りฦͤՄである。

ං前磁器の土に、ં࣌、మに༝དྷする黒いཻঢ়のൗ

点をݟる͜とがある。しかしながら、例͑、盛期ುౡ、

柿ӈӴ、などでは΄とΜどશに͜れらをίントロー

ϧԼにஔいて、ᘳなനૉ地を実ݱしている。整͑られ

たૉ地は、ম成࣌の化学ม化も一ఆにした͜とであろう。

͜れも、1640 ʙ 1650 年にか͚て、大き͘ਐలのあっ

た技術ではなかったか。古୩༷式のന磁ૉ地、છ付

ซ用の色絵ૉ地から、あるいは陶ย資料世品からそ

のように理ղできる。後ड़するがೇ୩༼跡なども例

である。

一ஸ目遺跡、絵ࢁล田遺跡、中୬一ஸ目遺跡・ઘࢁ

ொ遺跡・ฏ遺跡を除͚、発掘調査・発ݟ例がগない

͜うした有田の工跡の事例のੵにも、ࠓ後とも一

期したい。水ඊで使用される材などでは、いͣれ年
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ྠ年法も試したいものである。

ᶙ �< ᾞ �> ཻ、૩ɿ水ඊしס 子サΠζをଗ͑た೪土は、「Φ

ロ」の఼からऔり出されて、ס૩さͤる。͜のஈ֊

も、༼মきのෑ内で行われたと考͑られる。

ᶙ �< ᾞ �> ૉௐɿס૩さͤたૉ地もまた、そのまま

使用するのではな͘、品に応͡て、ผの材料も添加し

て調整された͜とも考͑られる。͜͜では、< ᾞ -2> คࡅ

のஈ֊で合わͤて͘ࡅ、あるいは、͜の < ᾞ -5> のஈ֊

にผの材料をࠞͥるなども考͑られる。

たͩし、有田で 1630 年より用いたઘࢁ陶石、ある

いは、そののち用いられたఱ陶石、͜れら 2 つとも、

୯ຯでも磁器ݪ料となる良࣭な陶石である。͜れにରし

て、有田がそのख本としてきた中国のܠಙ磁器は、͜

͜を๚れたએ教ࢣのμントϧίーϧの記録によって、17

世紀後༿ࠒの中国ܠಙの磁器ݪ料の͜とが記されてお

り、͜͜にはݪ料を合わͤた͜とがࣔされている（21）。

୯ຯで使用できる本དྷ的な࣭の良さを考͑ると、੨磁、

છ付ૉ地、ന磁、色絵ૉ地などのその後の加০のҧい、

あるいは、内ࢁと外ࢁなどの品の࣭ࠩ、また、柿ӈӴ

ುౡなどのಛにਫ਼બされる品、など、品のҧいに

応͡て、例͑、もとの೪土߭物のਫ਼બ、คࡅによるཻ

子サΠζの調整、その後の水ඊのճなどで、ҧいが

ίントローϧされたՄ性をఆできる。

ᶙ �< ᾞ �> Ͷ͔ͤɿ土は、Ͷかͤる͜とで、ඍ生物等の

作用で、さらに化学ม化がਐΉと考͑られる。

さて、͜れにて磁器ݪ料としていったΜ成する。͜

のঢ়ଶで、༼মきのもとにஔかれたと考͑られる。

ᶆϓϩηεᶚɿܗ

成形は、大き͘ロクロ成形とܕଧち成形の 2 छに分͚

る͜とができる。

ᶚ �< ̖ > ϩΫϩɿロクロの技術は、大߁ڮ二によると

ං前陶磁編年のⅠ期からの技術である（大ڮ 1989）（22）。

中୬一ஸ目遺跡では、͜のロクロの࣠を͑ࢧる「クϧ

ϚπϘ」が確認されている（18）。

ං前磁器では、ऽロクロを使用しているが、ܠಙ磁

器ではखճしロクロなども使われており、ロクロに関し

ては、ཥேの技術がಋೖされてҎ߱、ං前磁器のॳ期か

ら、独ࣗに発లしてきた技術ではないか。

ᶚ �< ̗ > ଧͪɿܕ

磁器がম成されるஈ֊（大߁ڮ二のං前陶磁編年ɿⅡ

-1 期）になると、ロクロとܕଧちをซ用した品がΈ

られるようになる（भۙ世陶磁学会 2000、106QQ 図

版ᶺ 4 ݪϊ 1 号物ݪ 8 、ᶺ 6 ఱਆ༼（Ⅱ -1 期の

1610 ʙ 1630 年でもૣい、1610 ʙ 1620 年）（23）。

͜のロクロとܕଧち成形のซ用は、つͮ͘Ⅱ -2 期、

༼場の整理౷合が行われた後の 1640 年のࡼにݦஶ

にΈられる。さらに、͜のⅡ -2 期のには、͜の 1640

年を中心に 1630 年から 1650 年までにਐ行し

てい͘、ߴܦの広がりを技術的にิॿした「ϋリ͑ࢧ

技法」が開発されている。ロクロܕଧち成形とߴܦの

広がり、ϋリ͑ࢧ技法は、中国のܠಙ磁器の意匠的な

Өڹである。また、1650 年には、ܕଧち成形のࡼの

࣌工の品は͜のࡉࢳ、しݱする技法が出ࢳをߴ

期、ඇৗにྲྀ行している。

陶器のম成ஈ֊にはない成形方法であるが、͜の形が

められたのは、1620ٻ ʙ 1640 年ࠒのਸఓ期のܠಙ

磁器ࡼに͜のようなܕを用いたもの（٠Ֆ、ྠՖ΄か、

ܕなど）がଟいため、そのӨڹと考͑る。

͜うしてΈると、1620 ʙ 1640 年のਸఓ期のܠಙ

磁器の意匠的なӨڹはすでに磁器のম成に成ޭしたⅡ -1

期よりは͡まっており、͜れが技術的なཪ付͚をもって

ୡ成されたのが、1640 ʙ 1650 年にか͚てである。

期をする。しかし࣌ଧちをซ用する技術は、͜のܕ

ながら、ロクロの技術については、それまでにୡ成した

技術のԆઢ上にあるものと考͑られる。成形には、͜

のࠒの౷と、৽規の意匠のӨڹをड͚た৽技術、とい

う二つの૬をΈる͜とができるͩろう。

ロクロ技術には当࣌の౷的な部分もଘࡏしたと考͑

る理༝は、͜のઌにࢸっても、有田では中国磁器の౷

的な技術である、ᆵのମ部での合はං前では基本的

に行われていないためである。ロクロ技術には、陶器か

ら࿈໖とଓ͘技のܧঝ・発లがある。͜の͜とは、खわ

͟の問のΈでな͘、土ͮ͘りとその土のಛ性にґڌす

る技、という؍点でとら͑たい。目ࢦす意匠デβΠンが

中国磁器にあるといっても、その۩ݱ化にあたっては、

དྷ技術とそれを生Ή材料の੍（ඞͣしもϚΠφスのࡏ

意ຯではない）をड͚た。

͜͜で、1640 年後から 1650 年の技術的ୡ

成について考͑てお͜う。

・ 土ͮ͘りɿࢁล田༼跡、工跡、٢୩༼跡、ೇ୩

༼跡、などからΈると、നૉ地をつ͘るమ（水ඊ）

技術あるいは土のબ（は͡めからനい）は、1640 ʙ

1650 年にか͚て成ޭしていると考͑られる。

・ そのനૉ地を用いて、中国磁器の意匠的Өڹのೱい

品を生Έ出していったのであろう。

・ たͩし、1640 ʙ 1650 年後までのං前のॳ期色絵

品においては、ૉ地のమに関しては、ඞͣしも

ᘳさはඞਢではなかった、あるいは、その技術がෆ

શであったՄ性がある。古୩༷式の品の中にも、
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మ分がの͜るようなૉ地がΈられる。͜れが、1650 年

後の、南京絵を目ࢦしたと考͑られるೇ୩

品あたりからは、次第に、ڃߴ磁器のඞ要要݅になっ

ていき、柿ӈӴに表される南ݪ品、ುౡな

どのஈ֊にೖると、നૉ地の美しさがඞਢである。

・ 成形後、上͛として、「ϛζブキ」により、ᆍをとっ

て器の表面をฏにする͜とが、ݱの౷工ܳで行

われている。͜の器面のฏ化は、͜のઌの絵付͚に

よる発色のためにॏ要である（24）。છ付あるいは色絵

の発色とೱΈのೱ୶のίントローϧも、͜のฏなૉ

地あって͜そではないか。

また、͜の工ఔは、ૉমき΄かম成࣌の化学ม化にも

ӨڹするՄ性はߴい。

ᶇϓϩηεᶛɿૉম͖

ૉমきは、磁器ম成のための技術である。例外として、

ҏສཬ市教育委員会のધҪ༸ࢯによると、ҏສཬ市で

調査されたං前陶器（ম）の༼跡の中で、כϊ୩（か

Μたに）༼跡のළにはૉমきを確認できる、という。

ૉমきは、1650 ࠒには確認でき、1670 ʙ 1680 年

ではඪ४的な技術になっているものとఆされる。

༽ล田༼跡について報告したଜ上৳೭は、ૉমきࢁ

の技術について、次のようにड़ている（25）（ଜ上৳೭

2017、ҎԼか͗かっ͜内Ҿ用。）。

「ۙの例では、ொ内にっていた絵༼をҠஙした

有田ொྺ࢙ຽଏ資料館の絵༼（FJH.3-10）の場合、ఱ

Ҫのないԁ形の本ମで、側面の一方にಥき出た形ঢ়の

ขきޱが付設される構になっており、『陶磁器આᅷ』

にඳかれるૉমき༼（FJH.3-11）にྨࣅしている。また、

中世Ҏ前よりभから関付ۙに分するԎ管形の土

器༼とも構のྨࣅが認められる。」

「有田の上絵付͚技法は中国からの技術のಋೖにより

開࢝されるが、実ࡍには、日本の౷的な技術も応用さ

れていた͜とが分かる。」

͜のように、絵༼と人形༼等のࡏདྷ技術には一ఆの

関࿈が༧される。Լ度でম成งғؾをίントローϧ

して色を発色さͤる技術としては、人形の࠼色技術 は、

しても良いかもしれなࢹの技術の༝དྷとともに、ॏ要ܕ

い。京মとの関についてもڵຯある点である。

චऀと৽໔ࡀ༃、二宮修治は、有田ொ教育委員会から

ૉমきยの提供をड͚、͜れらについても、調査をਐめ

ている్上であり、ࠓ後、本プロジェクト等で、分析݁

果の報告を行って行͘༧ఆである。

ম成に伴っては、一方で、মきの技術、材の生

育環境・生࢈などもॏ要であるものの、චऀはまͩそれ

をޠるྗྔにない。͜͜では要ૉの確認にとどめたい。

ᶈϓϩηεᶜɿછ

器形の成形とછ付色絵などの意匠デβΠンは、人ҝ

が࠷も発ݱされると͜ろである。デβΠンと意ࢥの関

は、ೄ文土器などの土器研究においても、しし೪土

のՄٯ性とデβΠンなどの؍点で言及されてきた。

プロηスᶙɿ土、ᶚɿ成形、ᶛɿૉমき、ᶜɿછ付、

さらに、ᶝɿ上絵付、は、一࿈のྲྀれとして関࿈しなが

ら、一つの品の上に݁ؼする。͜れらは個ผの作業で

あるようにΈ͑て、それͧれのしごとのਫ਼度とޓいの関

ӈする。͜れらのਫ਼度を上͛るためにࠨが品の࣭を

は、後にγスςϜ化される分業・ઐ化はඇৗにޮ的

である。

　චऀは、14 ࠓӈӴから、分業について、それͧ

れのਫ਼度を上͛る意ຯ、ޓいの関・࿈ܞ、分節化さ

れた作業の中でのおޓいのଘࡏにରする૾ྗのॏ要性

などについて、おをうかがった。ख工業にお͚る生࢈

活動には、ݱ࢈業にお͚る分業にରしても、ඇৗに良

い࠲ࢹをಘる͜とができそうである。

ಛに、ڃߴ品の੍作において、物࣭的にも、人的にも

͜れらの関と࿈ܞはෆՄܽである。それは、すでに、

採掘後の陶石のબผからྲྀれはは͡まっているが、ಛに

ॏ要なのが、ૉ地の上がりと色材の発色・ೱ୶の関

である。そして、そ͜には意匠デβΠンというదなΰー

ϧの設ఆがは͡めにあるඞ要が出て͘る。

の上になܞऴ的な意匠デβΠンは、材料と技術の࿈࠷

し͑たもので、それは、ݱの作陶Ոたちの作陶活動と

もมわら͵部分もある。ං前磁器の༼場において、材料

の供給職人の分業をどうίントローϧしたかは、༼の、

あるいはං前の༼場શମのάϥンυデβΠンもؚめてୡ

成し͑た。中国磁器をϞデϧにஔいたとはい͑、いかに

それを۩ݱするか、意匠デβΠンをܾめたのか、という

問は後でࢦఠしたい。͜ ͜までの工ఔは、ֵ ৽的であっ

ても、ध要に「͑ݟる」、形、色、デβΠンのӨڹは

はり大きい。

次に、ᶜɿછ付のྲྀれをΈてい͜う。

ᶜ �< ᾡ �>ɿછʢֆ͚ʣ

絵付͚は、ઢ書きとೱΈの作業に分͚る͜とができる。

また、છ付ઢをೖれる前にでࠎ書きを行う͜ともある。

同͘͡、「き」技法では、છ付ೱΈのҎ前にをؚ

まͤたචでന͘ൈきたい部分のઢをඳ͘。

書ࠎ）の౷工ܳの職人の技術をΈると、ઢ書きݱ

き）とೱΈで、使用するච、චのإ料（をղいた水）

のؚまͤ方、ඳき方はҟなる。චऀは、14 ࠓӈӴ
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、学し、またݟӈӴ༼をࠓӈӴ༼のごް意でࠓࢯ

有田মの౷工ܳ࢜であるࢯޛ৳࡚ࢁのもとで、実ࡍに

ઢ書きೱΈをମݧした。出土陶ยを考͑る上で参考に

した。

ᶜ �< ᾡ �B> છʮઢॻ͖ʯ

ುౡの場合、ۅ༄のೈらかい「」でԼ絵をඳ͘。

Լ絵では、ං前磁器のଗいのࡼの文༷をඳ͘ための「

立ちࢴ」の使用が、ࢁ本文子によってཪ付͚られた（26）。

、は、ං前磁器のਫ਼՚である「ࢴ立ち」、本によれࢁ

ುౡমの盛期でなされたੇ分たがわ͵絵ฑのଗいࡼを実

、ఠされࢦ႗文との共伴もࣈする技法である。日のݱ

もとは 1650 年に有田のຽ༼で生まれた技、としてい

る。1650 年に࢈ྔڃߴ品を੍作するのに生まれたも

ので、有田の内ࢁである、ೇ୩༼跡あたりから、1660

年に南ݪ・༼の௰༼跡、٢୩༼跡、中ന༼跡、

などに広がり、盛期ುౡにもऔりೖれられた。

છ付のઢ書きは、إ料の調合、ઢ書き用のࡉいච、إ

料の༹き方（水か）、͜れらのίントローϧなどの技術

がඞ要である。中国ܠಙ磁器のࣸし行われる、ఈཪの

͜、ઢ、文༷、ఈཪはݍ のઢ書きの技術でୡ成される。

さて、「ؙ文」のྠֲઢのઢඳき、ԁを使っての文

༷のׂり付͚を行うためには、でචを使うタΠプの

ίンパスが用いられる。ίンパスࣗମは、『日ࣙ書』

（1603 ʙ 1604 使用されるݱ。にもΈられる（ࠒ

のίンパスも、当ॳより使用されたՄ性がある。

ؙ文は、ܠಙ磁器のਸ਼文༷でଟ用される。そのӨ

。で1640ʙ1650年にはං前のਸ਼ࣸしにؙ文がଟいڹ

ᶜ �< ᾡ �C> છʮೱΈʯ

છ付ೱΈは、ݱの౷工ܳの技術では、ೱΈච（ଠ

いච）に水に༹いたإ料をؚまͤ、器面にあてたචઌに、

͜れを߱ろしてい͘ように行う。චのࠜ本をগしߜるよ

うにしても行っており、ච運びと͜の絵۩を߱ろす作業

のίントローϧによって、ೱ୶をίントローϧする。

છ付ೱΈのೱ୶が҆ఆして͘るのはೇ୩༼跡など、

その年は 1650 年後ࠒであろうか。͜のછ付ೱΈ

の҆ఆのためには、材料であるإ料ཻ子のਫ਼、ೱΈච

などのಓ۩の発ୡ、إ料と水分の絵۩として使用するࡍ

のࠞ合ൺ、ೱΈචのίントローϧなどの技術の発ୡが

എܠとしてඞ要になる。また、その前提として、器面の

な（収۩合ٵ絵۩の）૩۩合סさとߗらかさඞ要な

どもٻめられるͩろう。

છ付によるإ料ཻ子ೱΈのೱ୶のίントローϧは、

色絵磁器の開発ॳ期よりもগしれるようにࢥわれる。

例͑、ೇ୩༼跡などで開発されたのではないか。

創期ʙॳ期ುౡでは技術のਐలがあったようで、1650

年ࠒに一ఆఔ度、南ݪ༼などで 1660 年ʙ 1670 年

には、છ付ೱΈの技術はۃめられ、成のҬにୡする、

と考͑られる（27）。

ᶜ �< ᾡ �>ɿࢪᬵ

ං前磁器では、છ付にಁ໌ᬵを使用する。上絵付は、

ಁ໌ᬵをか͚て本মきした上に行われる。ಁ໌ᬵの材料

は、石、Πスփ、Ԗなどが考͑られる。 

ᶜ �< ᾡ �>ɿຊম͖ʢমʣ

本মき（ম成）は、༼をஙき・器を٧め・Րを͘・

とめ・器をͩすという人ҝと、͜れがもたらすߴԹによ

る化学ม化によってお͜る。

ম成Թ度については、࡚ࢁ一༤が、ࢁล田 2 号༼の陶

ยサンプϧ（論文では :"13）の土について、߭物成

分の 9 ઢճં法による調査݁果として、土のݪ料と

して;͘まれていた石ӳの΄かに、加によってϜϥΠ

ト（NVMMJUF 3"M2O3）が生成し、石ӳの一部がクリスト

όϥΠトにม化した͜とで、ম成Թ度を 1100 ʙ 1200ˆ

とした（28）。

ম成Թ度は、磁器化に伴うॏ要な問である。ං前磁

器創࢝期の༼の技術の発లについては、ଜ上৳೭による

ࠨがある（29）。ଜ上のࣔした磁器と陶器のซমのূ౼ݕ

（小ߔ༼跡出土のᆵで、磁器のޱに陶器の部が一ମに

なった陶ย資料）をΈても、磁器と陶器のซম期に、陶

器の方でも磁器ݪ料であれ磁器化するఔ度でのম成Թ

度にୡしている͜とがఆՄである。さてそ͜で、

系諸༼を分析したࠤ、 賀大学の資料を確認してΈると、

、によって、陶器の中にも؍ڸඍݦ光ᶠઢ分析とภ光ܬ

一部、ϜϥΠトクリストόϥΠトを確認できるものが

ある͜とがわかる（30）。

創࢝期の磁器化については、ম成Թ度はൺֱ的い

1100 ʙ 1200ˆでもୡ成していたՄ性がある。ちなΈ

に、͜͜でݕ౼したい࣌期よりԼるとࢥわれるが、試

ΈにՈӬࡾܟによる、ುౡ藩༼のトンόΠの耐Ր度の

分析をҾ用してΈると、そのは、1610ˆ、1630ˆ、

1650ˆであった（31）。༼の構ங材よりもߴいԹ度ではম

成ෆՄと考͑るので、ࠓ後、土トンόΠなどに関

するম成Թ度のݕ౼するࡍに、本মきম成のԹ度ଳにお

͚るώントになるࣈであろう。

なお、本মきম成に関࿈し、༼構は、࠷ॳ期のׂ

式から࿈式となって、規の大小があるものの、චऀ

のݕ౼するං前磁器の技術ֵ৽のৄࡉとはそれ΄ど࿈動

しないと考͑られている（29）。どちらかと言͑、ڃߴ

品の生࢈においては、ઘࢁ陶石を用いながら中国෩の器

形を実ͤݱしめたϋϚの使用、ുの使用などの༼٧め

技法の改良によると͜ろが大きい。͜れらは、1650 年
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においてはなされていた、というよりも、中国෩の磁

器をম͘技術ମ系を成さͤるաఔにおいて、出ݱして

きたとΈてよいͩろう。

陶器と磁器のซমについては、陶器のম成Թ度のల開

もॏ要なと͜ろと考͑る。ࠓ後、陶器の側においても、

ম成Թ度に関する報を集ੵさͤていきたい。

ᶜ �< ᾡ �>ɿʢমޙͷબʣ

ম成は、電ؾΨス༼のない前ۙには、શなί

ントローϧԼにはない。Թ度ܭもな͘、Րの色をۃݟめ

行われた作業である。そ͜には、意͚ͩࢥでな͘、ۮવ

による݁果もଘࡏする。そ͜で、各༼では上がりをΈ

て、ྲྀ通（༼場の外に出す）品のऔࣺબを行うが、

͜のબは、༼のҐஔ͚ͮ࠷ॳにܾめた意匠デβΠン

が関する。

二宮修治・৽໔ࡀ༃らが、行ってきたං前磁器に関す

る土分析は、છ付品では͜のᶈまで、上絵付品で

はさらにᶉまでのと͜ろをܦた݁果の土をධՁしたも

のである。͜れまで、かなり整合的に各༼の࢈地のもの

がクϥスターを形成しており、意匠デβΠンの意図と੍

作技術によるίントローϧの݁果、それͧれにࠩҟが生

Έ出されたと考͑られる。また、͜͜にୡするまでのと

͜ろを、前ड़のとおり、作業の࣌間࣠にམとしࠐΉ͜と

を目的に、৽໔ࡀ༃を中心に分析をਐめている。

ᶉϓϩηεᶝɿ্ֆ

上絵付の研究においては、大߁ڮ二ଜ上৳೭らが、

༼跡調査で出土した資料に基ͮいて、ଟ͘のࣔࠦに

Ή発৴を行っている（27）（29）。

大߁ڮ二の「確ূはないが、おそら͘は中国の技術を

ಋೖした色絵はૉ地までも中国的なのものがઌ出であ

り、その色絵の技術͚ͩがٸに有田ࢁࡼ内に広まり、

ロクロ成形のようにいशख़のඞ要なものは、期間に

広まらͣに、ैདྷからの技術で作られたૉ地に৽し͘श

い֮͑た上絵付を施してমいたものとΈられる。しかし

ॳ期には、絵༼でのԹ度の調節をशख़していないため

に、মきす͗るなどして、色調のόϥつきも生͡る͜と

がしら͘ଓいたとਪଌされる。」との言及はਖ਼ࠆをಘ

るものである（27）。إ料については、後ड़する。

ᶝ �< ᾢ �> ֆ͚ B� ্ֆɾʮઢॻ͖ʯ

上絵には、ന磁ૉ地に行うものと、છ付ૉ地に行うも

のがある。છ付品に上絵を行うࡍにも、は͡めから上

絵付を行う͜とをఆし、上絵をඳ͘༨നをす場合と、

上絵のఆされていない器面に上絵を行う場合がある。

͜の上絵においては、ྠ ֲઢをҾ͘、ઢ書き（ࠎඳき）

を行っておき、͜のઢをもとにృりを行う（ೱΉ）場合

と、ઢ書き（ࠎ書き）なしで、そのままのච運びでඳ͘

かೱΉなどの場合があるが、͜ ͜ではઢ書きをઆ໌する。

ྠֲઢには、છ付、絵、黒色絵۩などが使用される。

黒色は、古୩༷式でפ色系の絵۩をซ用する品に

使用されるなど、品のスタΠϧに応͡て使い分͚があ

る。͜の͜とは、ઢ書きもؚめ、しっかりとޮ果をࢉܭ

してඳいていた͜とをࣔすͩろう。

絵で行うࡍに、上絵のઢ書きの色إ料を「ඳき」

とݺͿ。上絵のઢ書きのと、ೱΈ（ՖೱΈ）のでは、

材のࠞͥ方、水分のؚまͤ方などކ、料の調整・調合إ

がҟなる。ڃߴ磁器の場合がそうである。إ料について

は、後ड़する。

ᶝ �< ᾢ �> ֆ͚ C� ্ֆɾʮೱΈʯʮՖೱΈʯ

౷工ܳの技術では、ೱΈを行うには、ೱΈචを用い

る。ೱΈචにإ料を水で༹いたものをؚまͤてೱΉ。

͜のとき、色の絵۩には、ඞ要な݅が 3 つある。

1 点目は、その色である。2 点目は、器面で広がる͜と

である。3 点目は、器面にݻணする͜とである。ٻめる

色調の色が出ͤ、絵ฑとしてΠϝージしたとおりの形

にృる（広͛る）͜とができ、絵付͚࣌にそれをキープ

し、ম成࣌にྲྀれないなど、い͘つかのໃ६した݅を

クリΞするඞ要がある。

器面に上絵をඳ͘には、	 Ξ 
 ղ性（ݻମである絵

۩がίロΠυ分ࢄ、つまり、1NN ʙඦ㎚のίロΠυ

ཻ子が༹ӷ中に分ࢄ）がॏ要である。それと同࣌に、（Π）

͜のঢ়ଶで一ఆఔ度の࣌間とどまるݻண性も備͑、（）

ম成によってΨϥス表面でম݁される͜ともՄでな͚

れならない。͜のうち、（Π）がྲྀしֻ͚などྲྀれて

も良いデβΠンとのҧい、（）がম成プロηスをܦる

陶磁器の上絵と絵ըのҧい、をࣔす。そして、࠷ॳの（Ξ）

の性࣭が、絵付͚࣌の絵ը的な成度に関࿈する。

͜の͜とに関࿈して、චऀは、ඉޱஐ、二宮修治、

৽໔ࡀ༃とともに、上絵の技術にお͚るކ材（;の

り）のׂとӨڹについての科研費研究をผに行ってい

るので参照されたい（32）。

絵によるઢ書き（ࠎ書き）は、ං前の色絵でਸ਼ख

の品に、͘ࡉちີにඳいたものがあり、͜のࡉいઢ書

きを行͑るϨϕϧには、1657 年までにୡしている。そ

して、ਸ਼खは、ؠ୩内のԐなどで開発されたՄ

性がߴいと考͑られている。絵で「ೱΉ」技術は、当

ॳはあまり使われていない印である。ॳ期ುౡあたり

まで、その࣌期はԼるかもしれない。絵のإ料ೖख

ղ性などの問によるかもしれない。

ᶝ �< ᾢ �B>� ্ֆʮ۩ೱΈʯ

　	 ୶ɺೱɺԫɺԫɺԫɺ੨ɺࢵ 


105

饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」



ං前では、౷的に、絵の「ՖೱΈ」にରし、「۩ೱΈ」

とݺΜでいる。

౷工ܳの技術では、ං前の絵は、إ料をなどの

、ணさͤる。Ҏ外の色（୶、ೱ、ԫ、ԫݻ材でކ

ԫ土、੨、ࢵ）のإ料は、คにしたΨϥスであるϑリッ

ト成分（有田では「石」とݺͿ）をࠞͥて使用する。

Ψϥスが器面にఆணさͤるׂを果たすのである。

各إ料と意匠の関について、後ड़したい。

ᶝ �< ᾢ �C>� �৭ࠇ

黒色はઢ書きにも使用され、ҎԼの۩ೱΈの、、ԫ、

੨、ࢵなどのפ色系のإ料とซ用された。ࠞ色のՄ性

があるが、͜のあたりは、ࠓ後、ࣗવ科学分析により確

認していきたい。

ᶝ �< ᾢ �D>� ্ֆ 	 ࠼ɾۜ࠼ۚ 


上絵のうち、ۚ࠼ۜ、࠼は、・ԫ・੨・ࢵに、れ

て࢝まる。その࣌期は 1658 年にۙいとされている（27）。

ೇ୩༼跡では、ྤཨᬵの上に、ۚ࠼を施す意匠がΈら

れる。ॳ出のࠒの「ۋखࢁ࢜のു・ちΐ͘」にۙい内

容は、ೇ୩༼跡の品に、ࢁ࢜をったม形ࡼがあ

る。上絵とۚ࠼をซ用する品は、「ۋख」とも称される。

なお、「ۋख」には色絵の意ຯもあり、上絵付༼は「ۋ

༼」とも称されるので、意がඞ要である。

3 ক܉Ո光がۋख（චऀは、色絵と考͑る。）を

Μͩようで、17 世紀中ごろには大໊間でྲྀ行したと考

͑られる。たͩし、છ付にൺߴՁなため、ଗいのࡼを

ଟ用する大໊の৯器の中で、͜れかりが使われる͜と

はな͘、છ付品にわってओମをめるྔとはならな

い。

は品になって、黒ͣΉ（ེ化ۜか）などの問࠼ۜ

が生͡るため、色調のมわらない、加০方法としてはあ

まりఆணしなかったՄ性がࢦఠされる。また、ۚにつ

いては、ۚの色ຯを出すための方法も工（色༲͛）さ

れるため、ڃߴに͑ݟる、ݟӫ͑がする、などの意ຯも

あったかと考͑る。

Լって、18 世紀になると、上絵とۚ࠼の組Έ合わͤ

による「ۚ᧩ख」が、༟ொ人もؚめてྲྀ行する。

なお、実ࡍに、ۚଐのۚۜを使用したかは、個ผ資

料にରするࣗવ科学分析によりたい。

江戸࣌は、ۚ色の色ຯの実ݱのために、༷々な工

がڽらされており（՟ฎの色༲͛、ਅ᭦などผの材料で

のྨࣅの色ຯなど）、ผの色材が用いられたՄ性もあ

るͩろう。ۚଐのۚであれ、ૉ材のೖख管理などの

面で、文ݙのဲ上に上るՄ性もߴい。もし、そうした

文書での管理が目立たないようであれ、ผの色材を使

用した͜ともఆする͜とも間ҧいではないͩろう。

ᶝ �< ᾢ �>� ্ֆͷম

1640 年ʙ 1650 年の色絵磁器では、江戸城跡 	 ࣚ

ଟฉݟ 
 ࿌石֞地点）などの色絵品をΈると、ある

ఔ度の生࢈管理はޮいていたともࢥわれる。一方で、ૉ

地の調整についてはいまͩະのと͜ろがあり、మな

どはᘳではないように؍される。また、͜の࣌期に

お͚る出土陶ยが、໌ྐྵ大Րጶࡂ品がଟ͘、͜れによっ

て࣌期をಛఆしているがΏ͑に、それͧれの陶ยの成

度については確認しͮらいと͜ろである。ࠓ後生࢈地

世品をؚめてもうগし٧めていきたい。

Լ度で、発色等のデリέートなίントローϧを要す

る上絵付ম成において、絵ொにΈられる、ۋ༼のよう

な小規な༼が採用された点は、意ຯある͜とに͑ࢥる。

物のܕ、ち、人形はまた࣋が、人形༼にྨする形を༽ۋ

技術を伴う͜とも、ࣔࠦ的である。

ᶝ �< ᾢ �>� ͷબʣޙʢম

上絵付ম成後、成した品として認められるもの、

生࣌࢈のロスとして、ॲ分されるもの（ないし品と

しては認められͣ༼ಓ۩等に࠶利用される͜ともある）

に分͚られる。消費地遺跡の出土陶ยは、΄΅、͜のબ

の工ఔをܦたものである（ك有な例として、例外はあ

る）。औࣺબのϨϕϧは、ٻめられる品の࣭に応͡て、

その規格のݫしさがҟなる。

前ड़のように、Ψス༼電ؾ༼のない前ۙの

による༼ขきにおいては、ՐྗԹ度はશなίント

ローϧԼにはな͘、าཹまりもࡏݱよりはѱかった。༼

出し後、その上がり۩合をΈて、Έׂれなどの΄

かにも、いわ生࢈ロスとしてྲྀ通（༼場の外に出す）

品をऔࣺબした。औࣺબ（品࣭管理）においては、

品の࣭のߴなどのは͡めに意図された品の࣭が、

ৼり分͚の෯を規ఆしたと考͑られる。ݱの工業品

にお͚る、ඇৗにちີな品࣭管理・੍ޚとൺֱすれ؇

かであっても、༼というロスの生͡すいম成方法

をとっていても、͜れをඇৗにݫ格に行った品と、Ҏ

外にϥϑに江戸遺跡にまでདྷている品がある͜とはप

のとおりであろう。͜れは࣭のࠩととら͑られる。た

ͩし、一面では、古છ付のように、Έとして「৯い」

のあるものもॏされ、その一方で、ܠಙ磁器のちີ

さがٻめられた。品の管理が、࠷もີݫになされたの

が、大内ࢁҠ転後のುౡ藩༼である。1640 ʙ 1650 年

に行われたڃߴ磁器の生࢈にあたっては、͜うした管

理がなされたはͣである。

͜͜までをまとめると、次のようになる。

・ 1640 ʙ 1650 年にか͚て、有田の色絵は、໌確な

品の意匠デβΠンのΠϝージのもとで、߭物資ݯの開
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発と採掘、材料のਫ਼、調整、成形、ম成、絵付͚、

などの技術をもって成立、1660 年Ҏ߱は、༼ごとの

分業γスςϜが成立した。ૉ地は、คࡅ、水ඊ、など

でٻめられる品࣭にର応した。ロクロ技術は、ே

ౡ༝དྷの౷をϕースに、ܕଧち技術をऔりࠐΜͩ。

色絵技術は、中国磁器の作技術がऔりࠐΜͩ。༼場

の整理౷合など、༼場શମのάϥンυデβΠンは藩（

人）が行った。意匠デβΠンのओಋऀについて、͜͜

でいったΜ保ཹする。

・ ͜ の࣌の技術は、ෳ合的な技術ମ系（ߴ度にίント

ローϧされた化学ม化の利用）と、ख事によるご͘

ඍ小なΏら͗とࣗવの織りなす（ۮ発的な化学ม化）

により、ߴ度に成されたものである。ܳ術的なՁ

もߴい。

・ ૉ地、છ付技術、色絵技術は、୯独の組Έ合わͤでは

な͘ෆ分で、ମ系的にΈるきである。きめࡉかに

技術、材料、ಓ۩の関をݟるඞ要もあるͩろう。

められる意匠とのΪャップを技術材料、工で埋ٻ ・

めた場合と、技術があるがΏ͑に生まれた意匠、の

方があるͩろう。そ͜で次に材料を考͑る͜ととする。

ʢ̎ʣإྉͱᬵༀ
ᶃછ৭ࡐʢ੨৭إྉʣ

છ付に使用する੨色إ料としては、ޖਢである。江戸

ਢ（ఱવのίޖίόϧトによらͣ、ఱવޱ中は、人࣌

όϧト化合物（ࢎ化物）をؚΉなる߭石）が使われた。

ᶄ৭ֆ۩

表 1 には、色材について文ݙ等にΈられるものを中心

にして、ࡏݱの理ղを一覧にした。

絵۩のछྨとしては、1640 ʙ 1650 年前ࠒには、

の΄かに、ԫ色、ԫ色、色、ࢵ色、੨色、およ

び黒色が使用された。͜の΄か、͜れらにগしれて、

1650 年中ࠒには、ೇ୩༼においてۚۜ࠼が開発さ

れた（33）。͜うした品の意匠デβΠンは、中国磁器の、

ສྐྵ、ఱܒ、ਸఓの各࣌期の品のΠϝージによるもの

である。しかも、大໊ෑの出土資料ࢁล田遺跡にお

͚る中国品美ೱの品の出土から、そのΠϝージは、

งғؾなどというものではな͘実ࡍの品からμΠϨク

トに与͑られたものと考͑られる。͜れらの実ݱにあっ

ては、もとのສྐྵˠఱܒˠਸఓという࣌ॱよりは、ສ

ྐྵとਸఓが΄とΜど同࣌にผの場所で、そして、ఱܒが

後にୡ成されたと考͑られる。͜れは、材料・技術的࠷

な問と関࿈するかもしれない。

ං前磁器にお͚るॳ期の色絵を実ݱした、古୩༷式

の品のうち、ओとしてפ色系の色（、੨、ࢵ、ԫ）

を使用するのは、࠼ޒख（ඦՖखなどؚΉ）੨खである。

͜れらは、ສྐྵ絵のӨڹをड͚たと考͑られる。͜の

ສྐྵ絵系の品については、黒ໂ田地区のࢁล田遺跡

などでの作がఆされている（34）。

ଓいて、ਸఓ期の古છ付ਸ਼のӨڹをड͚た、古

୩༷式のਸ਼खの品が成立する。͜れらには、、ԫ

、ԫ、などのൺֱ的໌るい色ຯが使用された。͜のう

ち、ԫ色の発色は、色絵技術の発ల上ॏ要であろう。

ਸ਼からΈられる໌るい色に関࿈し、ං前陶器（

ম）で、1610 ʙ 1650 年の間にಔᬵを用いた二࠼

色が作されている。織部などでもಔᬵの発色に

成ޭしていたが、有田の技術についてはං前陶器の色

とのӨڹ関も考ྀするඞ要はないͩろうか。͜の点に

ついても、ࠓ後考͑をਐめたい。南京絵をࣸす品に

おいて、໌るい色の発色に関わっては、さらなる技術的

ల開があったと考͑られる。

、ӈӴ༼で使用されている絵۩と、技法についてはࠓ

がࢯ石࡚ହ೭、ۙ࠷ 14 ࠓઘࠓӈӴࢯからのฉきऔ

りによって次のようにまとめている（35）。

「絵۩

　　有田の色絵磁器は、・黒・・ԫ・܈・ࢵ੨・ۚ」

などのإ料で上絵付される。なかでも、絵۩の調合は

色ುౡの絵の֩心であり、一子૬のൿ法であった。

まͣ、石（ϑリット）とݺれるԖΨϥスをᆁᆗにೖ

れて 600 ʙ 700ˆでԾমした後ࡉか͘คࡅし、水をೖれ

たೕുで 8 คとする、͜れを水ඊࡉ間͘らいってඍ࣌

して、上Έのඍཻ子を࠷上等の「Ֆුき」、中Έの

఼物を「ුき」、ԼにΜͩのを「പ」という۩合

に区ผする。͜の工ఔを「たてわ͚」とݺͿ。͜れにロー

ϋ（、ེࢎ第一మ）をমいてคとした、ローϋϕ

ンΨϥ（ࢎ化第二మ）を加͑て絵۩が作られるのであ

る。

ӈӴՈでは、͜のローϋϕンΨϥを水のுったຟࠓ

にೖれ、上Έをࣺてながら一年か͚てེࢎ分を除い

たそうͩ。そうして、「Ֆුき」の石から࠷上खの

絵۩「ՖͩΈ」が、また「ුき」の石からは「か」

とݺれる書き絵۩ができるが、「പ」はಁ໌性のある

ԫの「۩ͩΈ」に使われる。」

「一子૬としてܧঝした絵۩の調合は、いまもࠓ

ӈӴՈのઌ々の間のあるԞの部で行なわれ

る。盛期ುౡの上絵۩の෮ݩは、ۙのࠓӈӴՈがҝ

した大きなޭで、その͜とに࠷もਚྗしたのが、ઌड़

の通り、大ਖ਼ 5 年からे・े 一をॿ͚てՈ業にबき、

盛期ುౡを͑る΄どの表ྗݱを発شして、ত和 23 年
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（1948）にはे二ࠓӈӴをऻ໊したฏฌӴであった。」

（中略）「͜れによって、ত和 47 年度に文化ிの無形文

化財保ଘ事業として「色ುౡ」の記録өը（ࡩөըࣾ）

が作された。͜のなかでे二はのちにेࡾࠓӈӴ

となるஉのળ（よし）ত（のり）（༮໊、ᥐ（とら）

ଠ（た））とともに、石（ϑリット）のਫ਼「たてわ͚」

の技法のө૾化を果たしている。」

ӈӴՈの色絵۩には、「ϋφμϛ（ՖೱΈ）」のࠓ

と、「άμϛ（۩ೱΈ）」のԫ・がある。さらに、「ϋ

φμϛキ」（͜れは、ۙ࠷、ࠜ美術館のお室の 14

ࠓӈӴ作品のలࣔ会でも、চの間にలࣔされていた

ものである。）とは、きめࡉかいϑリットのඍคであり、

たて分͚ϑリットである。トϊπチとはԖである。

石、などは、「たてわ͚」によって、水ඊさ

れたが、͜の技術が、إ料ཻ子࣭を整͑る上で、ॏ要

である。ൺॏྲྀ水によるબ߭がઓ国期から江戸࣌に

か͚てどのように発లしたのかも、絵إ料の色材研究

にお͚るॏ要なࢹ点である。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ৭ʣˎమܥ

江戸࣌、色の色材には、無機إ料と有機إ料の

方があるが、মき物で使われたのは無機إ料である。絵

ըの場合、ཉしい色ຯを実ݱするのに、無機إ料に有機

。料を加͑る͜とがあったإ

ං前では、ओとして、ローϋϕンΨϥが使用されたよ

うであるが、そのの発色には、࣌スタΠϧにより

ҧいがあり、絵۩の࢈地調合法に関࿈すると考͑られ

る。͜のあたりは、ࣗવ科学分析とともに考͑てい͘

きと͜ろである。

ං前では、色絵を૯͡て「絵」とݺび、有田地区に

は絵業ऀの集ॅした絵ொがあった。たͩし、絵ொ

は、本ߘでओたるݕ౼ରとした 17 世紀中༿にはまͩ

ଘࡏしていない。

গし古い資料のҾ用とはなるが、ುౡ藩༼の研究にお

いて色材を研究したՈӬࡾܟによれ、色の材料とな

るローϋϕンΨϥ、すなわち、「とは、論、ེࢎ

のҦであるが、͜͜では、それを᎗子、ࣣඦ度にম

いたものをᏐճ౬で、ࡽしてから、Ꮠ年೫ेࢸᏐ年水

ચしてಘられる上࣭のࢎ化である。͜のり方も、ख़

࿃とख間のֻかる事で、ᗑきա͗ると∍ຯがかつてိ

るし、ᗑきりないとᚙ色がዱい上に、าཹまりをԼ

する。水ચがे分でないと、ེࢎがᓫつてډて、色々

のࢧোをိたすものである。」としている（31）。

ۙ年の৽໔ࡀ༃・二宮修治による、「দϲ୩ख」の色

絵の色材の分析調査から（36）、面നい内容がわかる。ು

ౡ藩༼の色も、「দϲ୩ख」の色も、ఄ色ࡎとして

はローϋϕンΨϥになる͜とが༧されるものの、調合

のࡍに、前ऀにおいては石の使用が༧ଌされ、後ऀの

分析からはԖをؚΉ石の使用が༧しͮらいとい

う。͜れらが、࣌มભをࣔすՄ性もある。

色が、మ系のఄ色ࡎ、۩ମ的には、（ローϋ）

をᖿমしたローϋϕンΨϥ（第二ࢎ化మ < )FNBUJUF >、

Ћమ（FF2O3））であるՄ性がఆできる。また、

৴によるϕンΨϥృ料の研究にお͚るローϋの加ম

成実ݧによって、（ローϋ）<MFMBOUFSJUF>（FF4O4・

7)2O）が、ローϋϕンΨϥ（ࢎ化第二మ < )FNBUJUF >、

Ћమ（FF2O3））となり、さらにߴԹになったときに黒色

をఄするࡾ࢛第二మ <MBHOFUJUF>（FF3O4）にม化する͜

とが確認されている（37）。͜の点、上記のՈӬのࢦఠを

では、加によってݧしよう。なお、͜のときの実ڧิ

ེԫ成分水分がৠ発し、さらに、మ分のࢎ化作用でٿ

ঢ়のཻ子（色）が形成されるという。そしてさらに、

黒色化においてはؐݩ作用が͜ىっているという͜とで

ある。

（ローϋ）のೖखઌとしては、ࡏݱ、す͙にࢥい

ුかͿਧでも、18 世紀ॳ಄ࠒの生࢈ମ੍の整備であ

る。චऀは、ਧϕンΨϥの使用は江Ոのలࣔ品の色

調から、江戸後期から໌治期にԼるのではないかとਪଌ

する。14 ࠓӈӴࢯも、໌治期と考͑ているようで

ある。

それよりҎ前にଘࡏした࢈地、とはいͣ͜か。となる

と、それҎ前、そのީิ地としては、国内とともに中国

もఆできる。 また、ۙ年では大ࡔ城ԼのϕンΨϥ

についても報告されている。

౷的な技法から、͜ の色إ料をඳきと、ೱΈ（Ֆ

ೱΈ）で使いわ͚、͜の 2 छのҧいが、ϑリット等΄か

の材料との調合で生͡ると考͑られる。

各色はࢎ化߭物をఄ色ࡎに、Ψϥス分と合わͤてΨϥ

ス化して、ఆணさͤたと考͑られる。たͩし、調合など

で、΄かの成分もࠞͥている͜ともे分༧される。ࠓ

後、ࣗવ科学分析を行う͜とで、個ผに考していきた

いが、࣌ݱ点での理ղをड़てお͜う。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢԫ৭ʣ

ԫ色のఄ色ࡎには、మ系のՄ性がߴい͜とをఆし

ている。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ৭ɺೱ৭ɺԫ৭ɺ੨৭ʣ

色については、ಔがఄ色ࡎであるՄ性がߴいとを

ఆする。たͩし、一部においてもซͤられていそ

109

饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」



うである。

色の発色は、色絵の発ୡ࢙、ಛに 1640 ʙ 1660 年

賀ࠤ、のల開にとってॏ要である。ುౡ古館にはࠒ

ॳ藩ओであるುౡউໜ（1580-1657）のདྷ品として、

中国磁器（色絵ࢁ水ௗ文ྠՖ大ࡼ、「大໌Յ༃年」、

֯Ӕ、。Յ༃年間は <1522-1566>）と͜れをࣸし

たං前磁器（色絵ࢁ水ௗ文ྠՖ大ࡼ）の 2 作品がさ

れている。2 つの作品のうち、中国磁器の色は҉͘ਂ

い色であると同࣌に器面にରして広いൣғでృられてい

る。一方、ං前磁器では、色の面ੵはޱԑの部分のΈ

と͘ڱなっている。しかも、ޱԑのཪ面をΈると、その

色は、ૉ地の部分との境目で、ૉ地側が黒͘য͛てい

る。それҎ外には、とても良͘中国磁器をࣸしており、

色を発色さͤる͜とが͜の࣌点ではまͩしかった͜

とをࣔすのではないか。

͜の色には、୶、ೱ、、੨などଟ༷な色ຯ

がଘࡏする。࠼ޒख、੨खでは、҉い発色である。ਸ਼

では໌るいԫ色の発色である。 

ਸ਼෩のؙ文を࣋つ色絵છ付で、ԫ色の材料と発色

に成ޭしている。その࣌期は、江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌

石֞地点）΄か、のං前のਸ਼෩色絵છ付の事例から、

1657 年にはすでにଘࡏした色と考͑られる。

さて、古୩༷式の色絵に使用される色に৽ల開が

ある͜の࣌期ࠤ、 賀藩のࢧ藩である༤ྖ内においては、

二࠼が出ݱしている。ླ田༝紀は、͜ の古༤（ං

前陶器）の、ಔఄ色の色の出ݱと磁器との関につい

て、ࢦఠした（38）。ླ田はまた、༤にお͚る陶器のス

タΠϧのม化と、ே人陶工のҠ動ඦംઋなどとの関

。にも;れている

චऀも、మ絵とಔఄ色の色による 2 つの色࠼を࣋つ

͜の古༤は、磁器色絵の色にӨڹを与͑たあるいは、

をड͚たか、いͣれかのՄ性を考ڹに、磁器からӨٯ

͑て良いのではないかとࢥう。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢࢵ৭ʣ

ࢵ化ϚンΨンのׂ合をม͑ると੨ʙࢎ化ίόϧトとࢎ

の発色をίントローϧできる。ޖਢも、もとから使用し

た有田では、͜のような合のՄ性もあるͩろう。͜

れも、ࠓ後の分析をち、ݕ౼していきたい。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ੨৭ʣ

ઌと同༷である。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢࠇ৭ʣ

ࠞ色のՄ性もある。ઌと同༷である。

さて、͜ ͜で、色絵の色材について次にまとめてお͘。

<1> ՖೱΈの色で、Ԗを使用しない材料から、石に

ม化したՄ性をఆできる。

<2> ਸ਼南京絵෩の品開発のաఔで、໌るい色

の実ݱがなされた、あるいは、פ色系をؚめて、

色の発色方法（ম成関࿈）がมわった（৽たな技術

が開発された）Մ性がある。͜͜で、ローϋを用

いたと、ಔ系のᬵༀによるのొ場についてがॏ

要なΧΪとなろう。

Ҏ上の 2 点は、まͣ、本プロジェクト研究においてऔ

り組Έたいண؟点となるͩろう。

東京大学構内遺跡においては、中国系の南京絵など

も確認でき、中国系の色絵磁器の໌るい色の材料

についても、ݕ౼できる༨地があるͩろう。たͩし、͜

うした色絵۩は、使用されているのが、ඇৗにࡉいઢで

あったり、小さなϙΠントのృりであったり、と、ࠓ

後とも、ࣗવ科学分析のݟから、二宮修治ࢯ৽໔ࡀ

༃ࢯらとのख法的なࡧがඞ要である。

ᶅࡐކͷӨ（32）ڹ

前ड़のとおり、إ料使用のࡍに、ކ材としての;

のりのڍ動が関࿈しそうである。͜れについては、ผ్

研究をਐめており、͜れらを参照されたい。

ᶆᬵༀ

˙ᬵༀ �ʢಃثͷᬵༀʣ�ං前磁器Ҏ前にଘࡏした、ං

前陶器のᬵༀには、փᬵ、石ᬵ、փᬵ、ಁ໌ᬵ、మ

ᬵなどがΈられるが、ॳݩ期の༼であるַ؛系諸༼にお

いては、փ、փ、石がओମになっている（30）。なお、

ே系のළྨをমき、ૉমきの技術が系諸༼で

།一認められる、כϊ୩ 1 号༼では、そのૂいとする意

匠のためかփᬵがओମである。また、ַ؛系諸༼では、

মమ絵品において一ൠ的な、మ絵とಁ໌ᬵの組Έ

合わͤは΄とΜどݟられͣ、փᬵと石ᬵの組Έ合わͤ

であるという（30）。なお、ಁ໌ᬵは、փᬵからփの

成分をൈいたものとされている（29）。

˙ᬵༀ �ʢ࣓ثɾಁ ໌ᬵʣ�ଜ上によると、փᬵ、石ᬵ、

փᬵ、ಁ ໌ᬵの調合日はそれͧれ、表 1 のようになる（ࠤ

賀県༼業技術ηンターの中ࢯߒによるものとしている
（29））。また、ං前磁器のى点ともなったַ؛系の技術に

ついて、その後のேౡ南部の技術意外に、ேな

どもࢹにೖれるඞ要がある͜とも、ଜ上はࢦఠしてい

る。

˙ᬵༀ �ʢమܥᬵༀʣ�ಁ໌ᬵはమ絵とηットになって

ѻわれた技術と考͑られる。器面に絵をඳ͘、છ付技術
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のల開の上では、絵とಁ໌ᬵの発లにもؾをるඞ

要があるし、意匠デβΠンの面においても、ॳ期のං前

のછ付磁器とのڝ合もఆしてお͘きである。なお、

΄΅同࣌期に、戸美ೱ品も、織部品を੍作してお

り、戸美ೱのࢤから織部、そして、絵のରと

した消費ऀは、ॳ期のං前磁器のそれである。

˙ᬵༀ �ʢಔܥᬵༀʣ�前ड़の内容から、磁器の創࢝期

において、材料としてのಁ໌ᬵはすでにଘࡏしていたと

考͑られる。ಁ໌ᬵの΄かには、੨磁ᬵ、మᬵなどの

品がΈられる。ං前磁器では、͜のಔ系（ಔ系のࢎ化߭

物）のᬵༀの使用が、技術的にはগし͘にల開してお

り、͜の点で、1640 年ʙ 1650 年の技術とのӨڹ関

。になると͜ろであるؾが
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ʢ̏ʣ�λʔχϯάϙΠϯτͱͯ͠ͷݹછͱ
ਸ਼

ᶃίϨΫγϣϯܗͷલఏʢ༷࣌૬ʣ

͜͜では、17 世紀中༿の陶磁器の生࢈地とྲྀ通につ

いて概؍する。品とスタΠϧ文ओのଘࡏについて

も、考͑てΈる͜とにしよう。

͜の࣌期、中国では、1644 年の໌からਗ਼のԦேަ

期にある。中世には中国とのަқでӫ͑ていたླྀٿԦ

国では、ܚ 14 年（1609）ࡵຎ৵߈により、Ԅ美諸ౡ

がࡵຎのࢧ、ླྀٿԦ国そのものはࡵຎのଐ国と

なって江戸ນの間的なࢧをड͚る͜ととなった。

また、ླྀٿԦ国によってなされていた中国（໌からਗ਼）

とのަқについてもࡵຎのࢧԼとなったが、それは、

ଓするといܧをߩຎ藩のԼにおいて、ேࡵԦ国がٿླྀ

うものであった。͜の年（1609）は、ฏ戸にΦϥンμ

館がݐ設された年でもある。

͜の࣌期は、前ड़のとおり、໌からਗ਼のԦேަ期

であるとともに、東南ΞジΞқのγスςϜにおいても、

スϖΠン・ϙϧトΨϧからΦϥンμ・ΠΪリスの಄に

よってその構図が大き͘ม容した࣌期でもある。

1600 年、リーϑデ号が日本にඬணし、その組員で

あったΠΪリス人のΟリΞϜ・ΞμϜス（ࡾӜ҈）

とΦϥンμ人のϠン・ϤースςンはՈ߁のग印ધқを

南した。1602ࢦ 年に、東南ΞジΞқのために創設さ

れたΦϥンμ東Πンυ会ࣾ（7FSFOJHEF OPTU-IOEJTDIF 

CPNQBHOJF）は、͜の地にઌにਐ出していたϙϧトΨϧ

とݣを૪い、日本においてઌに館を࣋っていたϙϧ

トΨϧのいམとしに成ޭし、ઌの館のݐ設となる。

そのഎܠに、қをਐめつつ、キリスト教教を੍し

たいという江戸ນのࢥがあったと考͑られる。ฏ戸

Φϥンμ館は、͜ののち、Ӭ 18 年（1641）、ౡݪの

ཚの݁果でߤ禁止されたϙϧトΨϧの館のۭいた出

ౡにҠる͜ととなる。

Ӭ 14 年（1637）ʙ同 15 年（1638）、のౡݪのཚが

お͜り、͜れҎ後キリγタンѹはよりとなる。

なお、Φϥンμ東Πンυ会ࣾは、1624 年にはを

ڌしてθーϥンデΟΞ城をݐ設したが、1662 年にజ

成ޭによりୣؐされた。జ成ޭは、日本のฏ戸で生まれ

た（は໌のਉԼのజཽࣳ、は田Ϛπ）で、໌で

1644 年にਸఓఇ（1628-1644）がࣗࢮし、ਗ਼Ԧேが樹立

されたのちも、໌の遺ਉとともにਉのࢧに߅した。

1661 年、జ成ޭなどの߅ྗの活動をおさ͑るため、

ਗ਼はભւྩを出して、ւ上қを禁͡た。జ成ޭらの活

動とそれにରするਗ਼の応は、日本とのқにもӨڹを

与͑ていると考͑られる。

қの構図を、গし整理すると、ҎԼのようになる。

ઓ国期にฒ行する、いわΏる南൮қのࠒ、スϖΠン

とϙϧトΨϧによって༸の文物が日本にೖってきた

が、同࣌にキリスト教教活動も盛Μに行われていた。

ॳ࣌Ԧ国は、໌の੨磁੨Ֆをもたらした。江戸ٿླྀ

期になると、ϙϧトΨϧもฏ戸に館を࣋つなどしてい

たが、ླྀٿ৵߈、キリγタン禁ྩ、での߈などを

Ԧ国のேٿΉ形でのླྀڬຎ藩をࡵ、て、ਗ਼とのԟདྷはܦ

Ή形でのқ、ਗ਼とڬとฏ戸・出ౡのΦϥンμ館をߩ

の的なԟདྷ、などとなった。జ成ޭの活動など、͜

の࣌期の໌の文物がどのようにԟདྷしたのかについて

は、චऀのまͩ理ղを͑ると͜ろにある。

しかしながら、໌のສྐྵ期のܠಙ磁器はീԦ子城跡

の事例など 1580 年の関東に、また、ఱܒ、ਸఓ期の

ಙ磁器はܠ 1657 年ஈ֊にお͚る、江戸城Լあるいは

関東ۙྡのේ大໊、あるいは、加賀藩などにも確実に

ೖってきている。͜の間、͜れらのܠಙ磁器をೖれる

͜とができたのは、ࡵຎ藩（ླྀٿԦ国）、ϙϧトΨϧ（ฏ

戸館）、Φϥンμ東Πンυ会ࣾ（ฏ戸Φϥンμ館、

1641 年からは出ౡΦϥンμ館）、࡚にお͚る中国ધ

を通͡たқなどがఆՄである。

そして、ං前磁器の色絵をؚめて、意匠技術的に中国

からのӨڹを考͑͟るをಘないような、技術ֵ৽がなさ

れるのは、1640 ʙ 1650 年の間である。つまり、໌の
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தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚தʣʮদϲ୩खʯؠ୩۠ʢԐɾؠ˚
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໓後、ਗ਼との߅が͜ىっている間に、中国の໌の

意匠のӨڹあるいは、一部には技術ಋೖ（すてではな

い）が図られるような、ঢ়گをどうઆ໌できるか。͜の

後、ࠓ、面では、චऀのྗྔは౸ఈ及ないもののࢴ

қの組ΈもΈていきたい。Φϥンμ東Πンυ会ࣾをそ

のϑϨーϜ構ஙの立ऀにਪڍしたいと͜ろではある

が、జ成ޭらの໌の遺ਉ、あるいはそ͜に管されてい

た職工のڍ動にもண目してΈていきたい。

໌とਗ਼ॳ期のܠಙ、ݐ・広東、㦆ऱ༼、などの

城跡、江戸などࡕ࡚、ീԦ子城跡、大、ٿླྀ、動をڍ

とൺֱする͜とで໌らかにしうるՄ性がある。中でも

ਸఓ期とݐ・広東の資料の関࿈がॏ要であろう。

ちなΈに、Φϥンμ東Πンυ会ࣾによって、Ϥーロッ

パ市場にං前がऔりࠐまれてい͘ 17 世紀後よりは、

どちらかというと中༿に、大໊Ոにおいて΄΅同࣌の、

ਸఓ期の資料がଗいのࡼなど饗ԅのηットに、ڃߴ品と

はい͑るものの、ଞの࣌にൺしてさ΄どಛผでないఔ

度に確認されている点、͜れらを同࣌期にҠすかのよう

なං前磁器のࡏり方、からしても、ං前磁器のॳ期のސ

٬については、Ήしろ国内の上ڃՈはϝΠンター

ήットである。

൴らの中国磁器の関心をѲし、͜れらをもたらし

たのは、୭なのかʁΦϥンμ人たちか、あるいは、国

内の人たちか、あるいはజ成ޭのような໌の遺ਉたち

なのか。

͜͜で、1620 ʙ 1640 年のਸఓ期のܠಙ磁器、

͜れらと同࣌期に、当࣌の江戸の大໊Ոの৯器として、

ݐ・広東系の品もあるఔ度のྔでೖってきている点

をؑΈると、Φϥンμ東Πンυ会ࣾの関与もఆՄで

ある。そ͜で、ࢥい出されるのが、චऀがかつてಙক

した東京国立ത物館所ଘのݟに、実ࡍՈの器をѻった܉

໌ॳ੨Ֆの൫のശ書きに、「ߚໟ」の文ࣈがあった点

である（39）。

そ͜で、͜͜で改めて古છ付とਸ਼にண目する。

ᶄจͱ੍࡞

前ड़のとおり、͜の 17 世紀中༿の࣌期は、中国磁器

とං前磁器が、ڃߴ৯器のγェΞにおいて、そのׂ合を

ަしてい͘、ちΐうど境期にあたっている。そして、

ちΐうどその間、日本からの文品とされる、ܠಙ੨

Ֆ・色絵の古છ付とਸ਼が出ݱする。

චऀは、ං前磁器の1640ʙ1650年の技術ֵ৽のター

χンάϙΠントを古છ付とਸ਼の出ݱにおきたい。

古છ付とਸ਼は、中国の໌のܠಙ༼の中でも、ຽ

༼で作されたものである。ۙ年、ܠಙにおいても、

গしͣつ資料がհされは͡めた。ܠಙຽ༼の採集資

料からは、໌ のՅ༃年間（1522 ʙ 1566）の地から、「ఱ

文年」の੨Ֆᑵ書のあるനᙁ小ࡼ 1 点が発ݟされて

いるとされ、͜の͜とから、日本のఱ文年間（1532 ʙ

1555）にはܠಙ؍Իֳのຽ༼で日本͚の༌出ᙁ器が

生࢈されていたと考されている（40）。

16 世紀から 17 世紀ॳ಄にか͚て、ಛに、ఱܒ年

間（1621 ʙ 1627）に古છ付、ਸ਼はਸఓ年間（1628 ʙ

1644）であり、͜れらは日本のの౬でॏされたもの

の、すてが日本の文品とい͑ない、ともされる（41）。

͜の࣌期の人に、古田織部（ఱ文 12<1543> ʙܚ

20<1615>）、小堀ԕभ（ఱਖ਼ 7 年 <1579> ʙਖ਼保 4 年 <1647>）

をあ͛る͜とができる。古田織部は、๛ਉ秀٢のಓ、

Ո߁・秀のಓࢦ南である。小堀ԕभは、その織部

にࢣ事し、๛ਉ秀٢・秀、ಙՈ߁・秀・Ո光に

͑、ಙক܉Ոのಓࢦ南であった。ԕभが関わった

品ޚ఼東ւࣉの会などでは、ܠಙຽ༼がՈ光に

よりدਐされている（42）。

͜うした͜とからΈて、ఱܒ・ਸఓ年間に΄΅૬当す

るӬ期に、小堀ԕभのࢦ南と、ࡾক܉ಙՈ光の

Ήと͜ろによって、৽たなるՁ؍、美意ࣝが、ນֳ

大໊に共有されてい͘のが、1620 ʙ 1640 年にか͚て

ではないか。͜ のՁ؍美意ࣝは、چདྷのՁ؍にとっ

てかわる༁ではな͘、そのఈྲྀには物をஔき、その上

に৽たに加わる同࣌性のある器を載ͤた。

さらに、৽たなՁ意ࣝのもとで集められる໌のܠ

ಙの器を、同࣌的にࣸしたのが、同͜͡ろのං前磁

器であった。͜れはগな͘とも、1657 年をԼݶにして

いる。

また、文品としての古છ付・ਸ਼には、日本にお͚

るԢ盛な意匠デβΠンのٻرをөするものもあっ

た。͜うしてΈると、意匠デβΠンにお͚る、文༷、形

については、当࣌の日本のྲྀ行は、古છ付・ਸ਼、ං前

磁器とともに大きなӨڹԼにあったと考͑られる。

なお、もう一つのӨڹのҼ子としては、当࣌の陶器の

ྲྀ行などもあるͩろう。織部、京ম、など、がそれ

である。͜れらの意匠デβΠン（形、色、文༷）はその

技術とともに、ං前磁器のશମ૾にӨڹしたとΈるき

である。

そして、͜れらは、͜の࣌期৽たなध要を形成して

い͘৽ڵのՈとچདྷのՈ（ಙ政ݖ成立Ҏ前にです

でにຄڵ）とそのྲྀ行をリーυした小堀ԕभらの文化人、

͜れらのध要をૉૣ͘キャッチしてきた日本の人（ࡖ、

തଟ、大ࡕ、そして࡚江戸৽ڵの都市）、൴らとऔ

Ҿを行わΜとするΦϥンμ人など৽چೖりࠞ͡るঢ়گ
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の中でなされた。ං前磁器のうちには、໌ਗ਼ަ期にお

いても、໌のগしるような、એಙ（1425 ʙ 1435）、

成化 	1464 ʙ 1487
、ສྐྵ 	1572 ʙ 1620
、が採用され

る。ਗ਼ேについては、ං前磁器ᶚ期（1690 ʙ 1780 年）

にᯏਖ਼（1723 ʙ 1735）の「ᯏ」ࣈが、ס隆（1736 ʙ

1795）の「ס」ࣈがᶛ期（1780 ʙ 1860 年）になって

ࣸされている。そして、ਗ਼ேのӨڹのある江戸後期にい

たっても成化年号がࣸされており、ං前磁器生࢈にお͚

る໌の文化的Өڹのڧさをうかがわͤる。たͩし、͜

れは、日本にݶらない͜とでもあり、中国ਗ਼ேにおいて

も、ߖఇࣗら、໌でධՁのߴい、Ӭָ、એಙの器を

ࣸさͤている͜とでわかるͩろう（43）。なお、ۙ年、

࡚においても、17 世紀中ごろのጶࡂ資料には、ਸఓ期

の中国磁器がؚまれるものが発ݟされている。1620 ʙ

1640 年の中国磁器のྲྀ通については、ᶃ中国ધ（公

式の通称）、ᶄધなど東南ΞジΞ系をؚΉԟདྷ、ᶅΦ

ϥンμܦ༝、ᶆࡵຎ・ླྀܦٿ༝の中国、ᶇີқ、など

が考͑られるが、͜の部分についてはগしཹ保したい。

ʢ̐ʣݹ୩༷ࣜɺʮੈʯதࣸ͠ࠃͷෳ߹
ล田遺跡は、1972ࢁ ʙ 1974 年（ত和 47 ʙ 上ࡾ、（50

次உത࢜のԼで、ࢁล田༼跡の発掘調査が行われた。9

基のొ༼のうち、4 基から色絵ૉ地（ന磁、છۋとも）

と色絵ยされたが、絵༼は発ݟされていない。

1998 年（ฏ成 10）、有田ொ教育委員会が、ࢁล田༼跡

のྡ地を発掘した。͜の࣌、工跡とਪఆされるݐ物

ᅿと色絵ยを発ݟした。そして、『日本の色絵磁器技術

的・考古学的研究』調査ஂと、有田ொ教࢙まりの美術࢝

育委員会の合同調査が行われ、2014 年には、『ࢁล田遺

跡』発掘調査概要報告書がまとめられた。さらに、有田

ொ教育委員会で、2017 年に、『ࢁล田遺跡ʕ国ࢦఆ࢙跡

工跡の発掘調査報告書࢈ล田༼跡に関わる陶磁器生ࢁ

ʕ』がץ行され、よう͘、古୩༷式の品の੍作に

お͚るॏ要な༼場・工の༷૬がগし໌らかとなってき

た。

さて、前ड़のような磁器のঢ়گԼにおいて、1640 ʙ

1650 年にか͚ての技術ֵ৽が行われている。

大߁ڮ二によれ、「ං前の色絵は 1640 年ࠒに࢝まり、

当ॳはいわΏる古୩༷式の色絵が作られた。1660 年

までの古୩༷式の色絵は大ผすると࣌ࡾ期あり、前

期はਸ਼खと࠼ޒख、中期は࠼ޒखと੨ख、後期は੨ख

と࠼ޒखの৽しいタΠプ、ۚۜ࠼を加͑たものもある」

とした。さらに、աڈには 1650 ʙ 60 年にあるいわΏ

るদϲ୩खと称されたタΠプにରして、「創期ುౡ」

として࠶ධՁを行っている（44）。

なお、͜れらの古୩༷式の、ਸ਼ख、࠼ޒख（ඦՖ

ख、֯खなどؚΉ）、੨खについて、ଜ上৳೭（有田

ொ教育委員会）による 3 つの概೦整理をҾ用しておきた

い（45）。

「古୩は大ྨࡼの印がڧいが、実ࡍには、小・中

する。しかも、ଞの༷式のࡏをは͡めଟ༷な器छがࠞࡼ

色絵とൺ、品間のスタΠϧࠩもۃめてଟ࠼である。

͜の要Ҽは、生࢈地Ҭの広さに加͑、ҟ࣭なܠಙの技

術がෳࡶにಋೖされた上に、それらが普及するաఔで、

でࡏݱ、にབྷΈ合うからである。͜の技術はࡶいにෳޓ

はࡾ系౷に分ྨできる。」

「一つ目は、ສྐྵ（1573 ʙ ಙ෩な品ܠのࠒ（1620

をΦリジφϧとする技術で（ສྐྵ絵系）、ඦՖख（図

1 ˎ文ݙϚϚ）」などをయܕとする。ສྐྵࠒのෙཀखな

どと同༷に、内面のମ部とఈ部の境にᓻڬΈ文をし、

文༷で埋めਚ͘すものもଟい。大ࡼなど大ܕ品をओମ

とし、ૉ地はછ付ݍઢೖりの色絵ઐ用品である。」

「二つ目は、ఱܒ・ਸఓ（1621 ʙ の古છ付ࠒ（1644

ਸ਼෩な品をΦリジφϧとする技術で（古છ付・ਸ਼

系）、古છ付（ఱܒ絵）෩な品の場合、すでにછ付

品として成した構図に色絵で加࠼した例もଟい。ま

た、ਸ਼෩な品では、છ付で地文ؙ文のをし、

色絵で文༷を݁さͤる色絵ઐ用ૉ地が一ൠ的である。

小ܕから大ܕのものまで、ଟ༷な品がある。」

つ目は、古୩とฒ行する໌・ਗ਼ॳの南京絵（図ࡾ」

2 ˎ文ݙϚϚ）にྨする技術（南京絵系）で、࠼ޒख

の中にؚまれる（図 3 ˎ文ݙϚϚ）（˞චऀɿ͜の࠼ޒ

खは、大߁ڮ二のいうと͜ろの、৽しいタΠプの੨खと

ฒ行するものかʁ）。概してஆ色系の絵۩をଟ用し、༨

നを活かした構図にಛがある。小・中ࡼなど小ܕ品

がओମで、ന͘てബい、良࣭なૉ地を用いる。ଞの系౷

同༷、છ付ೖりのૉ地もଟいが、それとはผに͜の技術

の中で、࣭的に分化したೕന色の色絵ૉ地が成する。」

ଜ上は、͜のように色絵のૉ地と器छ文༷から、3

つに区分した上で、͜れらを「ࡾつの༼場は、ܠಙ系

の技術をಋೖした中֩系となる༼場がҟなる」とし

て、それͧれର応関についても論͡る。

「ສྐྵ絵系は、当࣌༼業地のに当たる黒ໂ田ࢁ

のࢁล田༼跡であり、古છ付・ਸ਼系は中部のؠ୩内

のೇࢁにҐஔするԐ༼跡、南京絵系は東部の年ࢁ

୩༼跡である（図 4 ˎ文ݙϚϚ）。ೇ୩༼跡の発掘

などから、南京絵系が࠷後に成立した͜とは間ҧいな

い。」

なお、͜の࠷後の成立࣌期については、໌ྐྵ大Րጶ

、われる資料が出土しておりࢥ資料中にೇ୩༼跡とࡂ
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1657 年には南京絵系の༼でܕଧちછ付ೱΈの技術

も΄΅整いつつあったとࢥわれる（たͩし、のちの南

でのೱΈ、柿ӈӴのೕന色のૉ地まではいかなݪ

い）。

੨खの創࢝については、ଜ上はԐ༼跡としているが、

確かに、Ԑ༼跡΄かؠ中༼跡など、ؠ୩内の品は

のちの意匠デβΠンをるචऀからすれ、かなりҟ࣭

な文༷デβΠンを採用している。

͜͜でいったΜ古୩༷式の用ޠについて整理してお

͜う。͜の「古୩」のޠは、ࠓ日でも、ࣝऀそれͧれ

にҟなる意ຯを࣋って使用されており、大き͘分͚ると

ҎԼのようになる。

「古୩」の意ຯは、ᶃʠ江戸前期の୩༼の品ʡ

の意ຯで、「୩༼（石県江পࢁ܊中ொ）」で、「色絵

もম成するが、古୩༷式の品とはҟなる」もの。ᶄ

ʠ古୩༷式の品ʡの意ຯであり、「古୩༷式の品

をম成した༼跡（ࠤ賀県有田ொ）」のもの。となる。

さらに、色絵磁器の意ຯで使われる場合がଟいが、ච

ऀが͜͜でҾ用したଜ上৳೭による「古୩༷式」の整

理では、そのಛは、次のようになる。

・色絵のΈではな͘、છ付もؚΉ

・古୩༷式の品の੍作技術はෳの技術のෳ合ମ

・技術の֩をなすのは、ࢁล田遺跡とೇ୩༼

・ ॳ期ҏສཬ༷式から古୩༷式の技術転の 2 パ

ターン

ᶃ 中国の技術がηットでಋೖ（ࢁล田遺跡・ೇ୩༼）

ˠॳ期ҏສཬ品と古୩༷式の品が同࣌に出ݱ

ᶄ ॳ期ҏສཬ༷式の技術に中国の技術が加わってい͘ˠ

ॳ期ҏສཬ༷式の品に断ย的にऔりೖれてม化

そして、有田にお͚るʠ古୩༷式ʡの品の出土遺

跡とಛとしては、1640 ʙ 1650 年のものであり、༼

跡と品（ొり༼）では、外ࢁ地区のࢁล田༼、ଟ々良

のݩ༼、ؙඌ༼、外ඌࢁ༼、内ࢁ地区のԐ༼、ؠ中༼、

٢୩༼、ඕ古場༼、୩༼、中ന༼、ᐯᤵ༼、ೇ୩

༼などがあ͛られる。工そのपลの調査では、ࢁล

田遺跡、ઘޱࢁ番所遺跡などがられている。

なお、色絵のઐ業ऀが集められる絵ொの絵ொ遺跡、

ݱ期は、古୩༷式の出࣌ฏ遺跡の成立その品の

。期よりもԼるものである࣌

ઌにචऀがࢦఠしたように、江戸遺跡ではैདྷられ

るよりもଟの古୩༷式をؚΉڃߴ磁器が໌ྐྵ大Րで

ጶࡂしている。͜れをٞ論の前提にするなら、当࣌

は、古୩༷式の品は一ఆఔ度、ྲྀ行していたとい͑

る。͜れによって、1-（2）- ᶄでࢦఠしているภࡏがݦ

ஶである点について、͜れまでにその点を;ま͑たٞ論

はなかったとࢥわれる。Ո光のӬ࣌に૬当する͜の

1620 ʙ 1640 年、古୩༷式の品は、大໊Ոの間で

ྲྀ行していた。͜れを౿ま͑て次のٞ論にҠろう。

３．意匠ཉٻ（消費）が材料・技術の

ม化をଅした

ʢ̍ʣҙঊͷཉٻ
本ߘの第 2 節で、生࢈プロηスについて、ॱをって

考͑てきた。しかしながら、ॳ期色絵の技術ֵ৽にあっ

ては、ઌにあ͛たそれͧれのスタΠϧ、それҎ上に、個々

の品のΠϝージがは͡めにあったかと考͑られる。

つまり、4 図にࣔす、ઌ行する中国陶磁の品Πϝー

ジがあって、͜れを実ݱするために、۩ମ的な意匠デβ

Πンがまͣなされ、さらに、その実ݱのための技術ֵ৽

が行われたとΈるきである。

そ͜で、5 図を提ࣔしたい。5 図には、消費が、生࢈

をリーυする༷子を式化した。つまり、消費の動が

ઌにあって、͜のΠϝージを実ݱするデβΠンにམとす

という͜とがおきているのである。

͜のための材料、技術のม化が͜の࣌期にං前でなさ

れた͜とである。なお、すでに 3 図でࣔしたとおり、個々

の材料と技術はそれͧれがෳࡶに݁びついており、例͑

、છ付の材料と技術のମ系に、上絵付の材料と技術を

୯७にしたのではない͜とは໌らかである。

1640 ʙ 1650 年、ං前の༼場では、磁器生࢈のϕー

スにはそれまでの材料と技術をおきつつも、৽たにಋೖ

した中国系の技術と、さらに͜れを実ݱする材料を、個

ผに試行ޡࡨをしながら、がてߴ度に݁びつ͚て、ཉ

しい意匠デβΠンを実ݱするものを生Έ出してきたので

ある。
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４．人文科学はԿを問うか

ʢ̍ʣݹ�୩༷ࣜ࣌ށߐͷؒͷʮੈʯྲྀ
ͷҰͭߦ

6 図に、江戸遺跡（͜͜ではۭ間的意ຯもؚめる、江

戸࣌の都市江戸の遺跡）で確認されている陶磁器・土

器のछྨとそのඪ४的な用例をࣔしている。磁器、陶器、

土器、あるいはその器छは、それͧれに、άϨーυのҧ

い用いられる場のҧいがあった。そして、普通のら

しに、とした通ৗ用いられる器は、ྔ࢈品で࠷もೖखし

すいものであり、江戸では、中世Ҏདྷ͜の地にདྷてい

る戸・美ೱなどがओである。͜の部分の器छの生࢈地

には、地Ҭࠩがөされすい。例͑、Ꭼുಙ利な

どのஷ蔵۩・ྨࡼで、भでは、関では備前

୮などとஔされる。

ᶃେܕͷݫ۩ʢഫࡌŋ࠲ෑ০ΓͳͲʣ

ᶄಓ۩ʢͳͲʣ

ᶅںԅ༻ͷ৯હ۩ʢഫࡌʣ

ᶆൖೖܥث

ᶇഫث࣓ࡌ　ŋྨࡼʢ৯હ۩ʣ

ᶈ࢈ࠃڃߴಃ࣓ثʢ例ɾژমͳͲʣ

ᶉ࢈ࠃಃ࣓ثʢ৯હ۩ŋஷଂ۩ŋௐཧ۩ʣ

ᶊࡏܥث

ηϯεΞοϓɾͯͳ͠ɾ֨ࣜʹ

Β͠ͷΞοϓάϨʔυʹ

ෆ௨ͷΒ͠ʹ

Ҏલށߐ ࣌ށߐ

ഫث࣓ࡌ

ഫࡌಃث

උલŋ୮ŋ৴ָಃ

ΘΒ͚͔ܥژ

ৗಃث

ށඒೱಃث

ثࡏ

උલɾ୮ɾ৴ָ

ثমಃژ

ංલ࣓ث

ංલಃث

ඒೱಃث
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磁器、陶器でもの一部京মなどは、͜れとは

ҧった用్になる。例͑、上のՈが保࣋していた、

饗ԅに使用されるಓ۩の一つが古୩༷式の器である。

ध要は、もともと、政治・ࡁܦ的地Ґのߴい人々に

ߴがөされたՄ性がた͚ͩに൴らのझຯᅂ͚

い。͜の、झຯᅂを、ྺ࢙考古学としてどのようにҐ

ஔ͚ͮてお͘かはॏ要なΧΪである。

͜のڃߴ৯器の部分は、もとは、中国のܠಙ磁器が

ओମをめていたが、1640 ʙ 1650 年後にೖってං

前磁器が͜͜にਐ出する。そして、そのための技術の系

ේは、1 ηットにはならない΄ど、各所（༼）で、さま

͟まなトϥΠがなされたと考͑られる。

͜のං前磁器は、ന磁・੨磁・છ付・絵の΄かに、

ԫ・・ࢵなどの上絵技術、ྤཨ、などを伴う。それは、

それҎ前の中国磁器がまさし͘になった部分の฿であ

り、ං前の色絵磁器の開発はは͡めからその部分を期

されたのͩろう。

17 世紀中ごろの饗ԅηットをΈると、古い器物と৽

しい器物が一ॹになって出土しており、「古」（いにし͑）

と「当世」（とうͤい）が、同࣌にٻめられ、使用され

た͜とがわかる。

ʢ̎ʣࣗવՊֶͱྺֶݹߟ࢙ʢֶݹߟଆ͔Βʣ　
͜͜で、ྺ࢙考古学の立場からΈた、陶磁器のࣗવ科

学分析についてと、ࠓ後の本プロジェクトでのలにつ

いてࣔしておきたい。

ᶃʢૉʣ

のと͜ろ、土分析とは、消費地遺跡出土の陶ยࡏݱ

と、༼跡出土陶ยからサンプϧをಘて、成分をൺֱして

いる。二宮修治・৽໔ࡀ༃らは、ओ成分分析については、

ඇഁյ分析かつൺֱ的؆ศにܭଌՄなܬ光 9 ઢ分析

を行い、ଟの陶ย資料の分析を行い。その上で、͜の

方法では確認のしいඍྔݩૉについて、一部ഁյݕ査

を行っている。աڈには中性子放射化分析（立教大学の

では、ICPࡏݱ、子を利用）を用いていたがݪ 発光分

光分析のख法を用いたඍྔݩૉの分析݁果を、ଟมྔղ

析にか͚る͜とで、࢈地同ఆにあたっての良なクϥス

ターを確認している。͜れらによって、まͣ、生࢈地で

の༼ࠩが、消費地遺跡の品（消費地なので༼はෆৄ・

形式学的にそのՄ性はൺఆՄなものもある。）とൺ

ֱ的整合する͜とがられる。たͩし、クϥスター分析

の݁果は、分析するサンプϧの内容によって、クϥスター

がม化するので意がඞ要である。

二宮修治・৽໔ࡀ༃らをは͡めとする研究成果から、

ං前磁器については、ಛに有田を中心に、土分析の݁

果として༼ࠩをݟ出す͜とができる。͜れらのҧいは、

もとのݪ材料のҧいとともに、ૉ地の調整、ম成、など

で人ҝのհࡏによって࣌ܦ的にม化したঢ়گもөした

݁果と考͑られる。有田には、ઘࢁ陶石Ҏ外にも、ઘࢁ

Ҏ前の採掘場、ന陶石、あるいは、ఱ陶石使用後、

などい͘つかのݪ材料の࢈地があり、さらに、それͧれ

の༼মきによって、本論でもࣔした諸工ఔにお͚る技術

的なҧいがあるとఆされる。さらに、品によるࠩҟ

などもある。

前ड़のとおり、৽໔ࡀ༃を中心に、͜のૉ地の調整ա

ఔに関࿈して、ઘࢁ一ஸ目遺跡の水ඊ資料をؚめ、土

のプロηスとซͤてい͘͜とで、ݪ材料（陶石）から、

るաఔにお͚る化学ม化を໌らかにする͜ࢸऴ品に࠷

とで、よりৄࡉな生࢈地同ఆ品の࣭ࠩにͤまりうる。

͜の͜とで、色絵磁器と色絵ૉ地の関࿈性もより理ղで

きるͩろう。
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ᶄᬵༀ �ʢಁ໌ᬵʣ

ᬵༀについては、Πスփの利用がං前磁器ಛ有のಁ໌

ᬵの材料としてॏ要である。

͜の点では、もとのཥேの技術からଘࡏするᬵༀと

17 世紀のそれ、あるいは内ࢁと外ࢁなどで、一க

するのか、はॏ要な؍点である。

ᶅᬵༀ �ʢ੨࣓ᬵɺమᬵͳͲʣ

消費ऀの意匠デβΠンにରするཉٻから、ං前磁器で

もは͡めから、੨磁は意図されていた。੨磁は、మの材

料ম成・ম成งғؾによる発色のίントローϧに大き

͘関し、その技術のల開は、ҎԼの色絵のίントロー

ϧと関͚ͮて考͑てΈたい。మは、そのঢ়ଶՁな

ども、ݟた目にӨڹするので、͜れらを分析Մなख法

で確認してい͘ඞ要がある。

ᶆֆ۩ʢɺࠇɺɺԫɺ੨ɺࢵʣ

色については、色材の材料によるҧい、色材の材料の

調合によるҧい、色材と༹ഔのࠞ合ൺ、さらには、実施

の絵付͚ஈ֊での合わͤ方水分をؚまͤる方法（ೱΉ、

ೱΈの方法）によるҧいなど、材料と技法によるଟ͘の

ࠩҟをఆできる。ࣗવ科学分析では͜の中で色材のݪ

材料のݩૉ化合物の報をಘる͜とがՄである。そ

͜で、各色のإ料と͜れを絵۩にするための༹ഔに関し

ては、ࠓ後のࣗવ科学分析によっても໌らかとしていき

たい。ಛに、色絵の色材が中国磁器とං前磁器、さらに

ං前磁器の中でҟなるのか、あるいは、3 図にࣔすよう

な、スタΠϧによってもҟなるのか、ඇৗにڵຯਂいと

考͑ている。たͩし、͜れらは、ओ要なఄ色ࡎとしての

ۚଐݩૉともに、ඍྔݩૉのӨڹ、その調合、さらには、

ᬵༀ、ࢎ化・ؐݩの݅などによってもม化しよう。

͜れらを૯合的に理ղする͜とをࠓ後の՝の一つとし

たい。

色絵に関࿈して、છ付と色絵、あるいは色絵の中でも

ҧいがあるのかについて、確認していきたい。なお、ࢎ化・

についても、છ付と色絵あるいは色ผにどのよگঢ়ݩؐ

うなঢ়ଶにあるのか、考͑てΈたい。͜の点、上絵付༼

がൺֱ的規が小さい点なども、Լ度のՐྗࢎ化・

のίントローϧと関わるかもしれͣ、また、೩料とݩؐ

そ͜から͘るۭؾงғؾの問などもॏ要となろう。

ᶇࡐކ

ઌにも৮れたように、ކ材については、චऀら（ඉޱ

ஐ、二宮修治、৽໔ࡀ༃、水本和美）はݱঢ়で、ผ్

科研費による研究をਐめており（32）、͜ちらの成果によ

られたいが、各研究にお͚る成果は、ࠓ後、発ల的に૯

合的な理ղにਐΉ͜とがましいͩろう。

ᶈͦͷଞ

なお、͜うした材料については、そのਫ਼のఔ度など

もॏ要な要ૉである。例͑、「ന͘したい」ためのమ

分の除ڈなどの度合い。ڃߴなものであれ、よりਫ਼બ

された材料を使用しているとࢥわれる一方で、前ۙの

ख工業品はෆ७物が࣌にॏ要なޮ果を発ݱしていると

考͑られる。また、意匠にٻめると͜ろで、ࡏݱのՁ

意ࣝとはҟなるࢤでの用法もありಘる。

͜のような中で、色の࢈地、あるいは、色の法、

さらに、色の中でも 1657 年までに、ං前磁器のਸ਼

෩の色絵で実ݱしている໌るい色について、ண目して

研究をਐめたい。

ʢ̏ʣਓจՊֶԿΛ͏͔
͜͜で本ߘにおいて確認したと͜ろを、ҎԼにまとめる。

17 世紀Ҏ߱の陶磁器生࢈は、消費にリーυされた。

͜れをڗडしたओな消費ऀは、ಙক܉Ոとそのුを

共にした৽ڵのՈをؚΉ、Ոたちであった。

江戸Ҏ前までに上Ґ֊を形成した公ՈݖࣉӃ、

๛ਉࢯまでに立したՈに加わり、江戸ນの成立に

伴って৽ڵのՈ֊を形成してい͘大໊・Ոは、ै

て఼上人としての分も֫ಘした。͜のܦをҐԼޒ

͜とがするように、൴らのՁ意ࣝの中には、ैདྷ

の౷的Ձ؍もࠜ͘ڧଘࡏした。Ήしろ、͜うしたچ

དྷのՁを共有すると͜ろに意ٛがあったのかもしれな

い。中国磁器はՈにとってもඞ要なΞΠςϜでありଓ

͚た。古い器物と৽規の器物のࠞࡏは͜うした౷のܧ

ঝと、当世෩のՁのࠞࡏを意ຯするものである。

　ある意ຯ౷のՁ؍・美意ࣝのܧঝとࣗݾの౷的

͜。の編ೖの྆側面でॏ要であった͜とであろうڃ֊

のためにも、大໊はޓいの饗ԅにおいて、あるఔ度の৯

器を۩備してお͘ඞ要があったと考͑る（චऀは、大໊

ՈなどのՈの࣋つڃߴ৯器は、͜れを保有する側の立

場とともに、ܴ͑る૬खに૬応の、という点をॏ要とと

ら͑ている。）。

そのような意ຯでも、໌ॳをؚΉ、໌陶磁器がං前

によって、盛Μにࣸされ、ಛに、ॳ期色絵については、

ສྐྵ、ਸఓ、ఱܒ、といった໌の࣌期を฿した͜と

と͜れらが上記の上Ոに用いられた͜とはॏ要な意

ຯがあろう。͜͜までのཥே（ேౡ南部）の技術を

ϕースにしつつもそ͜にない、中国の技術ಋೖを࣋って

実ݱされたものである。͜͜において、ಛに、໌のも
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のをしたと͜ろから࢝まった部分は、そのқとの関

࿈からもண目されるͩろう。

たͩし、͜のཉٻの۩ݱ化においては、意匠デβΠン

として、જࡏ的にあるཉٻをݱ実の品物にམとしࠐΉ͜

とがඞ要であり、は͡めそれはқ・ަқにおいて成し

͛ていたものの、次第に（中国の政治ঢ়گもあって）

品開発などの行ҝにいたったと考͑られる。そして、

その消費ऀのཉٻを、۩ݱ化す͘͜れをリーυしたの

は୭か、と言͑それは人であったとࢥわれる。

なͥなら、ԟ࣌の有田の職人個々にはそれをりಘ

る͜とはな͘、͜͜で۩ମ的な品を目にする・खにする

͜とができたのは、人であった͜とが༧される。

ઓ国期には、ࡖതଟの人が活༂したが、17 世紀

中ごろにおいては、京ࡔ、日本ڮの人とともに、Φϥ

ンμ人も活༂をは͡めていた。また、そのڌ点の一つ

として、࡚があり、࡚、京ࡔ、ॣ、江戸、などの

ۭ間的な関もқ࢙としてはڵຯਂいと͜ろである。

͜うした中で、本ߘでは、陶磁器生࢈とそのध要を֩

にΈてきたが、意匠デβΠンが消費によってઌಋされる

とすれ、その୲いखは୭なのか。ݱ෩に言͑、プ

ロデϡーサーともい͑ようが、͜れを「生࢈側」とする

のか、それともध要ध要のઌୡとしてのಓ、さ

らには、ઌにあ͛た人がհࡏしたのであろうかʁ

さて、͜ ͜にいまগし確認すき論点がある。それは、

චऀをؚめた人文科学側の事である。ࠓ、චऀは͘し

͘も、意匠デβΠンをઌୡしたもののଘࡏをい͘つかあ

͛ているが、2020 年ࡏݱの࢈業・工業デβΠンの世ք

においては、͜のデβΠンのݖ利をѲる͜とについては

はっきりとしたҐஔ͚ͮがある。しかしながら、͜れま

でのං前磁器のٞ論において、͜のようなϑϨーϜϫー

クを行った上で、論点が整理されてきたのかとい͑͜

の部分がᐆດであったようにࢥう。

චऀの考͑はҎԼである。͜の࣌期のං前磁器શൠに

おいては、ࠤ賀藩が͜れらの༼場を౷ׅした͜とは໌ら

かである。しかしながら、༼場の整理౷合 	1641
 をܦて

なお、গな͘ともುౡ藩༼絵ொの成立（1660 年）

Ҏ前には、磁器はすでにઐমされていたものの、各༼ম

きにおいては༼মきと工がおのおのでۙ͘にଘࡏする

Մ性がある。そして、大߁ڮ二・ଜ上৳೭らリーυし

てਐめる生࢈地遺跡の調査・研究によって、黒ໂ田（ࢁ

ล田༼跡・ࢁล田遺跡 < 工 ・୩内（Ԑ༼跡ؠ、（<

とい͘つかの色絵開発を、（ೇ୩）ࢁ中༼跡）、年ؠ

リーυした༼場がଘࡏし、それͧれが中国磁器のສྐྵ、

ਸఓ、ఱܒなどのಛ色ある品をϞデϧにし開発をਐめ

た。中国磁器の意匠デβΠンのΞΠデΞは、ࢁล田遺跡

の出土資料から考されているとおり、品から的

にಘられる場合もあったであろうし、当࣌のྲྀ行であっ

たଋ・文༷、あるいはଞ࢈地の陶磁器などからಘられ

たものもあったであろう。͜れらを文したのは、当࣌

のγスςϜをؑΈると人あるいはもっと的にध要

かもしれないが、さて、͜うしたγスςϜそのものを

どうධՁするか。චऀࣗが、まͩ、͜の部分を掘りԼ

͛る͜とができていない。͜͜において、ං前の色絵磁

器の意匠デβΠンをखが͚たのは୭か。そして、その͜

とにどのようなҐஔ付͚を与͑るのか。

後、ࣗવ科学分析の成果をಘて、考͑をਐめて行͘ࠓ

上では、͜うしたϑϨーϜϫークも、人文科学の立場で

行って行͘き՝と考͑ている。

５．おわりに

陶磁器は、ఱવࣗવ、࣌間、物理化学的ม化、人ҝ、

が૬ޓにӨڹしあって成立する。それΏ͑に、ࡏݱでも、

、વとඞવの織りなす༷が、ܳ術・文化の面においてۮ

人々をັྃする。զが国ではೄ文࣌Ҏདྷ、࿈໖とき

ものが作られてきたが、江戸࣌の間に、人ҝによりཉ

しい意匠デβΠンの実ݱする技術が大き͘発లした。

͜うしたなかで、有田の色絵磁器は、ᶃࣗવと࣌間と

物理化学的ม化のもたらした材料の作用、ᶄ材料のϙ

ςンγャϧをҾき出した人ҝ、ᶅ意匠デβΠンのਮとध

要のཉٻのίントローϧ、ᶆᶃʙᶅを果たす͘૯合

的な技術γスςϜをୡ成した༼場のྗ、というۮવ

とඞવが織りなしたମ系的なものであった。

人ҝのӨڹ、そして、人ҝの集合たる市場の意ࢥ、に

ついては、ྲྀ行のม化という形で考古学的にとら͑る͜

とがՄである。そして、͜のྲྀ行のม化は、さらに、

作とその材料・技術・ಓ۩にӨڹを及΅した。

と͜ろで、͜の意匠デβΠンにӨڹを与͑た大໊Ոを

ؚΉՈでは饗ԅなど、ൺֱ的大きな生࢈୯Ґがٻめら

れた。͜れをຬたすためには、ݱ的な意ຯでの作Ոの

「作陶」活動ではな͘、「生࢈」行ҝという規を考͑͟

るをಘない。「作陶」行ҝであれ、一つにΤωϧΪー

を͗、あるいは一部の技術でୡ成できるかもしれない

が、͜れは一部の技術のΈをり出す͜とはその開発ஈ

֊においてはかなりしいのではないかとචऀはとら͑

る。

さらに、当࣌開発した色絵磁器は、͜͜まで確認して

きたように、材料、生࢈プロηス、技術が個々の工ఔで

བྷΈ合うෳࡶなものであった。͜れらを;ま͑れ、色

絵技術はその上絵付͚のΈならͣ、ૉ地ͮ͘りからのମ
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系的な技術である͜とは論をたない。

なお、本論でಘられたࢹ点をؚめて、個々の資料の؍

分析݁果を౿ま͑た研究とその成果はまͩ研究్上・

である。ࠓ後は、ࣗવ科学分析をؚめて、૯合的に資料

をղऍしていきたい。ࣗવ科学分析そのख法のਐలに

もさらに期をしつつ、͜れらのਐలをܦてなお人文科

学にはその職がある͜とを本ߘでは確認できたと考͑

ている。

ʲँࣙʳ
　本ߘのࣥචにあたり、資料の調査と研究のաఔで、ଟ͘の方々
にごࢧԉ・ごྗڠ・ごࢦಋをいたͩきました。プロジェクト研
究は、ࡏݱもなおਐ行中でありますが、͜͜に記して、ँײਃ
し上͛ます。
　本研究では、同研究ऀとその機関である、৽໔ࡀ༃、二宮修
治、成࢘ߊ、堀内秀樹、東京学ܳ大学、東京術大学文化財
保ଘ学ઐ߈、東京大学埋蔵文化財調査室、をは͡め、次の個人
機関・組織にଟ͘のごࢦಋ・ごࢧԉをड͚ています。記して
。いたしますँײ

（個人）
ઙ य़樹、দ 和Ղ、૬賀 ٱ߃、୩ ॳܙ、ҏ౻ Յ、Ҵ
༿ 政ຬ、ࠓҪ ರ、ࠓઘ ࠓӈӴ（14 ）、一本 ঘ೭、大߁ ڮ二、
小田 ܙ、小 ਖ਼හ、֯ԑ ਐ、উ ত、ยࢁ まび、ۚ 
ཅ、Տ合 修、 च子、江 ݐ৽、ԫ ਗ਼՚、ԫ ᤶ、ञҪ田 ઍ
 子、৽ึࡊ ঙ田 ॆ、ന石 ರ則、Լଜ、ࡦ݈ 々ࠤ、໌
ਿ୩、ٱً 	  
  ߳子、 ݐ文、ߴౡ ઍ、ߴౡ ༟೭、
ୌ ே子、ୌ ॏಙ、ҏୡ ಯ一、௰ ঢָ、๛ 、上 ݐ紀、
౻ֻ ହঘ、ધҪ ༸、ࡾ上 ྄、ଜ上 ৳೭、ଜ 二、 ༝
美、ౡ 子、ࢁ、ޛ৳ ࡚ࢁ本 文子、ཱུ　ேᏻ、ล ๕

（機関・組織）
有田ொ教育委員会、有田ொྺ࢙ຽଏ資料館、ࠓӈӴ༼、ҏສ
ཬ市教育委員会、भ陶磁文化館、ࠤ賀大学、ࠤ賀県༼業技術
ηンター、௰絵۩ళ、ઍ田区教育委員会、東京術大学大学
Ӄ（保ଘ工ܳ研究室）、東߫学ಊ
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の考古学』第 2 ֳࢁ༤、ר

 ・ 成࢘ߊ 2010「加賀藩・大ࣉ藩本郷邸出土のುౡ－ఱ

和 2（1682）年のՐࡂに伴う資料を中心に－」『改గ版　

ॳ期ುౡ』創樹ࣾ美術出版

 ・ 成࢘ߊ 2013「ጶࡂ資料にΈる大໊藩邸の陶磁器༷૬－

ఱ和 2 年・ݩ 16 年の加賀・大ࣉ・ࢁ藩邸出土資

料から－」第 3 ճ　ۙ世陶磁研究会当日資料『江戸の

Ո地出土のං前磁器－ጶࡂ資料とॳ期色絵・ುౡ・柿ӈ

Ӵ－』ۙ世陶磁研究会

 ・ 成࢘ߊ 2018「研究報告 2　ఱ和 2 年Րࡂഇغ資料の 2

側面」東京大学埋蔵文化財調査室　調査研究プロジェク

ト 4『ҩ学部付ଐපӃೖӃ棟 " 地点の成果－ 17 世紀後

༿の陶磁器から－』

	14
 人ӜઍՂ・大ฏࡾ 2011「有田 - ఱ地Ҭの陶石߭চのม

࣭作用とཤྺ（༧報）」『ϑΟッγϣン・トϥック　χϡー

ス・Ϩター』第 24 号、75QQ-78QQ．͜͜では、ࠤ賀県・ઘ

陶石とपลの有ࢁ陶石について「有田地Ҭについてはઘࢁ

田ྲྀؠからからಘられたジϧίン F5 年はともに 2.5

ʙ 2.6MB である．」とした΄か、۽本県・ఱ陶石につい

て「ఱၚฌӴ場の陶石からはジϧίン F5 年をಘる

͜とはできなかったがɼηリサΠトの ,-"S 年は 13.8 ʙ

14.0MB をࣔす．」としている。

	15
 ٢田次・Ӭ二 1962「ઘࢁ陶石の߭物学的研究」『༼

.36QQ-40QQ、「2」70『ڠ による。なお、ਅचؠは、Ψϥス

࣭のྲྀ࣭ؠՐؠࢁの͜と。

	16
 二宮修治 2018「ᶜ章 1 節　磁器の生࢈とྲྀ通に関する分析　

地ٿ化学的ࢹ点からの調査・研究　－土（ૉ地土）の化

学組成を中心に 	1
 －（生࢈地出土磁器ย資料のࣝผ・分

ྨと消費地遺跡出土磁器ยの生࢈地ਪఆを例として）」水

本 2018『江戸遺跡と༼資料によるං前色絵磁器の༂ਐ事

の意匠・技術的ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ』成果報告、ฏ成

27-29 年度科学研究費（基൫ C）17 世紀のං前色絵磁器の

意匠と技術の༂ਐ事文ݙ所収

	17
 二宮修治 2019 東༸陶磁学会第 45 ճ大会記೦ߨԋ「古陶磁

研究と文化財科学－文化財ܭଌ学と文化財材料学のࢹ点

－」『東༸陶磁』7O-.48

	18
 有田ொ教育委員会 2016『ઘࢁ一ஸ目遺跡・中୬一ஸ目遺跡』

－ઘࢁ大୩ઢ֗路整備ަ付ۚ事業に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書－、同書では、ଜ上৳೭によって、工内の各施

設の作業とその意ຯがৄड़されている。「ӓ」、「౿Έӓ」、

「Φロ」、などの実ଶについて参照されたい。

	19
 ଜ上৳೭、৽໔ࡀ༃、二宮修治ࢯらとචऀが行っている分

析とそのաఔにおいて、中୬一ஸ目遺跡の出土資料の年

について確認している。͜の成果の一部については、ҎԼ、

৽໔ࡀ༃・ଜ上৳೭・水本和美・二宮修治により、「有田

ொ中୬一ஸ目遺跡・ઘࢁ一ஸ目遺跡から出土した磁器ݪ料

からΈる磁器作工ఔ」として報がなされた。東༸陶

磁学会・研究会（2019 年 9 月 15 日）

	20
 式会ࣾのϗーϜϖージ「ᬵༀができג材料ݪ賀県陶磁器ࠤ

るաఔ」で、同ࣾのݱ༼業にお͚るమがհされてお

り、͜れを参照した。IUUQT���XXX.ZVZBLV.KQ

	21
 μントϧίーϧ『ܠಙݟฉ録』については、ҎԼの文ݙ

による。なお、Լ記文ݙで͜の͜とをまとめているため、

͜れを参照されたい。

 ・ μントϧίーϧஶ・小林市ଠ༁ 1995『中国陶磁ݟฉ録』

（第 6 版）東༸文ݿ 363、ฏ凡ࣾ

 ・ 水本和美 2018『江戸遺跡と༼資料によるං前色絵磁器の

༂ਐ事の意匠・技術的ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ』成果

報告、ฏ成 27-29 年度科学研究費（基൫ C）17 世紀のං

前色絵磁器の意匠と技術の༂ਐ事

	22
 大߁ڮ二 1989『ං前陶磁』考古学ϥΠブϥリー 55、χϡー・

サΠΤンスࣾ

	23
 भۙ世陶磁学会 『छ陶磁の編年ٿ』2000

	24
 水本和美 2018『江戸遺跡と༼資料によるං前色絵磁器の༂

ਐ事の意匠・技術的ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ』成果報告、

ฏ成 27-29 年度科学研究費（基൫ C）17 世紀のං前色絵磁

器の意匠と技術の༂ਐ事

 ͜のࠓ、࣌ӈӴ༼（౷技術保ଘ会）でฉきऔりをさͤ

ていたͩいた΄か、ҎԼの報告も参照している。

 ߴ・  ౡ༟೭編、ઐ修大学文学部人文・ジャーφリζϜ学科　

陶磁文化研究室 2014『有田・ࠓӈӴ༼のしごと』༼業

ฉきऔり調査概要、『職人ਚ͘し－大学生がΈた有田・ࠓ

ӈӴ༼－』ల、లࣔղઆ書

 ߴ・  ౡ༟೭編、ઐ修大学文学部人文・ジャーφリζϜ学科　

陶磁文化研究室 2016『有田মのしごと』ࠓӈӴ༼・ݯ
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ӈӴ༼༼業ฉきऔり調査報告書

	25
 ଜ上৳೭΄か 『ล田遺跡ࢁ』2017

	26
 本文子ࢁ 2010「ۙ世ං前磁器絵付技術の研究－ං前磁器

絵付技術にお͚る立ちࢴ使用の成立աఔʕ」『੨࢙ࢁ学』

28 号（૬田༸教तୀ記೦号）、੨ࢁ学Ӄ大学

	27
 大߁ڮ二 1993「ං前の色絵磁器」『東༸陶磁』第 20・21 号、

東༸陶磁学会

	28
 一༤࡚ࢁ 1993「江戸前期の色絵磁器の化学分析－東京大学

ҩ学部付ଐපӃ地点とࢁล田二号༼ᅿ付ۙ出土のഁย－」

『東༸陶磁』第 20・21 号、東༸陶磁学会

	29
 ଜ上৳೭ 1993「絵ொ遺跡の調査－絵ொ成立期の問を

中心として－」『東༸陶磁』第 20・21 号、東༸陶磁学会

	30
 ଜ上৳೭ 2002「ං前磁器のࠓ　ྲྀݯ、生࢈のࢹ点からど͜

まで͑るのか」『国立ྺ࢙ຽଏത物館研究報告』第 94 集

	31
 ՈӬࡾܟ 1954「ುౡ藩༼の科学的考」『ುౡ藩༼の研究』

ುౡ藩༼調査委員会編、京都ฏ҆ಊץ

	32
 ඉޱஐを表とするҎԼの科研費研究（+4P4 科研費

+P16,01188 および +4P4 科研費 +P25560139、共同研究ऀ

として、二宮修治、৽໔ࡀ༃、චऀ）において、陶磁器の

上絵付にお͚るކ材のׂにண目した研究をਐめている。

 ・ ඉޱஐ、二宮修治 �「陶磁器の上絵にお͚る有機物分

析の試Έ－ম成後にお͚る有機物材料ଘのՄ性につ

いて－」、日本文化財科学会第 31 ճ大会研究発表要ࢫ集、

QQ258-259	2014


 ・ ඉޱஐ、水本和美、৽໔ࡀ༃、ڮߴՂٱ、ҏ౻ླԻ、

二宮修治 �「陶磁器の上絵にお͚る有機物分析の試Έ

－ඈ行࣌間ܕ二次ΠΦン࣭ྔ分析および外放射光分析

によるম成に伴うおよび;のり成分のม化に関するݕ

౼－」、日本文化財科学会第 35 ճ大会研究発表要ࢫ集、

QQ172-173	2018


 ・ ඉޱஐ、水本和美、৽໔ࡀ༃、二宮修治 �「陶磁器の上

絵にお͚る有機物分析の試Έ－ඈ行࣌間ܕ二次ΠΦン

࣭ྔ分析による上絵とᬵༀとのք面の成分に関する

日本文化財科学会第、「－౼ݕ 36 ճ大会研究発表要ࢫ集、

QQ324-325	2019


 ・ 水本和美・৽໔ࡀ༃・二宮修治・ඉޱஐ 2019「陶磁器

の上絵付に使用されたކ材を分析する方法とそのల」

東༸陶磁学会研究発表、にて本研究の一部をհ。

 ・ :. ILFNPUP M. 5BOBLB 5. )JHVDIJ 5. 4FNCB 5. 

MPSJXBLJ &. ,BXBTBLJ M. OLVZBNB CPOEFOT. MBUUFS 5 

28	2020


	33
 ଜ上৳೭ࢯのご教ࣔによる。

	34
 ଜ上৳೭のҎԼの論考を参照した。

 ・ ଜ上৳೭ 2004「有田にお͚る古୩の生࢈技術」『古୩』

出光美術館

 ・ ଜ上৳೭ 2013「発掘資料にΈる有田の古୩」－色絵大

を中心として－、『ᡉ美』7O-.5　ಛ集　古動࢈の生ࡼ

୩、੨月ࣾ

	35
 石࡚ହ೭ 2017「二つの一子૬－ࠓઘࠓӈӴՈのۙ－」

ਖ਼໌編、ே日৽ฉࣾߥ『ӈӴの色ುౡࠓ』

 なお、͜の部分は、ம 1 の水本 2018 よりҾ用する。

	36
 ৽໔ࡀ༃・二宮修治 2013「ίϥϜ「দϲ୩ख」に用いられ

た色絵۩」『ಙক܉Ոの器』ઍ田区立日ൺ୩図書文化

館

	37
 ৴ 2013「第 6 章　ローϋϕンΨϥ」『ϕンΨϥృ

ֳࢁの研究』、༤࢙

 なお、චऀは、ਧについて、ඉޱஐ表の科研費研究

において、江Ոにおいてฉきऔり調査をさͤていたͩい

た͜とがあり、͜の࣌のݟによって、࣌的な考をਂ

めた。

	38
 ླ田༝紀 2013「ං前陶器にお͚る古༤のҐஔ͚ͮ」『古

༤』भ国立ത物館

	39
 っがݟのごް意で、東京国立ത物館の資料の実ࢯҪರࠓ

た。

	40
 ݐ文「ܠಙ༼ᅿでۙ年発ݟされた古છ付及びਸ਼につ

いて」『陶આ』第 701 号、小林ਔ༁

	41
 ۚཅ「古છ付とਸ਼－日本人のѪしたʻ੨ʼの陶」

	42
 品区立品ྺ؍࢙ 2009『品をѪしたক܉ಙՈ光－品

ޚ఼と東ւࣉ－』

	43
 国立ނ宮ത物Ӄ 2017『ద応心　໌Ӭָߖఇ的ᙁ器』

 なお、චऀは、江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌石֞地点）の資料

の年ൺఆのため、同లࣔに出されたਗ਼のࣸしを確認

したが、実にࣸしてはいるものの、චகにߗさがあって、

ൺֱすれ、ҧいが良͘わかるものであった。

	44
 大߁ڮ二 2018「日本にお͚る色絵磁器生࢈の創࢝に関する

考古学的研究－ࢁล田遺跡の発掘調査成果を中心に－」『東

༸陶磁』7O-.47、東༸陶磁学会

	45
 ଜ上৳೭ 2012「発掘資料にΈる有田の古୩－色絵大ࡼの

生࢈を中心として－」『ᡉ美』7O-.5 ಛ集 古୩　चۄの

色絵磁器、੨月ࣾ

 古୩༷式については、ଜ上৳೭ 2004「有田にお͚る古

୩の生࢈技術」出光美術館編『古୩』లࣔ図録、出光

美術館編も参照した。
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